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　【第一話～駄だ弁べる生徒会～】







「世の中がつまらないんじゃないの。貴あ方なたがつまらない人間になったのよっ！」

　会長がいつものように小さな胸むねを張はってなにかの本の受け売りを偉えらそうに語っていた。

　しかし今回は珍めずらしく感かん銘めいを受ける俺おれ。なるほど、その通りだ。

　俺自身が経けい験けんを積むことで、なにも楽しいと思えないつまらない人間になってしまったのだろう。

　世の中、なんだかんだ言って「初めて」ほど楽しいことはない。

　初めての恋れん愛あい。

　初めての親友。

　初めての非ひ行こう。

　初めての成功。

　初めての……エロゲ？

　まあなんにせよ、いつだって思い返すとこう思う。

「昔は楽しかった」

　保ほ育いく園えんに入った時、自分と同じ体たい格かくの人間が大量にいるのにびびった。

　小学生になった時、ランドセルを背せ負おうのがあんなに嬉うれしかった。

　中学に上がった時、バスの定期を提てい示じすると大人になったような気がした。

　高校に受かった時、他者を蹴け落おとして結果を勝ち取るということの悦えつ楽らくを覚えた。

　で、そういう意味でいうと……。

「じゃ、童どう貞ていもそんなに悪くないってことですか？」

「ぶっ！」

　俺の質しつ問もんに、会長は思いっきり茶を吐はき出して、げほげほと咽むせていた。相変わらずアドリブにはめっぽう弱い人だ。二人きりだから、今日は余よ計けいにからかいやすい。

　会長は涙なみだ目めだ。目の前の長なが机づくえをティッシュで拭ふきつつ、俺を睨にらみつけてくる。

「今の私の言葉から、どうしてそんな返しが来るわけ？」

「甘あまいですね会長。俺の思考回路は基き本ほん、まずはそっち方面に直結します！」

「なにを誇ほこらしげに！　杉すぎ崎さきはもうちょっと副会長としての自覚をねぇ……」

「ありますよ、自覚。この生徒会は俺のハーレムだという自覚なら充じゆう分ぶん──」

「ごめん。副会長の自覚はいいから、まずはそっちの自覚を捨すてることから始めようね」

　会長が今日も真しん摯しに俺にツッコンで来てくれていた。やっぱり可か愛わいいなぁ、会長。

　俺より小こ柄がらでちんまりした背せ丈たけ。その上、自分の幼おさなさを必死で補おぎなおうと背せ伸のびしまくった言動や、果ては生徒会長にまでなってしまった空回り具合が、一いつ層そう萌もえるのだ。

　そう、萌え。そんな言葉が現げん実じつで当てはまる女子なんて、そうはいない。その可愛らしさは、既すでに全校生徒の認みとめるところだ。あまりに可愛すぎる。会長を一度生で見たら、もう漫まん画がやアニメの萌えキャラにときめくことは出来ない。反はん則そく少女。

「会長ぉ」

「なによ」

　会長は茶を拭いたティッシュを丸め、生徒会室隅すみのゴミ箱にシュートしようと狙ねらいを定めている。片かた目め瞑つぶってマジで狙っているのが、やたら可愛い。

　そんな会長に、俺は机に肘ひじをついたまま、抑よく揚ようもなく告げた。

「好きです。付き合って下さい」

「にゃわ！」

　見事にゴミ箱とは反対方向へ飛んでいくティッシュの塊かたまり。

　会長はまた俺を涙目で睨みつけていた。

「杉崎は、どうしてそぉ軽けい薄はくに告白ができるのよ」

「本気だからです」

「嘘うそだ！」

「『ひ○らし』ネタは微び妙みように古いですよ、会長」

　それに涙目でぷるぷる震ふるえながら言われても、まるで惨さん劇げきの予感がないし。
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「杉崎、この生徒会に初めて顔出した時の、第一声を忘わすれたとは言わせないわよ！」

「なんでしたっけ？　ええと……『俺に構かまわず先に行け！』でしたっけ」

「初しよっ端ぱなからどんな状じよう況きようなのよ生徒会！　違ちがうでしょ！」

「あれ？　それじゃあ……『ただの人間には興きよう味みはありません。宇う宙ちゆう人じん、未来人──』」

「危き険けんよ杉崎！　色んな意味で！」

「大だい丈じよう夫ぶです。原作派はですから」

「なんの保ほ証しよう!?　あとアニメの出来は神だよ！」

　会長も見ていたらしかった。……いや、この話題の掘ほり下げ、まずくないか？　レーベルを間違ってないか？　さっさとあの時のことを思い出そう。

　……そうだそうだ。俺、確たしかあの時、生徒会に集まったメンバー……四人の美少女に向かって、こう宣せん言げんしたんだっけ。




「皆みんな好きです。超ちよう好きです。皆付き合って。絶ぜつ対たい幸せにしてやるから」




「そうよ！　あの時点で、この生徒会に貴あ方なたのいいかげんさは知れ渡わたってるのよ！　誰だれでもいいから付き合えって堂々と言う人間に、誰がなびくっていうの！」

「失礼な。誰でも良くはありません。ス○ーカー文庫的に言えば、『美少女以外に興味ありません』」

「可愛いなら誰でもいいってことでしょうがっ！　あと、やるならせめて富ふ士じ見みファンタジア文庫的なたとえで行きなさい！」

「一いち途ずなんです！　美少女に！」

「括くくりが大きいわ！」

「希き少しよう種しゆですよ、美少女」

「そういう問題じゃない！　複ふく数すうの人間に告白している時点で、誠せい実じつじゃないのよ！」

「ええー。ふらふらしている主人公より良くないですか？　最初からこう、バンと、『俺はハーレムルートを狙う！』と宣言している方が、潔いさぎよいでしょう？」

「残念ながら貴方はギャルゲのモテモテ主人公とはスペックが違うわ！」

「じゃあなんの主人公だと言うんですか！　こんなに女の子が好きなのに！」

「基き本ほん的に主人公じゃなくて悪よ！　淘とう汰たされる側よ！　それか主人公の軽い親友タイプよ！　リアクションがいい類たぐいのギャグ要員よ！」

　会長はとても詳くわしかった。

「顔はいいのにぃー」

「絵え師しの力よ！」

　それを言ったら美少女キャラたる会長こそ……と思うものの、まあいいだろう。

　俺は喋しやべりながらも会長のはずしたティッシュを拾いに行くと、それを近きん距きよ離りからゴミ箱にシュートした。

「…………」

　会長が複ふく雑ざつそうに俺を見ながら着席する。俺は自分の席に戻もどりつつ首を傾かしげる。

「どうしました？　会長」

「……杉崎は、たまに気が利きくっていうか、優やさしいわよね……無む意い識しきに」

「ええ。そういうギャップって、好感度の上じよう昇しよう幅はば大きいでしょう？」

「狙い!?　しまった！　既すでに私の中の好感度はいくらか上昇してしまっていたわ！」

「ふふふ……。ま、実じつ際さいそれは大おお袈げ裟さにしても、多少は確たしかに狙っていますよ。というか、昔からのクセですね。女じよ性せいにモテるための。今や殆ほとんど無意識ですね」

「ふぅん……尋じん常じようじゃないエロパワーね」

「ええ、尋常じゃない精せい力りよくですよ、俺は。ハーレムルートの行き着く先では、やはり体力が必要になりますからね」

「あー、なんのための体力かは、言わないでね」

　会長はロリな容よう姿し通り、この手の話が駄だ目めだ。耳を塞ふさぐ素そ振ぶりをしている。……可か愛わいい。

　しかし……。

「会長。その対たい応おうが既に、俺が言わんとしていることを分かっている証あかしでは……」

「…………。……はぅ」

　赤くなってしまった。もじもじしている。……可愛いなぁ。ホント可愛いなぁ、会長。俺が血のにじむ努力をして生徒会に入った理由だって、この会長が原動力になっている部分大きいもんなぁ。

　そんなわけで引き続き会長をいじっていると、まことに残念なことに、二人の時間を邪じや魔まするように生徒会室の扉とびらが開いた。

「キー君。あんまりアカちゃんイジめちゃだめよ」

　そう言いながら、会長と同じ三年の、書記である女性、知ち弦づるさんが入ってきた。

　ちなみにキー君とは俺のこと。俺の名前は「鍵」と書いて「けん」だから、キー君。

　で、アカちゃんは会長のこと。これも、会長の名前が「くりむ」だから、クリムゾン＝真しん紅くで、アカちゃん。どちらも凄すごく単たん純じゆんなあだ名なのだけれど、知弦さんは気に入っているようだ。会長自身は「赤ちゃんみたいじゃない！」と怒おこるのだけれど、ロリな容姿でそんなことを言われると、俺も知弦さんも余よ計けいに「（ぴったりだ）」と思うのであった。

　ただ、基き本ほん的には同級生は苗みよう字じで、下級生は名前で呼よぶ人だ。それだけに、彼女にあだ名で呼よばれると凄く光栄な気がするのだが、知弦さん曰いわく「別に友好度で区別しているわけじゃない」らしい。……女はみすてりー。

　さてその知弦さん、会長とは正反対の人間だ。長身で、出るとこ出て締しまるとこ締まって、更さらにロングの黒くろ髪かみのサラサラと流れる質しつ感かんが、見み惚とれてしまうほど大人の魅み力りよくを振りまいている。性せい格かくも、クールでありながら優しさも持ち合わせているという……。

　会長とは別の意味で、理想の美少女と言える人だった。いや、美少女というより、美人と言うべきかもしれない。

　対面の席に彼女が座すわったのを見計らって、俺は反はん論ろんする。

「いじめてなんかいませんよぉ。ただ、辱はずかしめていただけです」

「ある意味余計に悪質じゃない」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。同意の上でですから」

　俺がそう説明すると、会長がまた「嘘うそだっ！」と叫さけんできたので、これに関してはスルーすることにした。

　会長がいじけている間に、知弦さんと話すことにする。

「しかし、今日はどうも集まり悪いですね、俺のハーレム」

「キー君のハーレムじゃなくて生徒会ね。いいんじゃないかしら？　別にこれといってイベントも控ひかえてないし。集まっても、結局お菓か子し食べて喋るだけじゃない、最近」

　そう言いながらも、知弦さんは早さつ速そく鞄かばんから出したミネラルウォーターを一口飲む。

「分かってないですねぇ、知弦さん。基本的に好感度は、直ちよく接せつ会わないと上じよう昇しようしないんですよ。ほら、ギャルゲだって、よく移い動どう場所でヒロイン決まるでしょう？」

「当然の知ち識しきのように言われても困こまるけど」

「つまり、生徒会室に来ないことには俺との愛を育はぐくめないわけで、となれば彼女らはイベントなんて無くたってここに来るべき──」

「だから来ないんじゃないかしら。むしろ」

　さらりと酷ひどいツッコミを受けた。知弦さん……会長のようにあからさまなツンではないのだけれど、それだけに、たまに酷い。心的ダメージは地味に高い。

　俺はコホンと咳せき払ばらいし、ポジティブシンキング。

「でも、知弦さんは俺との愛を育みに来てくれたわけですね！」

「…………。……あ、うん、そうね」

　否ひ定ていされるより酷かった。すげぇ上の空だった。鞄からスナック菓子を出してそれをつまみつつ、宿題らしきものをカリカリ始めながらの言葉だった。

「く……。しかしこういうクールキャラこそ、惚ほれたら激はげしいに違ちがいない！」

「あ、それは正せい解かい。激しいわよ、私。小学校で、初はつ恋こいの子に一日三百通『好きです』だけを羅ら列れつした手紙渡わたして、果ては精せい神しん崩ほう壊かいまで追い込こんだから。意外と脆もろかったからそこで恋は冷めちゃったけどね。……貴あ方なたはどうかしら」

　細目で口元に薄うすら笑いを浮うかべながら俺を見つめる知弦さん。

　会長の「ひ○らし」ネタよりよっぽど怖こわかった。

　仕方ない……。

「分かりました」

「え、この話聞いた上で覚かく悟ご出来たの？　私の全すべてを受け容いれるって？　それ、ちょっとポイント高いわ、キー君。確かにキー君フラグが私の中で若じやつ干かん──」

「知弦さんとは、体だけの関係を目指すことにします！　心はいりません！」

「…………。……さ、次の問題は、と」

　華か麗れいなる無む視しだった。まあいい。しかし……体だけの関係を目指すのって、下手したら彼女作るより難むずかしくないか？　……むぅ。

　そんなことを考えていると、ふと、会長が勝手に知弦さんのスナック菓子に手を伸のばしているのに気がついた。俺おれはスナックが彼女の口に入る直前で、忠ちゆう告こくする。

「太りますよ」

「うぐっ。……だ、大丈夫。栄養を、背せと胸むねに回すんだもん！」

「いいですけど。腹はら回りに回った時のリスクは、多大なものがありますよ」

「だ、大丈夫！　私ほら、太りにくいから！」

「胸と背も発達しにくいですがね」

「……ええい！　はむ！」

　あ、食べちゃった。

「……次の問題の回答は……よし、『メタボリックシンドローム』、と」

「…………」

　知弦さんがノートに目をやったままで、酷いことを言っていた。……本当にそんな問題があったのだろうか。

　会長は、スナック菓子一枚まい食べただけで、えらいテンション下がっていた。……結局悩なやむなら、食わなきゃいいのに。

　俺はぷるぷるしている会長の肩かたに手を置く。

「大丈夫ですよ、会長。もし、もらい手がなくなったら……」

「え？　もしかして……太った私でも、好きって言ってくれるの？　美少女じゃなくなっても？　杉崎……あなた……」

　うるうると涙なみだぐむ会長。俺はニコッと笑いかけてあげた。

「もらい手がなくなったら……仕事に、生きて下さい」

「リアルなアドバイス!?」

「俺、陰かげながら応おう援えんしますから！」

「陰からなんだ！　私、基き本ほんは見み捨すてられたんだ！　太った私に価か値ちはないんだ！」

「まあ、ですから太らないように頑がん張ばって下さいっていう、俺なりの叱しつ咤た激げき励れいですよ」

「あうー」

　会長が肩を落とす。実じつ際さい、会長ならちょっとぐらい太っても、それはそれで可か愛わいらしい気もするのだけれど……だからといって油ゆ断だんされては、俺のハーレム要員として困る。俺のハーレムメンバーは、それぞれ、自分を磨みがき続けなければ駄だ目めなのだ！　母になったら女を捨てるような意い識しきでは生き残れないのだ！

「頑張れ、俺のハーレムに留とどまるために！」

「あ、なんか急に太ってもいいような気がしてきた」

「…………」

　どうして皆みな、こうツンばかりなのだろう。そろそろ一人ぐらいデレてくれないと、俺は寂さびしくて死んじゃうぞ。モテないギャルゲの主人公ほど、惨みじめなものはない。チャンスがたくさんあったのに、最終的に親友エンドに行っちゃうような人生は、むしろモテない人生より悲ひ惨さんだと思うのだ。

　知弦さんは本ほん格かく的に宿題に取り組み始め、会長は開き直って食べ始めたスナック菓が子しに夢む中ちゆう。

　とてつもなく暇ひまなので俺が次の話題のネタを考えていると、また戸がガラガラと開き、今度は二人の女子が入って来た。

「おっくれましたぁー」

「す、すいません」

　対照的な態たい度どで入ってくる二人。

　前を歩く元気少女、椎しい名な深み夏なつは俺と同じく副会長で、更さらに俺のクラスメイトでもある。長い髪かみをツインテールに分けており、「この生徒会」に入っていることから分かる通り、当然美少女。

　特定の部活こそ入ってないものの、運動神しん経けいが良くボーイッシュ……というか男口調。快かい活かつで爽さわやかなことから、男子人気もさることながら、女子人気もかなり高い。しかも稀け有うなことに、その本人からして若じやつ干かん百ゆ合り気味なため、人気はうなぎのぼりだ。

　ただ……それだけに、俺みたいな男は嫌きらいらしく、同じクラスで同じ副会長という立場も手伝って、すぐに俺と敵てき対たいする傾けい向こうにある。正せい統とう派はのツンデレだ。……デレる気配が微み塵じんもないのは問題だが。

　そしてその背はい後ごからペコペコと俺達に頭を下げつつ、俺と視し線せんが合うと焦あせってはずしてしまう少女が、椎名真ま冬ふゆ。深夏の妹で一年。会計という役やく職しよく名めいこそあるものの、まあ、この生徒会ではあまり分ぶん担たんは関係ない。

　この子がまた、姉の深夏に全部元気を吸すい取られて生まれてきたような儚はかなげな子で、その上男だん性せいが苦手という、一部男子の琴きん線せんに触ふれまくる子なのだ。まあ……男性嫌いの原げん因いんは、確かく実じつに姉なのだけれど（姉の百合趣しゆ味みの毒どく牙がにかかり、男性は怖いものだと思いこまされているみたいだ）。

　色しき素その薄うすいストレートヘアーと白い肌はだ、そしてちょこんとつけたリボンがチャームポイント。自分のことを「真冬」と名前で呼よんじゃうところも非ひ常じようにグッド。そんな子こ供どもっぽさと可か愛わいらしさを持つため、皆彼女を「ちゃん付け」で呼んでいる。なんだか「さん付け」とか「呼び捨すて」がしっくりこないのだ、この子は。唯ゆい一いつ、姉である深夏だけは「真冬」と呼び捨てるが、これはなぜかしっくりくるのだから不思議だ。

　その椎名姉し妹まいが定位置につくと、俺は二人に話しかけた。

「そうそう、深夏と真冬ちゃんは、『初めての時はあんなに面おも白しろかったのに』みたいなことって、なんかあるか？」

　最初の話題に戻もどることにする。

「なんだよ、やぶからぼうに」

　俺の隣となりに座すわった深夏が、不ふ審しんそうに俺を見てくる。

「いやさ。会長が、世間がつまらなくなったんじゃなくて、自分がつまらなくなったんだ、なんて久々にいいこと言うものだからさ」

「久々とは失礼なっ！」

　会長がまたなんか騒さわいでいたけど、無む視し。椎名姉妹は二人して「う～ん」と考え込んでいた。

　俺の斜ななめ前に座っていた真冬ちゃんが、最初に答えを返してくる。

「ま、真冬はお化け粧しよう……コスメですかね」

「化粧？」

「はい。子供の頃ころは母親がしているのを見て、すごくしたくてしたくて仕方なかったんです。それで、中学生の頃、初めて自分のコスメを買ったときは嬉うれしくてたまらなかったんですけど……。よく考えると真冬、あまり自分を着き飾かざるのって好きじゃなかったみたいで。最近だと、最さい低てい限げんのことしかしたくないといいますか……」

「ああ、なるほどね。真冬ちゃんらしいなぁ。大だい丈じよう夫ぶだよ、真冬ちゃん！　真冬ちゃんは、化粧なんてしなくても充じゆう分ぶん可愛いから！　むしろ、真冬ちゃんの本来の美び貌ぼうを隠かくしてしまう化粧なんて、無い方がいい！」

「あ、ありがとうございます……」

「こら鍵けん！　あたしの前で妹口く説どくなよ！」

　真冬ちゃんが俺の言葉に頬ほおを染そめて縮ちぢこまっていると、そこに深夏がつっかかってきた。いつものことだ。俺は嘆たん息そくして、隣の席の深夏の肩かたに手を置く。

「まあまあ。嫉しつ妬とするな、深夏よ。……お前もちゃんと魅み力りよく的さ！」

「いやいや、嫉妬じゃねーから！」

「深夏にも、結けつ婚こんすれば真冬ちゃんが義妹になるという大きな魅力が──」

「しかもあたしの魅力じゃねぇ！」

　深夏は凄すごく怒おこっていた。……可愛い女だ。そんなにヤキモチやかなくても……。

「ヤキモチじゃねーって！」

「おお！　遂ついに以心伝心まで！　ゴールインは近い！」

「怖こわいよもう！　なんかお前怖いよ！　思い込みの激はげしさが怖すぎるよ！」

「思い込み？　……仕方ない。そういうことにしておいてあげるよ。照れ屋さん♪」

「こ、殺したい……」

　俺の言葉に震ふるえる深夏を、真冬ちゃんが必死でなだめている。

　さて、なんだかんだで生徒会メンバーは今日もきちんと集まった。

　俺は自分を囲む美少女四人を見て、一人、悦えつに入いる。

「ううん、ハーレム万ばん歳ざい。いつ見てもいいねぇ、この光景。頑張って生徒会入って、本当に良かったなぁ」

　俺の言葉に、知弦さんが「そういえば」と返してくる。

「キー君は《優ゆう良りよう枠わく》で入って来たんだっけ。……とてもそうは見えないのに」

「そうだよなー。コイツ、どう見てもただの色ボケ男だよなー」

　深夏が同意し、真冬ちゃんは苦く笑しようしていた。

　俺が反はん論ろんしようとすると、会長がバンッと机つくえに手を置く。

「散々言ってきたことだけど、やっぱりこの学校の生徒会役員選せん抜ばつ基き準じゆんはおかしいわよっ！　人気投票からしておかしいけど、《優良枠》にしても、成せい績せきだけじゃなくてメンタル面まで評ひよう価かに加えるべきだわっ！」

　会長が、既すでに何度目か分からない文もん句くを言う。俺はそれにお決まりの反論。

「俺はこのシステム、最高だと思いますけどね」

　この学校の生徒会役員選抜はとても変わっている。

　まず、基き本ほん的には純じゆん然ぜんたる《人気投票》で生徒会メンバーを決める。ただしこれは、ほぼ必ず容よう姿しで、可愛い女子に決まってしまう。つまり、ぶっちゃけただのミスコンだ。

　綺き麗れいな女じよ性せいっていうのは、男子女子共通の憧あこがれみたいなところがある。美男子は、往おう々おうにして男子から反感を買うしな。やはり可愛いは正せい義ぎだ。

　しかもこのシステム、実は結けつ構こう理にかなっている。いくら容姿で選ばれたとはいえ、選挙活動も何も無いため、生徒達は純じゆん粋すいに日々の生活から、憧れる人を自分で決めて投票するわけで。

　となると、その「憧れの生徒達」が上に立っていれば、案外皆みな生徒会の言うことをちゃんと聞く。それに……ぶっちゃけ、生徒会の仕事なんて誰だれでもやればなんとかなるものだ。容姿で選んだとて、大きな問題はない。カリスマ性せいさえあればいいのだ。

　結果、生徒会は美少女の集まる場となるわけで。

　しかし、やはり妥だ協きよう点てんはある。それが、《優良枠》。各学年の成績優ゆう秀しゆう者しや……年度末の試験のトップ成績者は、本人が希望すれば、生徒会に入ることが出来るようになっている。これにより、優秀な人材も取り入れられるように、表向きはなっているのだが……。普ふ通つう、そこまで頭いいヤツってのは勉強に入れ込こんでいるわけで、希望者なんていやしない。

　だがそこに、年度末でトップをとって希望を出したのが……この俺、杉崎鍵だというわけだ。理由は簡かん単たん。それは……。

「しかし、鍵もよくやるよなぁ。そのパワーは尋じん常じようじゃねーぞ」

　深夏が呆あきれた視し線せんで俺を見る。会長も嘆たん息そくし、「まったくだよ」と呟つぶやいていた。

「俺は、《自分以外全員美少女のコミュニティ》に入るためなら、なんだってしますよ。ええ。入学当初殆ほとんど最下位の成績でも、一年でトップに上り詰つめるぐらい、朝飯前です」

「……な、なんか真冬、たまに杉崎先せん輩ぱいが凄すごく大きく見えます……」

「真冬っ！　それは錯さつ覚かくだ！　鍵なんかに憧れるなよ！」

　深夏が非ひ常じように失礼なことを言っていた。

「頭いいのは事実だぞ、深夏よ」

「動機が不ふ純じゆんなんだよ！　そんな心持ちで生徒を束ねる生徒会に在ざい籍せきしようなどと……」

「政せい治じ家かだって、よく女じよ性せい問題でスキャンダルになるだろう？　人間、多少エロい方が、人の上に立ちやすいんだよ。俺も、中年になっても、手鏡で女子高生のスカートの中を覗のぞくようなハングリー精せい神しんだけは忘わすれたくないものだ」

「悪い見本を引ひっ張ぱりだすな！」

　深夏の言葉を受けて、会長も「そうだ！」と乗ってきてしまった。

「成績いいってだけで入れちゃうのは、やっぱり変だよ！　そのせいで、杉崎みたいな問もん題だい児じが入ってきて……」

「生徒会の全員をメロメロにしちゃったのは悪いと思っていますが……」

「誰一人なってないわよ！」

「ええっ！」

「なにその新しん鮮せんな驚おどろき！　自信過か剰じようも甚はなはだしいわね！」

「まさか……そんな……。……まだ会長だけしかオチてなかったなんて……」

「私もオチてないわよ！」

「ええぇっ！」

「マスオさん的な驚き方、やめてくれる？」

「そんな……会長。じゃあ、あの夜のことはなかったことにするというんですか……」

「な、なによそれ」

　会長が記き憶おくを探さぐるよう引き下がる。

　皆みなが見守る中、俺おれは言ってやった。

「あの夜、会長、夢ゆめの中で何度も激はげしく俺を求めたじゃないですかっ！」

「ここに犯はん罪ざい者しや予よ備び軍ぐんがいるわ！　ストーカーの卵たまごがいるわっ！」

「酷ひどい！　俺の純じゆん情じようを弄もてあそぶなんて！」

「むしろ私が弄ばれているんじゃないかしらっ！」

　会長が叫さけび疲つかれ、ぜぇぜぇと息をしながら着席する。会長は小こ柄がらなだけに、体力もない。ちょっと口こう論ろんに持ち込めば、押おし切れてしまうのだ。

　その様子を見かねたのか、知弦さんがノートをぱたんと閉とじて話しかけてくる。

「キー君。私は別に貴あ方なたのこと嫌きらいじゃないけど、もうちょっと誠せい実じつに立ち回った方が利口だと思うわよ？　ハーレムを作るにしても、それを宣せん言げんしちゃうんじゃなくて、むしろ誠実さで落として行くのが、王道というものじゃないかしら」

「う、ううむ……。知弦さんの意見も一理ありますけど……。しかし、どう取り繕つくろっても、これが、俺ですから！　この欲よく望ぼうに満ちた姿すがたが、本当の俺ですからっ！　自分、不器用ッスから！　そして、性せい欲よくに忠ちゆう実じつッスから！」

「芯しんからこってり腐くさりきっているなお前」

　深夏が冷たい目で俺を見ていた。ああ、ツンだなぁ。皆してツンの時期だなぁ、まだ。

　いいさ。俺の人生のバイブルたるギャルゲ……いや、実はエロゲ（年ねん齢れい制せい限げんはツッコマないで欲ほしい）もそうだろう。最初からハーレムなんじゃなくて、ツンだった人間が、徐じよ々じよにデレていく過か程ていが、実は一番美お味いしいところなんだ。そういう意味において、俺は今とても幸福な位置にいる。

「ふふふ……これから次々と、生徒会メンバーは俺の魔まの手に落ちていくのさ……」

「魔の手とか自分で言い始めちゃいましたね……」

　真冬ちゃんが苦く笑しようしていた。

「ま、あんまりにデレないと、速すみやかに学園陵りよう辱じよくモノに早変わりするプランも──」

「清すが々すがしいほど外げ道どうだな、てめぇ」

　深夏のツン度がメーターを振ふり切りそうだった。

　俺は彼女に「ちっちっち」と指を振る。

「大だい丈じよう夫ぶさ、深夏。そうならない手は考えてある。……実はこういう系けい統とうの物語は、全員の好感度を徐々に上げるんじゃなくて、『一人一話』形式で上げていくんだよ」

「なに？」

「ギャルゲに限かぎらず、学園ドラマでもそうだろう？　教きよう師しは、一話で一生徒の悩なやみを解かい決けつして、徐々にクラスに溶とけ込んでいくんだ。そして最終回では、クラスの生徒全員が先生に感かん謝しやしまくるという、ある意味ハーレムエンド」

「学園ドラマの最終回をえらく汚けがされた気分だぞ、おい」

「そうさな……まず割わりと現げん時じ点てんで好意的な真冬ちゃんあたりを皮切りに、会長、深夏、そして知弦さんと、徐々に難なん度どが上がっていく感じで問題を解決していき、気付けばあら不思議、皆俺の虜とりこに……」

「どうでもいいが、あたしが知弦さんより攻こう略りやくしやすいと思われているのが、軽く癪しやくだぞ、こら」

「真冬は……最初にオトされちゃうのですか……」

　真冬ちゃんがなぜかぶるぶると震ふるえていた。武む者しや震ぶるいかな。

　会長は、まだ疲つかれているだろうに、やはりつっかかってきた。

「どうして私が真冬ちゃんの次に攻略しやすいのよっ！　納なつ得とくいかないわっ！」

「え？　だって会長……既すでに俺のこと、気になり始めている段だん階かいでしょう？　俺が例えば他の美少女と歩いていたら、不ふ機き嫌げんになるぐらいの位置でしょう？」

「杉崎が他の美少女と歩いていたら、私は速やかに警けい察さつに連れん絡らくして、その美少女の保ほ護ごを要よう請せいするわよ！」

「会長は嫉しつ妬と深いなぁ」

「……あー、杉崎を一番惨むごいバッドエンドに送りたい」

　会長がとても暗い目をしていた。なんかゾクリとしたので、慌あわてて視し線せんを逸そらす。

　そろそろ誰も味方がいなくなってきたので、話題も変えちゃうことにした。

「でも、俺が一番恐きよう怖ふするのは、最初に会長が言った通りのことなんですよねー」

「？　なに？　どういうこと？」

「つまらない人間になる……つまり、恵めぐまれた環かん境きようにいても、それを恵まれていると思えなくなること、というんでしょうか。今の話でいけば、俺は今……生徒会に入ってまだ一ヶ月たる今は、このハーレム状じよう況きようが楽しくて仕方ないっすけど。いつか……いつか、この状況をあたり前と感じるようになったら、と思うと」

「あー。まあ、分からないじゃないかな、それは」

　会長は珍めずらしく俺の意見に同意してきた。そうして、嘆たん息そくする。

「そういうのは、気をつけてどうにかなることじゃないからね。生活ランクと同じよ。一度裕ゆう福ふくな生活をした人間は、たとえ収しゆう入にゆうが落ちても、今の生活基き準じゆんをなかなか下げられないのと一いつ緒しよで」

「また、えらく美少女ロリ学生らしくない例出してきましたね」

「うちがそうだったのよ。経けい営えい者しやだからね、うちの父さん。良くも悪くも、浮うき沈しずみ激はげしい収入っていうか」

「なるほど。それで会長は、美少年を金ではべらす趣しゆ味みが未いまだにやめられないと……」

「杉崎と一緒にしないでよっ！　なにその趣味！　私悪女じゃない！」

「それに、男の頬ほおを札束でペシペシ叩たたく性せい癖へきも、変えられないと……」

「どんだけ私貴き族ぞくなのよ！　いくらなんでも、そこまでのスケールじゃないから！」

「貧びん乏ぼうな今は、唯ゆい一いつ、家に侵しん入にゆうしてくるアリの手足をもぐことだけが生き甲が斐い……と」

「もうただの根暗女じゃない私！　お金とかそういう問題じゃないじゃない！」

　会長がまた全力で叫さけんで疲つかれている。……こんなにいじり甲斐のある先せん輩ぱいも珍しい。

　しかし、確たしかに、一度上のランクに至いたると、そうそう自分から下には戻もどれない。つまりはそれが、つまらない人間になるということなのだろう。

　すぐそこにある幸せが、目に入らなくなる。上に行っても上に行っても、まだ上に行きたくなる。でもいつか限げん界かいは来るから……そこで停てい滞たいしてしまった時、そいつは世の中がつまらないと感じるだけの、「つまらない人間」になってしまうのかもしれない。

　でも……。

「ま、真冬は、そうなりたくないですけど……でも、どうやったら、そうならずにいられるのか、よく分かりませんね」

　真冬ちゃんが落らく胆たんする。その通りだ。上を求めるのなんて人間なら当然の欲よつ求きゆうだから、歯止めをかけるなんて難むずかしい。知弦さんが、「最終的には《悟さとり》とか、そういう精せい神しん的な極きわみの境きよう地ちに至いたるしかないんじゃないかしら」と、もっともなことを言っていた。

「えー、つまんねーな、なんかそれ」

　深夏がむくれている。……確かにつまんない。どうせなら……まだ若わかいからかもしれないけど、俺は、悟りなんか開かずに、いつまでもウハウハやっていたい。

　知弦さんが続ける。

「ま、一部の人間……勝ち組と呼ばれるような人は、どんどん上に行き続けるけどね。大たい概がいの人間は、どこかで妥だ協きようして、そこそこ幸せにやるのよ」

「そこそこ幸せに……ねぇ」

　俺も、結局は一いつ般ぱんの中に埋まい没ぼつするのだろうか。

　大して大手でもない会社に行って。

　中の上くらいの給料もらって。

　手ごたえのない仕事して。

　頑がん張ばってのしあがってもせいぜい課長くらいで。

　どんなに仕事しても世界は変えられなくて。

　自分が消えても代理がたくさんいて。

　でもそんな環かん境きようから抜ぬけ出すほどの勇気や気力もなく、まあいいかと、日々を過すごして。

　………………。

「駄だ目めだな」

「え？」

　俺の呟つぶやきに、全員がこちらを見る。俺はその視し線せんを一身に受け……そして、思い切り立ち上がった！




「俺は美少女ハーレムを作る！」
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　高らかに宣せん言げんする！

　深夏が、「や、海かい賊ぞく王おうになるみたいなノリで言われてもな……」と呆あきれている。他のメンバーも「またか」と言った様子で俺を見ていたが、それでも俺は、続けた。

「妥協するにしても、俺は高い所で妥協してやる！　美少女をはべらせて、いつか、『あー、美少女にも飽あきたな』って言えるところまで上ってから、妥協してやる！」

「……なるほどね。とりあえず行くとこまで行ってみようってことね。いいんじゃないかしら。好きよ、そういうの」

　知弦さんがなぜか微ほほ笑えんでいた。おお、なぜかポイントアップ？　相変わらず、狙ねらわないところで評ひよう価か受けるな、俺。

　深夏もまた、「まあハーレムはさておき、そのスタンスは悪くないな」と笑っている。真冬ちゃんは「そうですよね……今から悩なやんでいるより、とりあえずは上にいってみるのが、いいかもしれませんね」とやんわり微笑んでいた。

　で、会長はと言えば……。

「えー、あんまり頑張るのは疲れるよぅ」

　駄だ目め人間だった。

　悟りの境地でも、上を目指すのでもなく、割わりと既すでに妥協していた。

　生徒会長という役やく職しよくで満足しているっぽかった。

　ぽりぽりとスナック菓が子しを頬ほお張ばりつつ、なんか幸せそうな顔している。

　…………ま、いいか。

　幸せならそれでいいんだ、うん。単たん純じゆん単純。

　会長はお菓子を食べ終わる（知弦さんのなのに……）と、けぷっと可か愛わいらしくゲップして、満足そうに宣せん言げんした。

「というわけで、今日は解かい散さんしますかぁ」

『…………』

　全員が、彼女をとことん駄目人間だと思った。

　ま、俺達も結局解散しちゃうんだけどね、それで。

　……俺も、そろそろ仕事を始めないといけないし。





＊






「……で、杉崎はまた生徒会室に残ってるんだ」

　くりむは校門前で再ふたたび出会った生徒会メンバー達に向かって、苦く笑しようした。彼女達もどこか優やさしげな顔をしながら、微笑んでいる。

　深夏が肩かたをこきこきと鳴らした。

「まったく、だから対たい応おうに困こまるんだよな、あいつ。……あたし達と長時間駄だ弁べるために、生徒会の雑ざつ務むは自分一人で全部片かた付づけて、何事もなかったふうにするんだから……」

「ま、真冬は、杉崎先せん輩ぱい、好きですよ？」

　真冬の言葉に全員が溜ため息を吐つき、そして、くりむが代表して告げる。

「この学校で、あいつのことホントに嫌きらいな人間なんて一人もいないわよ。まったく……これでハーレムだなんだと自分で言い出さなければ、アイツなら彼女の一人や二人、簡かん単たんに出来るでしょうに……」

「あれ、アカちゃん。やっぱりキー君のこと実は結けつ構こう？」

「な、なに言ってるのよ知弦！　そんなわけないでしょ！」

　くりむの焦あせりように知弦は勿もち論ろん、深夏と真冬もクスクスと笑う。……皆みな分かっていた。自分達は全員、確たしかに、杉崎鍵にある種の好意を持っている、と。しかしそれをうまく抑よく制せいしているのは……他ほかならぬ、杉崎鍵自身なのだ。

　ハーレムだなんだと強調することで、彼はどこかで特定の個こ人じんとだけ仲良くなることを防ふせごうとしているフシがある。しかしそれでいて、本当に生徒会メンバーの全員を心から好きなようでもあり、くりむ達は対応に困っていた。困ってはいたが……。

　知弦が生徒会室の方を見上げて呟く。

「ハーレムとか言うだけあって。彼は……私達の、大黒柱なのかもね」

「大黒柱？」

「そう。今いま更さら言うのもなんだけど、私達全員、どこかちょっとフクザツな過か去こあるみたいでしょう。傷きず痕あと、と言い換かえてもいいかもしれないけれど」

　知弦のその言葉に、くりむ、深夏、真冬の表ひよう情じようが曇くもる。確かに彼女らは、それぞれプライベートでちょっとした問題を抱かかえていた。お互いにそれを話したことはないし、勿論杉崎鍵も詳くわしくは知らないはずだ。

　知弦が続ける。

「でも、生徒会で駄弁っている間は、とても救われている。楽しいだけでいられる。擬ぎ似じ的だけど……家族の食卓のような温ぬくもりが、あそこにはある。

　そしてそれを作っているのは、間ま違ちがいなく、キー君なのよ。だから……大黒柱。生徒会の大黒柱ということは、ひいては、この学校の大黒柱ってことでもあるけど」

　知弦の言葉を受けて、くりむも生徒会室に視し線せんを向ける。

「まったく。自分で言っていたけど、あれじゃあまるで学園ドラマものの先生役よね」

「違うのは、問題を解決しようと出で張ばってくるんじゃなくて、ただ安息の場所を与あたえてくれるだけっつうところだけどな」

「ま、真冬はでも凄すごく、凄く感かん謝しやしています」

　真冬の言葉に、全員で苦笑する。それは、全員そうだから。なんだかんだ言って、どんなに用事があってもほぼ毎日生徒会室に顔を出してしまうのは、やはり杉崎鍵がいて、そこに楽しい空間が形成されるからだった。

　くりむは「さて」と仕切る。

「さっさと帰るとしましょう！」

「で、でも、本当にいいのでしょうか。真冬は──」

「いいのよ。というか、杉崎はそうしてもらうことを望んでいると思うの。だったら、彼の意い志しは尊そん重ちようしてあげないと」

「…………」

「まあ、その代わり、杉崎が何か困っていたら、その時は全力で彼の力になるけどね」

「会長さん……」

　真冬は感動したように目を潤うるませる。そうして、「でも……」と続けた。

「でも、付き合ってはあげないんですね、会長さん」

「それとこれとは話が別。誰だれがあんな浮うわ気き性しようと……」

　即そく答とうだった。

　くりむはそれを区切りに、「じゃあ、また明日ねっ」と駆かけ出す。メンバー達も、別れの挨あい拶さつと共にそれぞれの帰路についた。

　夕ゆう暮ぐれの中、くりむはふと、杉崎と自分達のことを思い浮うかべて呟つぶやいた。

「つまらない人間も、悪くないのかもね……」

　日にち常じようをつまらないと思う人間が寄より集まると、もしかしたら、逆ぎやくにとても楽しいことが発生するのかもしれない。




　私立碧へき陽よう学園生徒会。




　そこでは毎日つまらない人間達が楽しい会話を繰くり広げている。








　【第二話～怪かい談だんする生徒会～】







「本当に怖こわいのは幽ゆう霊れいや化物じゃないの！　人間自身なのよ！」

　会長がいつものように小さな胸むねを張はってなにかの本の受け売りを偉えらそうに語っていた。

　正直その通りだとは思ったのだが、あまりに当たり前すぎる言葉だったので、俺おれはテキトーに相あい槌づちを打っておくことにする。

「あー、うん、ですよね」

「そうなのよ！　幽霊も化物も、結局は人間が生み出すからね！」

「いや、ちょっと解かい釈しやくが微び妙みような気もしますが……」

　人間が怖いっていうのは、そういうことじゃないんじゃなかろうか。しかし、会長は実に満足そうに椅い子すにふんぞり返っていた。……いつも思うのだが、どうしてあからさまなパクリ名言で威い厳げんが出ると思っているのだろう、この人は。

　俺のみならず、知ち弦づるさんも深み夏なつも真ま冬ふゆちゃんも特に反はん応のうせず、各々、テキトーに感心したふりをしていた。

　会長がこんなことを言い出したのは、最近また生徒の間で七不思議の噂うわさが盛もり上がり始めてしまっているからだ。

　七不思議。七つ全すべて知ったらどうにかなるらしいが、よく考えると、どういうわけか俺は二十一個こぐらい知っている。オーバーキルだ。呪のろいが降ふりかかったらアウトどころか、無関係の人間二人ほどまきこんで死ぬかもしれない。

　大して噂に興きよう味みが無い俺でもこうなのだから、現げん在ざいの校内の状じよう況きようなんて、推おして知るべしといったところだろう。……平へい均きん二十一個以上知っているとなると、呪いが本当だったら、学校どころか、この地ち域いきが壊かい滅めつだ。

「事じ態たいは既すでに切せつ迫ぱくしているわ！」

　会長が意い気き込ごんでいた。ホワイトボードに「今日の議題・怪談のはびこりすぎな現状について」と、太く、太く、太─く書かれている。

　なぜか知らないが、会長は現在の状況がいたく気に入らないようだ。まさか本気でバイオハザード的大だい被ひ害がいを危き惧ぐしているわけでもなかろうに。

　隣となりの深夏が、俺にこそこそと耳打ちをしてきた。

「（会長さん、なんであんなに張り切ってんだ？）」

「（さあ……。案外、単たん純じゆんに怖がりなんじゃないか？　あんな体型だし）」

「（お、それは有力だな。どれ、試ためしてみるかっ）」

　深夏はそう告げると、意地悪そうな笑えみを浮かべ、熱ねつ弁べんをふるい続けている会長へと向けて、すっくと手を上げた。

「はいはーい！」

「はい、深夏」

「会長さん、こんな話知ってるか？　あるトイレに入った女子の話なんだけど──」

「わ、わわ！　な、なんで急にそんな話をっ！　脱だつ線せんさせないでよっ！」

「脱線じゃねーよー。ほら、対たい処しよするには、まず詳くわしく知るべきだろう？」

「うぐ。……と、とにかくっ！　私は聞かなくてもいいの！」

　会長の慌あわてる様子を見守り。

　生徒会メンバー全員の眼めが、きゅぴーんと怪あやしく輝かがやいた。

『（これは面おも白しろいネタになる！）』

　真冬ちゃんまでうずうずしていた。ああ……真冬ちゃん、怖い話とか好きそうだもんな。そして普ふ段だん責せめられ役なだけに、こういう状況は大だい歓かん迎げいなのかもしれない。

　会長以外の全員が、まるで会長の「怖がり」に気付かないふりをして、話をそれとなく会長の望まぬ方向へスライドさせていく。

　まず、知弦さんが動いた。

「深夏の言う通りね。ええ、その通りだわ。まずは全すべての出回っている怪談を一つ一つ確かく認にんして、検けん証しようする必要があるわね」

「え、ええ!?」

　会長があからさまに動どう揺ようしている。

　俺はここぞとばかりに知弦さんに賛さん成せいした。

「ですね。ここは、それぞれ知っている怪談を語ってみるべきでしょう」

「ちょ、杉すぎ崎さき！　そんなことする必要なんかまるで──」

「ま、真冬も、やるべきだと思いますっ！」

「真冬ちゃんまで……」

　会長がたじろいでいる。ここで俺は、トドメをさしておくことにした。

「あれぇ？　会長……もしかして、怖いんですか？」

「な──」

　俺のトドメに、更さらに知弦さんが追い討うちをかける。

「まさかぁ、キー君。生徒会長ともあろうものが、たかだか学校の怪談に怯おびえるなんて、あるわけないじゃない。もう、みくびりすぎよ？　ねえ、アカちゃん？」

「う、うう？」

　そこに更に、椎しい名な姉し妹まいまで追つい撃げき。

「この歳としになって怪かい談だん怖こわがるヤツなんて、いるわきゃねーよー」

「ま、真冬も怖い話、大好きです。……小学生の頃ころから」

「うぐっ」

　会長がだらだらと汗あせをかきはじめていた。口をへの字に曲げ、目をうるうるさせ、非ひ常じように情なさけない顔になっている。しかし……会長は、「ふ、ふん！」と腕うでを組んで踏ふん反ぞりかえると、自信満々に言い放った。

「お、大人のこの私が、怪談なんて怖がるはず、にゃいじゃない」

　噛かんでいた。……やべぇ。俺、Ｓに目覚めるかもしれない。楽しすぎる。会長いじめ、快かい感かんすぎる。会長と付き合うことになったら、俺は一日一回彼女の困こまり顔を見ないと気がすまなくなってしまうんじゃないか。

　知弦さんを見ると、彼女も軽く恍こう惚こつの表ひよう情じようをしていた。……Ｓだ。あの人は、真しん性せいのＳだ。性せい格かくがまるで違ちがうのに会長と親しい理由が、今わかった。

　俺達が見守る中、会長はいよいよ腹はらを括くくったようだ。バンッと長なが机づくえに手を置く。……俺と知弦さんは、その手がぷるぷる震ふるえているのに気付いて、またぞくぞくとしていた。

「い、いいわよ、やろうじゃない。怪談。で、でも、そんなに時間があるわけじゃないんだから、せいぜい一人一つぐらいよ？」

「いいぜっ！　じゃああたしからいくぞっ」

「え、ええっ、もう？」

「早くした方がいいだろう？　あれ？　会長……怖いのか？」

「深夏、始めて」

　会長が精せい一いつ杯ぱい強がっていた。全員でそれを生なま暖あたたかく見守る中、深夏がずいっと前のめりになり、怪談を始める。

「じゃあ、一番手たるあたしは気合いれていくぞ。覚かく悟ごしろよ。

　……この学校の家庭科室には、包丁がない。それはなんでか知ってるか？　……そう、家庭科準じゆん備び室しつの戸と棚だなで、まとめて管理されているからだ。でもさ、よおく思い出してみてくれ。家庭科室の調理台下には、ちゃんと、包丁入れる専せん用ようスペースがあるんだよ。普ふ通つうならそこに収おさめておいていいはずなんだ。

　調理実習となればほぼ確かく実じつに使う器具なのに、授じゆ業ぎようの度たびにイチイチ準備室から用意するなんて、面めん倒どうなことこの上ないだろう？

　ではなぜ、包丁は準備室にあるのか。それは……家庭科室に包丁があったがために起こった、ある悲ひ劇げきが原げん因いんなんだ」

　深夏がいつもの元気娘むすめっぷりを掻かき消して、低い声で物語を展てん開かいする。深夏の普ふ段だんが普段なだけに、彼女が真しん剣けんに語ると、一いつ層そう場の雰ふん囲い気きが重くなった。

　会長がごくりと唾つばを飲んでいる。さっきから一見平気そうにしているが、目はきょろきょろしているわ、腕は何回も組みなおすわで、かなり動揺しているのは見てとれた。

　深夏がその様子に軽くニヤリとする。会長は深夏のその表情に更に怯おびえていた。

「昔、ある女生徒……ここでは仮かりに、くりむちゃんとするが……」

「なんで仮にくりむちゃんとするのよっ！」

　会長が涙なみだ目めで叫さけんだ。深夏は華か麗れいに無む視しする。

「くりむちゃんは、愛らしい女の子だった。体のメリハリと背せ丈たけには若じやつ干かん残念なものがあったけど、まあ、顔はとても良かったし、それはそれで需じゆ要ようあったんだ」

「……なんか、話の設せつ定ていに悪意を感じるのだけれど」

「で、そのくりむちゃん。バナナが半分しか食べられないくりむちゃん」

「童どう謡ように出てきそうね、くりむちゃん」

「彼女はある日、学校に忘わすれ物をしてしまったんだ。それに気付いたのは夜中だったのだけれど、それはどうしてもその日のうちに必要なものだった上、家も割わり合あい近所だったため、くりむちゃんは学校に取りに行くことにした。

　夜の学校は確たしかに怖かったけれど、くりむちゃんは今までにも何回かこういうことがあったため、もう慣なれていたんだ。

　その日もくりむちゃんは、いつものように忘れ物を取りに行った。

　そして。

　翌よく日じつ冷たい体となって発見された」

「ひぅ」

　会長がびくんと反はん応のうする。……うまい話わ術じゆつだった。唐とう突とつな展開。なにが起こったのか分からないが、とにかく、とてつもなく悪いことが起こったことだけは分かる。深夏……案外話し慣れているな、こいつ。

　真のくりむちゃんが「ふ、ふん、それで？」と見み栄えを張はって、本当は聞きたくもないのに話を促うながす中、深夏は続ける。

「くりむちゃんは……家庭科室で死んでいたんだ。全身を滅めつ多た刺ざしにされてね」

「な、なんか、いよいよ、くりむちゃんという名前設定がとてもイヤなのだけれど……」

　くりむちゃん（真）が青あお褪ざめていた。しかし、深夏はそれもガン無視。

「犯はん人にんはすぐ捕つかまった。それは、最近周辺地ち域いきで出しゆつ没ぼつしていた変へん質しつ者しやだった。学校に侵しん入にゆうして悦えつに入いっていたところに、丁度くりむちゃんが出くわしてしまったんだ。……そりゃ、格かつ好こうの餌え食じきにもなる。

　当然くりむちゃんは逃にげたんだが、どんどん追い詰つめられ、最終的に家庭科室に逃げ込んでしまった。でも……それが失敗だったんだな。男はそこが家庭科室であることに気付いて、調理台下のスペースから包丁を取り出し、そして──」

「…………」

　会長が無言だ。よぉく観察してみると、なんか意い識しきをシャットアウトしようと試こころみているようなので、目の前で猫ねこ騙だましをして、軽く妨ぼう害がいしてあげた。

　会長が、こほんと咳せき払ばらいし、深夏を見つめる。

「な、なぁんだ。そ、その程てい度ど？　そんな、過か去こに殺人事じ件けんがあって包丁が別の場所に移うつされたってだけじゃあ、別に……」

「いや、違ちげぇよ会長さん。包丁が準備室に移されたのは、それが直ちよく接せつの原げん因いんじゃねーんだ」

「え？」

「大変なことがあったんだよ……。事件の後、放課後家庭科室に残っていた生徒に……」

「な……なにが？」

　会長がごくりと唾を飲み込こむ。いよいよ、話はクライマックスだ。

「事件後、放課後家庭科室に残っていた生徒が、また死んだんだ。……今度は──」

「今度は？」

　深夏が散々間を溜ためて、告げる。




「家庭科室中の包丁が全すべて突つき刺ささった状じよう態たいで」




「っ！」

　会長が硬こう直ちよくしていた。あまりの場の雰囲気に、さすがの俺達もいささか緊きん張ちようする。しかし……皆みな分かっていた。

（んなわきゃあない）

　会長以外、全員、ちゃーんと分かっている。そんな猟りよう奇き的事件があって、今まで話題に上らないはずがない。しかし……会長には、効こう果か覿てき面めんだったようだ。「そ、その犯人って？」と、深夏に真しん剣けんな面おも持もちで訊たずねている。……もう、深夏の思うツボだった。

「決まっているじゃねーか。それは……」

「それは……？」

「それは……」

　深夏がそこでしばし沈ちん黙もくし、生徒会室が静まりかえる。

　直後。




「おまえだっ！」




「ひぅっ！」

　唐とう突とつに会長を指差し大声で叫さけぶ深夏。俺おれ達たちもある程てい度どびびったものの、このオチにもっていくだろうなということは予想出来ていたので、衝しよう撃げきは少なかった。

　しかし会長は……。

「…………」

　軽く口から魂たましいが抜ぬけ出ていた。……この人こそ、ホラーだ。全員でニヤニヤしつつ会長の帰き還かんを待つ。しばらくして意識を取り戻もどすと、会長は、「な、なによそれは！」となぜか逆ぎやくギレした。

「わ、私が犯人って、そんなわけないじゃない！　ば、馬ば鹿かにしてぇっ！」

　その会長の反はん論ろんに、深夏が苦く笑しようする。

「いやいや、そういうことじゃねーよ。つまり、犯人はくりむちゃんだって言いたかったんだ。そう……幽ゆう霊れいとなった、くりむちゃんだってな」

「う……」

　幽霊という言葉に、会長はまた言葉を失う。

　深夏は話を締しめくくった。

「とても人にん間げん業わざじゃなかったらしいぜ、その死に方は。全身に包丁がほぼ同時に刺さってたんだとよ。まるで……空中に浮うかんだ包丁が、一いつ斉せいに飛んできたかのように。

　……それ以い降こうだよ。家庭科室に包丁が置かれなくなり、準じゆん備び室しつで厳げん重じゆうに保ほ管かんされるようになったのは。……会長さん。生徒会活動で遅おそくなる時は気ぃつけな。もし家庭科の授じゆ業ぎようで誰だれかが家庭科室に包丁を置き忘わすれてしまっていたなら……そして会長さんがなんらかの理由で家庭科室に入ってしまったなら……命の保ほ証しようは、できねーぜ」

「…………」

　また会長の魂が口からぽわぽわ出ていた。……相当怖こわかったらしい。しばら～くあっちの世界を旅した後、自分の体に戻ると、会長は「く、くだらない与よ太た話ばなしねっ！」と、まるで説得力の無い強がりを言っていた。

　……なんていい反はん応のうするんだろう、会長は。俺も知弦さんも深夏も真冬ちゃんも、全員がニヤニヤしていた。

　その後も、俺達は怪かい談だんを会長に聞かせ続けた。勿もち論ろん、全部の話の主人公は、仮かりにくりむちゃんとしてあげた。優やさしい俺達だ。

　真冬ちゃんは、人の体の中に入って自殺を誘ゆう発はつする悪あく霊りよう、通つう称しよう『中に居いる』とやらの脅きよう威いをありありと語って会長を怯おびえさせた。知弦さんは、数年前起こった連続殺人事件『顔剥はぎ事件』の真相とやらを、霊的なものと解かい釈しやくすると全てがすっきりするという、ファンタジーなくせに理論的で説得力があるタチの悪い話を展てん開かい。会長を恐きよう怖ふのどん底に突き落とした。

　で、俺はと言えば──

「くりむちゃんという少女がいました。彼女は……杉崎鍵けんという少年にメイドとして雇やとわれてしまいました。終わり」

「ひぃぃぃぃぃぃっ！」

　たった一文で、一番会長を怯えさせてやった。

　なぜか皆の目が「それでいいのか、お前」と言っていた気がするけど、いいのだ。

　折せつ角かくなので、俺は何なん個こかショートショートを続けてあげた。

「くりむちゃんは、必ひつ修しゆう科目を落としました」

「ひぃっ！」

「くりむちゃんは、失言問題で生徒会長を辞じ任にんに追い込まれました」

「ひゃあ！」

「くりむちゃんは、祈いのり虚むなしく、その後背せが伸のびませんでした」

「いやああああ！」

「くりむちゃんの歯ブラシを、杉崎鍵がべろべろ舐なめて、そっと元に戻しました」

「きゃあああああああ！」

「くりむちゃんの最後の言葉は、『ふぅ、危あぶなかったぁ』でした」

「油ゆ断だんした！」

「くりむちゃんの人生は、夢ゆめオチでした」

「誰の！」

「くりむちゃんは陰かげで『頭がアレな子』と言われているのに、終ついぞ気付きませんでした」

「酷ひどいっ！」

「くりむちゃんは、実はくりむちゃんじゃありませんでした」

「なんか一番怖いわそれ！」

　俺の口から次々繰くり出される「怖い話」に、くりむちゃん……もとい会長は完全にノックダウンされていた。もう、見み栄えを張はって平静を保たもつことさえ忘わすれている。

　なぜか、知弦さんや椎名姉し妹まいまで俺の話に怯おびえていた。三人して、「恐おそろしいわ……」やら、「ま、真冬は身み震ぶるいが止まりません……」やら、「なんて残ざん虐ぎやくなことを思いつくんだ……」などと呟つぶやいている。俺の話は大だい好こう評ひようの模も様ようだ。

　会長いじめをたっぷり堪たん能のうして、一時の休息をとる。

　会長はすっかり使い物にならなくなったので、俺は知弦さんに話しかけた。

「でも、皆好きですよね、怖こわい話。なんなんでしょうね。『怖い』って、どちらかというとマイナスの感かん情じようでしょうに」

　知弦さんはサラサラとした髪かみをかきあげて微ほほ笑えむ。

「スリルって言葉あるでしょ。安全が保証された危き険けんを楽しむ、とでもいうのかしら。ジェットコースターもそうでしょ？」

「でもその『スリル』からして中々不思議な感覚ですよね。いくら安全が保証されているとはいえ、怖いことが楽しいことになるって、なんか倒とう錯さくしてますよ。皆が当然のように楽しんでいるから誰も言いませんけど、ある種凄すごく歪いびつじゃありません？　世が世なら、そんなんで楽しんでいる人は異い常じようと言われても仕方ない気がしますよ」

　俺の言葉に、真冬ちゃんが「確たしかにそうかもしれませんね」と頷うなずいていた。知弦さんが「ふむ」と考え込み、深夏が「まあ考えてみるとそうだなー」と腕うでを組む。

　まだ一人ぶるぶる震えている会長を見ながら、俺は、むしろ会長こそまともな人間なんじゃないかと感じていた。怖い話を怖がって嫌いやがるのが普ふ通つうで……多数派はでこそあるけれど、それを面おも白しろいと思っている側の方がよっぽど異常で歪ゆがんでいるんじゃないか。

「そういう意味じゃ……今のこの学校の状じよう況きよう、それ自体が、なんだかとても怖いことのような気がしてきました」

「そうね……。そうかもしれない」

　知弦さんが同意する。

「怖い話を楽しむ精せい神しんが異常なことだとしたら……。この学校は……いえ、この地球は、異常な人間がわらわらいるコミュニティってことよね。……確かに。そう考えたら、とても怖いかもしれない」

「そ、そんな考え方やめろよー、二人とも」

　深夏が少し怯えている。しかし、真冬ちゃんも「そうですね……」と呟いた。

「真冬は怖い話大好きですけど……どうして大好きなのかは、あんまり説明つかないです。もしかしたら……それこそが、理り解かい不ふ能のうの怖いこと、かもしれませんね」

　俺達は沈ちん黙もくする。……そんな理解不能の楽しさを抑おさえこもうなんて、土台無理な話だと感じていた。この学校の現げん状じようを変えるのは……とても難むずかしい、と。

　そんな沈黙の中で声をあげたのは、とても意外な人物……会長だった。

「ほら、だから言ったでしょう！　一番怖いのは人間だって！」

　なぜかとても偉えらそうに胸むねを張はっている会長。俺達は苦く笑しようしたものの……心のどこかで、確かにその通りだと感じていた。

「怖こえぇよな……人間って。意味わかんねぇ」

　深夏の呟きが妙みように大きく生徒会室に響ひびき渡わたった。

　今日の議題の結けつ論ろん。




　怖い話の流る布ふを止めるのは、とてもじゃないが無理。




　……しかし。そう結論がでたものの、シュンと元気のない会長が、俺は気になっていた。……悪いことしたかな。いじめすぎたか。イヤな人は……本当にイヤなんだもんな、怖い話。

　それに会長のような人からしたら、怖い話自体は勿もち論ろん、周囲の皆がそれを楽しそうに語ること自体が、もしかしたら怖いのかもしれない。

　…………。

　怖い話の止め方、ねぇ。





＊






「なんか急にクラスで怪かい談だん聞かなくなったわっ。これも生徒会長の人望の賜たま物ものね！」

　例の会議から二日後、会長は嬉うれしそうに俺に語っていた。久ひさ々びさに二人きりの生徒会室で、俺はその話題を「良かったっすねー」と聞き流す。

　会長はすっかり血色が良くなっていた。どうやら、怖い話を聞かなくなったことが相当嬉しいらしい。

「でも……なんでこんなに急に沈ちん静せい化かしたんだろ。不思議よね、やっぱり」

「沈静化……ね」

「？」

「いえ、なんでも」

　俺は密ひそかに溜ため息を吐ついていた。

　実じつ際さい……この沈静化は、一時的なものだ。恐らく。……どうして分かるのかといえば、この状況は、俺が作ったからだった。

　怖こわい話。不思議な魅み力りよくで人々に浸しん透とうし、止めようと思って止められるようなものじゃないもの。

　それを止めるほどの効こう能のうのあるもの。

　そんなの。




　怖い話しかないじゃないか。




「やー、本当に良かったー。風紀の乱みだれが治まって」

「そうですねー。良かった良かった」

　会長の笑え顔がおを見ながら、フクザツな感かん情じように襲おそわれる。自分がやったことが果たして正しかったことなのか……この無む邪じや気きな笑顔を見ていると、とても判はん別べつつかなかった。

　……だって。




　俺は、新たな七不思議を作ってしまったのだから。




　会長が機き嫌げんよさげに鼻歌を歌っている。俺はとても微び妙みような気分で嘆たん息そくしていた。

　俺がしたことは、単たん純じゆん。一昨日の会議で感じたことを元に、俺発信の、新たな、会長に都合のいい七不思議を作っただけだ。

　話の中身を要約すると、つまりは、「七不思議を全すべて知ったら降ふりかかる呪のろいは、確たしかに存そん在ざいし、そして、他の怪かい談だんと同じく進化している」ということだ。たとえ七個こ以上既すでに知っていて、何も起こってなくても。その先の領りよう域いきで、更さらなる「罰ばつ」に襲われるという……そういう、新たな、怪談。

　その怪談の終わりの台せり詞ふが、これ。




『七個目超えたら安全なんて、誰だれが言ったかなぁ！』




　これが、俺の作った話の原型。今となってはもう……めぐりめぐって、もっと怖く洗練されていることだろう。

　でも、そういう変化では、話の基き礎そが壊こわされることはそうそうない。そう、『七不思議コンプリートの祟たたり』『七個目以い降こうも安全ではないどころか、もっと酷ひどいことに』という基礎部分さえ押おさえて噂うわさしてくれれば、それで良かったのだ。

　結果。この話で、軽くでも怖くなった人が多いのか、怪談ブームはなりを潜ひそめた。

　だから……。

「やっぱり楽しい話題が一番だよねっ」

　上機嫌な会長を眺ながめる。

　俺おれは、本当に正しいことをしたのだろうか。結果的に彼女の笑顔を得ることは出来た。しかし……。

「でも不思議だなぁ。怪談、昨日まで皆あんなに話してたのになぁ」

　無邪気に首を傾かしげる会長をジッと見つめる。

　人間。

　怪談を聞きたがる人間。

　怪談を話したがる人間。

　怪談を怖がる人間。

　怪談を憎にくむ人間。

　そして。




　怪談を作り利り益えきを得る、俺のような、人間。




「会長ぉ」

「うん。なぁに、杉崎」

　俺はテーブルに突つっ伏ぷして、ニヤリと笑う。

「やっぱり会長の言う通り、一番怖いのは人間っすね。いや、勉強になりました」

「？　え、えへん！　そうでしょう！　ようやく分かってきたじゃない、杉崎！」

　胸むねを張はる会長に笑顔を向ける。

　あんな恐おそろしい怪談を流しておいて。

　会長の大だい嫌きらいな怪談を流しておいて。

　恐きよう怖ふで人を縛しばっておいて。

　会長は、俺に笑顔を向けているのだ。

　俺も、会長に笑顔を向けているのだ。

　なんだこれは。




（あー、やだやだ。こういう役回りは損そんすぎる。もうやらねー）




　俺は気を紛まぎらわすように明日の時じ間かん割わりを確かく認にんする。お、明日は家庭科だ。確たしか調理実習があるはずだ。となると……。

「…………」

　深夏の怪かい談だんを思い出す。

　包丁を握にぎるのが、少しだけ怖かった。

　しかし同時に。

　包丁を家庭科室に置いて帰ってみたいなと考える自分も確かにいて。




　……人間って、怖こえぇなと思った。








　【第三話～放送する生徒会～】







「他人との触ふれ合いやぶつかり合いがあってこそ、人は成長していくのよ！」

　会長がいつものように小さな胸むねを張はってなにかの本の受け売りを偉えらそうに語っていた。

「なんですか？　それ」

　よく意味が分からなかったため、聞き返す。すると会長は、ホワイトボードにキュッキュと議題を記し、「これよ！」と、バンッとボードを叩たたいた。

「ええと……ラジオ放送？」

　ホワイトボードにはクッキリとそう記されていたが……しかしやはり意味が分からなかったため、首を傾かしげる。見れば、知ち弦づるさんや椎しい名な姉し妹まいも、不思議そうな顔をしていた。

　会長は一人、胸を張ったままで続ける。

「そう！　これから生徒会で、ラジオをやろうと思うの！」

「ら、ラジオって……」

　気弱で引っ込み思案の真ま冬ふゆちゃんが、何か嫌いやな予感でもしたのか、少し怯おびえながら訊たずねる。

「あの……ラジオですか？　音楽かけたり、喋しやべったりする……」

「そうよ。その、ラジオ」

「……えと。それって……あの、なんで生徒会がするんですか？　そういうのは、放送部とかの仕事だと、真冬は思っていたのですが……」

　全くその通りだよ、真冬ちゃん。真冬ちゃんだけじゃなく、皆みな、そう思っているよ。しかし……ただ一人、そういう常じよう識しきが無い人間が、ここには居いたようだ。

「何言っているの！　生徒会って、生徒をまとめる立場にある組そ織しきよ！　政せい見けん放送みたいなものもたまにはしないといけないわ！」

「政見放送なんて言葉、よく知ってたわね、アカちゃん。よしよし、いい子いい子」

　知弦さんが、子こ供どもをあやすように会長の頭を撫なでていた。会長は一いつ瞬しゆん気持ち良さそうに目を細めたものの、しかし、ハッと我われを取り戻もどすと、「うがー！」と知弦さんの手を払はらいのける。

「政見放送ぐらい、知ってるよ！　子ども扱あつかいしないで！」

「そうね、アカちゃん。ごめんなさいね」

「わ、分かればいいのよ」

「ええ。……そういえば昨日、高こう視し聴ちよう率りつクイズ番組で『政見放送』をテーマに問題が出てたりしたけど……。いえ、なんでもないわ」

「…………。……と、とにかく！　政見放送よ！」

　どうやら、思いつきらしい。テレビ番組に思いっきり触しよく発はつされたらしい。

　しかし、会長は言い出したら聞かない。俺の隣となりで、深み夏なつが嘆たん息そく混まじりに発言した。

「まあ、文もん句く言ってもどうせやるんだろうけどよ……。でも、なんでラジオなんだ？　映えい像ぞうの方がいいじゃねーの？」

「それも考えたけど……放送部に押おしかけたら、『今渡わたせる機材はこれしか……』と泣かれたから、ラジオなの」

　そう言いながら、会長はてきぱきと準じゆん備びを開始する。放送部にやらせたのか、配線関係は水面下でとっくに終わっていたようで、会長は俺達の前にそれぞれ一つずつマイクスタンドを設せつ置ちした。

　……可か哀わい想そうに、放送部。

「か、完全に準備されちゃってます……」

　真冬ちゃんが元気をなくしていた。まあ……元々こういう「目立つこと」が好きなタイプの子じゃない。ご愁しゆう傷しよう様さまだ。

　全員が引きながらも諦あきらめて状じよう況きようを受け容いれる中、会長はただ一人、テンションが高いまま口を開く。

「ほら、最近は声せい優ゆうさんのラジオも増ふえたじゃない。美少女がたくさん集まって喋っていれば、皆、大満足のはずよ」

「会長、声優やパーソナリティ、そしてリスナーを舐なめてるでしょう」

　ツッコム。しかし、会長はこの企き画かくを押おし通す気のようだ。

「可愛い声でキャピキャピ喋りあっていれば、男だん性せいリスナーなんてコロリと騙だまされるはずよ」

「謝あやまれ！　俺以外の男性に謝れ！」

「杉すぎ崎さきは騙されるんだ……。まあ、それに、五人もいれば会話が尽つきることもないでしょう。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。いつも通りに喋ればいいんだから」

「いつも通りといっても……」

「あ、杉崎はあんまり喋らないでね。杉崎は、存そん在ざい自体が放送コードにひっかかっているから」

「ひでぇ！」

　まあ、分かるけど。普ふ段だんの勢いきおいでエロ発言すると、確たしかに、危き険けんそうだ。黙だまる気はないけど。

　そうこうしている間に、セッティングは全すべて完かん了りようしてしまったらしい。何か、ノートパソコンが部屋の片かた隅すみで起動している。どうやら、あれに音声データが録ろく音おんされるようだ。つまり、生ではなく、録音放送。それだけは……まあ、助かった。トラブルがあっても、対たい処しよ出来る。

　真冬ちゃんも、元気が無いものの、既すでに諦めているらしい。げんなりしながら、マイクをツンツン突つついていた。

　片かたや知弦さんは、「コホン」と咳せき払ばらいをし、喉のどの調子を確かめている。やると決めたら、もう、手は抜ぬかない構かまえのようだ。知弦さんらしい。

　深夏はと言えば、既に落ち着き払い、腕を組んで、堂々と椅い子すにふんぞり返っていた。まあ、アイツはいっつもクラスでも中心になって喋っているからな。校内放送ぐらいで緊きん張ちようするようなこともないのだろう。

「さあ、始めるわよ！」

　会長が声を上げ、何か手元に据すえつけられた大量のスイッチの一つを押す。




　……さて。仕方ない。やるなら、俺も、ちゃんと取り組むか。





＊






　ＯＮ　ＡＩＲ




会長「桜さくら野のくりむの！　オールナイト全時空！」

杉崎「放送範はん囲いでけぇ！」




　♪　オープニングＢＧＭ　♪




会長「さあ、始まりました。桜野くりむのオールナイト全時空」

知弦「夜じゃないけどね」

会長「この番組は、富ふ士じ見み書房の一社提てい供きようでお送りします」

深夏「どうしたんだ、富士見書房……。無む駄だな投とう資しも甚はなはだしいな、おい……」

会長「まあ、ギャラもゼロ円だし、機材も放送枠わくにもお金かかってないから、スポンサーにしてもらうことは何もないんだけどね」

真冬「じゃあなんで提供を読んだんですか……」

会長「それっぽいじゃない。うん、今のところ、とてもラジオっぽいわ」

真冬「……はぁ。いいですけど」

会長「こら、真冬ちゃん！　そんなテンションじゃ駄だ目めよ！　リスナーは、もっと、こう、女の子の元気な会話を望んでいるんだから！」

真冬「そ、そうでしょうか……」

会長「うん。男子リスナーなんて、そんなものだよ」

杉崎「こらこらこらこら！　なんでリスナーを見下げた発言すんの!?　生徒に喧けん嘩か売ってんの!?」

会長「パーソナリティあっての、リスナーじゃない」

杉崎「リスナーあっての、パーソナリティだ！」

深夏「おお、鍵けんが物もの凄すごく真っ当な発言してる！　すげぇ！　ラジオ効こう果か、すげぇ！」

会長「……そうね。私が間ま違ちがってたわ、杉崎」

杉崎「分かればいいんですよ、分かれば……」

会長「そうよね。やっぱり、ある程てい度ど媚こびておいた方が得よね。うん、私、大人」

杉崎「だから、そういう発言を堂々としちゃ駄目だって──」

会長「お便りのコーナー！」

杉崎「無む視し!?　ラジオなのに、言葉のキャッチボール拒きよ否ひ!?」

知弦「それがアカちゃんクオリティ」

杉崎「なんで貴あ女なたは要所要所でしか喋しやべらないんですか！　もっと舵かじ取とりして下さいよ！」

知弦「…………」

杉崎「ラジオで無言はやめましょうよ！」

会長「さて、一通目のお便り」

杉崎「進行重視かっ！　会話の流れ無視ですかっ！」

会長「『生徒会の皆みなさん、こんばっぱー！』はい、こんばっぱー！」

杉崎「え、なにその恥はずかしい挨あい拶さつ！　恒こう例れいなの!?」

女性陣じん『こんばっぱー！』

杉崎「俺以外の共通認にん識しき!?」

会長「『オールナイト全時空、いつも、楽しく聴きいております』ありがとー」

杉崎「嘘うそだ！　第一回放送のはずだ、これは！」

会長「時系列なんて、瑣さ末まつな問題よ、杉崎。このラジオにおいてはね」

杉崎「さすが『全時空』！」

会長「あと、言い忘わすれていたけど、一いち応おう、生でも放送されているわよ、これ。聴いている人は少ないだろうから、また明日昼休みに校内で流すけど」

杉崎「どうりでメールが来るはずだ！　っていうか、じゃあもっと発言に気をつけて下さい！」

会長「はいはい。じゃ、メールの続きね。『ところで、皆さんに質しつ問もんなのですが、皆さんは、どんな告白をされたら嬉うれしいでしょう？　僕ぼくは今、恋こいをしているのですが、どう告白しようか迷まよってます。くりねえ、是ぜ非ひアドバイスお願いします』」

杉崎「『くりねえ』って呼よばれてんだ！　こんなにロリのくせに！」

会長「そうねぇ……。これは難むずかしい問題ね。でも、恋れん愛あい経けい験けん豊ほう富ふな私に言わせれば──」

杉崎「男と手繋つないだことさえないくせに……」

会長「普ふ通つうに告白すればいいと思う」

杉崎「なんかテキトーなアドバイスした──────！」

会長「知弦はどう思う？」

知弦「そうね……好きにすればいいんじゃないかしら。私には関係ないし」

杉崎「パーソナリティがリスナーに冷てぇ──────！」

会長「真冬ちゃんはどう？」

真冬「え？　そ、そうですね……。えと……真冬は……。……わかりません」

杉崎「まさかの『わかりません』発言キタ──────！」

会長「深夏は？」

深夏「当たって砕くだけろ！　以上！」

杉崎「もっとリスナーのハートを丁てい重ちように扱あつかおうよ！」

会長「次のお便り。『妹は預あずかった。返してほしくば、指定口こう座ざに──』……ん？　あれ？　これ、間違いメールね。ちょっとスタッフー、しっかりしてよぉー。まったく。……じゃ、次」

杉崎「スルーしていいの!?　今の内ない容よう、そんな簡かん単たんにスルーしていいの!?」

会長「『生徒会の皆さん、こんばっぱー』こんばっぱー！」

女性陣『こんばっぱー！』

杉崎「だから、なんでこれだけ皆ノるの!?　いつ打ち合わせしたの!?」

会長「『くりねえ。どうしよう。私、お金が早さつ急きゆうに必要で……。というのも、うちの妹が誘ゆう拐かいされちゃって、両親が金きん策さくに走り回っているんだけど、集まらなくて……どうしたらいいかなぁ』」

杉崎「ディープなお悩なやみキタ──────！　っていうか、ここにメールする以前に、警けい察さつに連れん絡らくしろよ！　それに、間違いなくさっきのメールに関連してるよな、これ！」

会長「ううん……そうねぇ。分かった。ラジオネーム《被ひ害がい者しやの家族》さんには、富士見書房から、《まとまったお金》をプレゼント！　待っててねー」

杉崎「ええええええええ!?　用意すんだ！　しかも勝手にスポンサーから引き出すんだ！　いいんですか、それ！」

会長「全ては富士見書房次し第だいね」

杉崎「なんでアンタそんなに偉えらそうなんだ！」

会長「よし、じゃあ、ここで一曲。先日私が出したニューシングル。《妹はもう帰ってこない》を聴いていただきましょう」

杉崎「空気読め───────────────────！」

会長「どうぞー」




　♪　《妹はもう帰ってこない》フル再さい生せい　♪




会長「さて、聴いていただきましたのは、絶ぜつ賛さん発売中のシングル《妹はもう帰ってこない》でした。デビューシングルの、《弟は白はつ骨こつ化かしていた》も合わせてよろしくねー」

杉崎「アンタの過か去こに一体何があったんだ！」

会長「じゃあ、ここで恒例のコーナー。《椎名姉し妹まいの、姉妹でユリユリ♪》」

杉崎「…………。……そ、それはちょっと聴ききたいかも」

真冬「先せん輩ぱい!?　ちゃんとツッコンで下さいよ、そこは！」

深夏「そうだ！　聞いてないぞ、そんなの！」

会長「このコーナーは、リスナーから送られてきた恥はずかしい百ゆ合りっぽい脚きやく本ほんを、椎名姉妹が演えんじるという、人気コーナーです」

杉崎「人気な設せつ定ていなんだ……。俺が言うことじゃないけど、ここの生徒、大だい丈じよう夫ぶか？」

会長「私個こ人じん的には好きじゃないんだけどね……。ほら、ご機き嫌げん取りよ、ご機嫌取り。これやっておけば、とりあえず、生徒は満足だろうから」

杉崎「だからそういう発言は、本番中にしないで下さい！」

会長「じゃ、椎名姉妹、よろしくー。はい、これ、台本」

真冬「う、うぅ……ホントにやるんですか？」

深夏「うわ、なんだこれ！　こんなの読んでられっかよ！」

会長「こら深夏！　逃にげないで！　これを乗り越こえてこそ、ホンモノの副会長よ！」

杉崎「副会長の資し格かくとまるで関係ないでしょう……」

深夏「……やるしかねーようだな」

杉崎「なんで納なつ得とくしてんの!?」

真冬「真冬も……覚かく悟ごを決めました」

杉崎「なにキッカケで!?」

知弦「ふ……それでこそ椎名姉妹よ」

杉崎「貴あ女なたはどうして変なところでだけ、思い出したように発言するんですか！」

会長「じゃ、いってみよー」




　♪　耽たん美びなＢＧＭ　♪

『真冬……。あたし、もう……』

『あぁ、おねぇちゃん……。んっ！　あ、はぁはぁ』

『真冬……可か愛わいいよ、真冬……』

『おねぇ……ちゃ……。……んん！』




杉崎「待て待て待て待て待て！　個人的にはドキドキワクワクだけど、これは、校内放送でやっていいレベルじゃないでしょう!?」

会長「う、うん……そ、そうね。こ、これは、なんか、やりすぎたわ」

真冬「えええええ!?　こ、これだけやらせておいて！」

深夏「ひでぇ！　そういう反はん応のうされると、あたし達、本ほん格かく的にいたたまれねーじゃねーか！」

知弦「……椎名姉妹の絡からみは、放送コードにひっかかるわね。そういうディープなのは、プライベートだけで留とどめてくれるかしら」

深夏「勘かん違ちがいされるようなこと言うなよ！　プライベートはこんなんじゃねー！」

真冬「そ、そうです！　リスナーの皆みなさん、信じないで下さいっ！」

知弦「……そうね。うん。ここは、そういうことにしておくべきだったわね。軽けい率そつな発言して、ごめんなさい、二人とも」

椎名姉妹『もうやめてぇぇぇぇぇぇ！』

会長「さ、さて、じゃあ、次のコーナー！　《杉崎鍵の『殴なぐるなら俺おれを殴れ！』》」

杉崎「なんですかそのコーナー！」

会長「このコーナーは、校内でもし誰だれかを殴りそうなほどカッとしてしまったら、とりあえず、杉崎を標的にして発散しましょう、というコーナーです」

杉崎「俺の人じん権けんは!?」

会長「生徒のいざこざを解かい決けつするのも、生徒会の仕事。というわけで、今日も揉もめ事がありましたら、二年Ｂ組の杉崎までご連れん絡らくを──」

杉崎「するな──────────────！」

会長「仕方ないわね……。希望者もいないようだし、今日はこのコーナー飛ばすわ」

杉崎「なんで俺の担たん当とうだけ、そんなコーナーなんスか……」

会長「じゃあ、次は私のコーナー！　《桜野くりむへのファンレター》！」

杉崎「明らかに差別してね!?　コーナーの格かく差さが激はげしいですよねぇ！」

会長「匿とく名めい希望さんからのお便り。こほん。『桜野くりむ様。貴女の可愛らしさを見る度たびに、僕の心はいつもドキドキとときめいて──』」

杉崎「ファンレターと言うより、ラブレターじゃないですか！　誰だ！　俺の女にちょっかいかけるヤツは！　いい度ど胸きようだ！　出て来い！　俺が相手して──げふっ」

会長「な、なにを口走っているのよ、貴あ方なたは！」

杉崎「だ、だって、俺の彼女にラブレターなんて送るヤツがいるから……」

会長「私は杉崎の彼女じゃないよ！　ラジオ放送で変なこと言わないの！」

杉崎「すいません。カッとなってやりました。反省はしていません」

会長「なんでそんなにふてぶてしいの!?」

杉崎「うぅ……。で、でも、その、勘かん弁べんして下さい。その会長への手紙のコーナーは、俺が嫉しつ妬とに狂くるってしまって、耐たえられません」

会長「う……」

深夏「…………どうでもいいけど、イチャついてないで、早く進めろよ」

会長「い、イチャついてなんかないわよ！　深夏まで変なこと言わないで！　も、もう……調子狂うわね。こほん。……じゃあ、次のコーナー……」

真冬「あ、なんだかんだ言って先せん輩ぱいの希望通り、手紙読むのやめてくれるんですね」

会長「う……。と、とにかく、次！　《学園　五・七・五》」

杉崎「……なんか、急に、普ふ通つうの定番コーナーですね……」

会長「うん、ネタ切れだからね」

杉崎「言っちゃうんだ！」

会長「このコーナーは、リスナーが考えた、この学園にまつわる面おも白しろおかしい五・七・五を、紹しよう介かいするコーナーです」

杉崎「逆ぎやくに危き機き感を抱いだくほど、ありきたりなコーナーですね」

会長「こほん。では、いきましょう。匿名希望さんからの五・七・五」




『燃もえちまえ　メラメラ燃えろ　杉崎家』




会長「……素す晴ばらしい詩ですね。情じよう景けいが目に浮うかぶようです」

杉崎「…………」

会長「？　えっと……杉崎？　私が言うのもなんだけど……ツッコマないの？」

杉崎「いえ……。…………。すいません。リアルに身の危き険けんを感じて、テンションが上がりにくいです」

会長「あー……」

深夏「……ちょっと笑いのレベルを超こえていたよな、今のは……」

真冬「真冬も、若じやつ干かん引いてしまいました」

知弦「まあ、でも、そうよね。キー君って、そういう立場よね、基き本ほん。皆の憧あこがれの美少女達が集まるコミュニティに在ざい籍せきしているだけでもアレなのに、その上、自分から『攻こう略りやくする』だの『ハーレム』だの宣せん言げんしているんだから……自じ業ごう自得？」

杉崎「う、うぅ……。え、ええい！　構かまうもんか！　ここは俺のハーレムだ！　文もん句くあるヤツ、喧けん嘩かなら買うぜ！　だから──」

会長「だから？」




杉崎「火、つけるのだけは勘弁して下さい。すいませんでした」




会長「……杉崎がラジオなのに泣きながら土ど下げ座ざしたところで、次のお便りいこうか。これも……ええと、匿名希望みたい。こほん」




『金が無い　勢いきおい余あまって　人さらい』




杉崎「犯はん人にんコイツかぁ────────────────────！」

会長「え？　なに？　どういうこと？」

杉崎「いや、だから、さっきの誘ゆう拐かい事じ件けんの──。い、いえ、そんなことより、コイツの名前と住所！　書いてないんですか！」

会長「それはないけど……追つい伸しんで『二万円も要求してやったぜ！』とは書いてあるわ」

杉崎「二万円かよ！　安いな、うちの生徒の妹の身みの代しろ金きん！　なんで両親用意できねーんだよ！」

会長「私に言われても……。杉崎。世の中には、恵めぐまれない人もたくさんいるんだよ」

杉崎「そ、そうですけど！　……なんかこの事件……割わりと浅い気がしてきました」

会長「そんなの誰もが最初から気付いているわよ。まあ、うちはラジオを続けましょう」

杉崎「……収しゆう録ろく中ちゆうっていうか放送中に決着つきそうッスね……誘拐事件」

会長「では、最後の五・七・五です。こほん」




『真ま面じ目めにさ　仕事をしろよ　生徒会』




杉崎「一いつ般ぱん生徒の素す直なおな反はん応のうキタ──────────！」

会長「まったく、失礼しちゃうわよね」

杉崎「いえ……俺が言うのもなんですが、すげぇ気持ち分かります」

深夏「あたしも分かる」

真冬「真冬も分かります」

会長「なによ！　やるべきことはちゃんとやってるわよ！」

知弦「やらなくていいことも大量にやっているけどね」

会長「不ふ愉ゆ快かいだわ。このコーナー、終しゆう了りよう」

杉崎「そういう態たい度どが駄だ目めなんだと思います！」

会長「さて……じゃあ、そろそろ終わりも近いし、フリートークしましょうか」

杉崎「今までも充じゆう分ぶん自由でしたけど……」

深夏「お、会長さん。メール来てるみたいだぜ」

会長「え？　なになに？」

真冬「ええと、ですね。『妹が誘拐されていた件ですけど、無事解かい決けつしました』らしいです。良かったですね！」

杉崎「おお……解決したか。良かった良かった」

知弦「……ちっ」

杉崎「すげぇ聞こえてますけど、知弦さん。今の舌した打うち」

知弦「なんのことかしら」

杉崎「録ろく音おん＆放送されているっていうのに、なにその自信満々な開き直り！」

知弦「でも……随ずい分ぶんあっさり解決しちゃったわね。どんな犯人だったの？」

真冬「ええと……よく分からないですけど、最終的には、攫さらわれた妹さんが、自分で、犯人を叩たたきのめしたらしいです。犯人さんは……今、重体です」

杉崎「二万円欲ほしかっただけの犯人────────────────！」

真冬「妹さんも、基き本ほん的には犯人さんに遊んで貰もらっていただけのようですよ。でも……このラジオをたまたま聴いていて、自分が攫われていることに気付いて、慌あわてて、犯人をボッコボコに……」

杉崎「俺達のせいかっ！」

深夏「結局、なんで二万円欲しかったんだ、コイツは……」

真冬「えと……ですね。メールによると……うん、なんか、犯人は、意い識しきを失う前、『この子の姉に……貸かしたままの二万円を……返してほしかった……だけなのに。ガクリ』と倒たおれたようです」

杉崎「いたたまれね──────！　っていうか、諸しよ悪あくの根こん源げんは姉か！　リスナーか！」

真冬「そのリスナーさんから送られてきたメールの最後は、『悪は滅ほろびるのよ！　あっはっは』で締しめくくられています」

杉崎「このラジオのリスナーはろくでもないな！」

真冬「ま、まあまあ。一いつ件けん落着ということで……」

杉崎「……俺、この放送終わったら、犯人のとこ見み舞まい行くわ。助かってくれ……」

会長「こ、こほん。ええと……色々ありましたけど、このラジオも、そろそろ、お別れの時間が来たようです」

杉崎「やっとか……。短い番組の割に、驚おどろくほどディープだった……」

会長「最後は、『今日の知弦占うらない』でお別れです。それでは皆みなさん、また来週」

　♪　神しん秘ぴ的なＢＧＭ　♪

知弦「では、今日の知弦占いを。

　当校の獅し子し座ざのあなた。近日中に、『世にも奇き妙みような物語』っぽい事じ態たいに巻まき込こまれるでしょう。注意して下さい。タ○リを見かけたら全力で逃にげなさい。

　ラッキーカラーは《殺意の色》。どす黒いか、真しん紅くか、その辺は各々のイメージに任まかせます。

　ラッキーアイテムは《核かく》。常つねに持ち歩けるとなおよし。貴あ方なたがメタルギアなら、それも可か能のうとなるでしょう。

　最後に一言アドバイス。





死なないで






　以上、知弦占いでした」




杉崎「怖こわいですよ！　獅子座の人間、今日が終わるまでビクビクですよ！」

知弦「また来週、この時間に会いましょう。……獅子座以外」

杉崎「獅子座ぁぁぁぁぁあああああああああああああああああああ！」




　♪　ＥＤ曲　《弟は白はつ骨こつ化かしていた》　♪





＊






「今日の放送は大だい好こう評ひようだったねー！」

　例の番組の放送があった後の放課後。会長は大満足の顔で、生徒会室でふんぞりかえっていた。知弦さんも、楽しそうにニヤニヤしている。

　しかし……俺と椎名姉し妹まいは、すっかり、げんなりしていた。

　会長に聞こえないよう、小声で、深夏と会話する。

「（おい深夏……。あれ……好評だったように見えたか？）」

「（いや……少なくともうちのクラスは、ドン引きだったよな）」

「（ああ……皆、途と中ちゆうで箸はし止めたっきり、食しよく欲よくなくして、結局、昼飯が食えてなかったな）」

「（会長さんは、なにをもって、大好評だと思ってんだ？）」

「（おおかた……会長と知弦さんのクラスは、二人に気を遣つかって、皆、愛あい想そ笑いしてくれたんじゃないか？）」

「（ああ、なるほど……）」

　深夏が納なつ得とくしたところで、会長がこちらに視し線せんを向けてきた。俺おれ達たちはぎくりと体を強こわ張ばらせる。

「二人のクラスではどうだった？　皆、大だい絶ぜつ賛さんだったでしょう！」

「う……」

　そんな純じゆん粋すいな目で見つめられると……こう、事実を言い辛づらい。さすがの深夏も、そっと視線を逸そらしていた。

　俺はぎこちなく、笑う。

「え、ええ……。大人気でしたよ」

「そうでしょう！」

　いかん。これでつけ上がらせるのもまた、問題だ。

「ええ……そうですね。言うなれば、小学生のなりたい職しよく業ぎようランキングにおける、『会計事じ務む』と同じぐらい、大人気でしたよ！」

「それ、人気なの!?」

　会長は首をかしげていた。……うむ、うまくごまかした。深夏が「グッジョブ！」と俺を褒ほめ称たたえる。

　しかし、会長の矛ほこ先さきは、すぐに、真冬ちゃんに向いてしまった。

「真冬ちゃんのクラスでも、人気だったよね！」

「え」

　真冬ちゃんが、カチカチに固まる。……ああ、彼女のクラスも……うちと同じか。

　真冬ちゃんが、すごく、すごく歪いびつな笑えみを浮うかべた後、震ふるえながら返した。

「は、はい。そ、そうですね……言うなれば、スーパー○リオブラザーズにおける、《逆さかさメット》ぐらい、大人気でしたよ！」

「それは本当に人気と言えるの!?」

　真冬ちゃんも、うまいこと（？）かわしていた。……嘘うそは言ってない。嘘は。

　会長はしかしすっかり気が緩ゆるんでいるのか、「そっかそっかぁ」と実に満足げだ。……まずい。こりゃあ、もしかすると──

「じゃあ、第二回もやらないとねー！」

『…………』

　会長以外全員……今回は知弦さんも含ふくめ、嘆たん息そくする。知弦さんはある程てい度どノっていたけど、それでも、二回三回とシリーズ化するとなると、話は別らしい。

　全員で、アイコンタクト会議開始。

（どうしますか……。会長、まだやる気ですよ）

（アカちゃんにしては、執しゆう着ちやくが深いわね……。一回やれば満足するとふんでいたのだけれど。下手にクラスメイトが気を遣ったことが、裏うら目めに出たわね）

（どうすんだよ……あたし、もう、あんなの勘かん弁べんだぜ）

（真冬も、もう、無理ですぅ……）

　全員で、うーむと考え込む。会長は一人、上じよう機き嫌げんで次の企き画かくを練っていた。

　俺は……仕方ないので、妥だ協きよう案あんを提てい示じしてみることにする。

「会長」

「ん？　なぁに、杉崎」

「その……ですね。こういうのは、ほら、たまーにやるからこそ、味が出るんじゃないかと」

「？　どういうこと？」

「つまり、ですね。二回目をやるにしても、ある程度間をおいた方がいいんじゃないかと……」

「…………」

　俺の提案に、会長が考え込む。その隙すきに他の皆みんなを見ると、皆、こちらにグッと親指を立ててくれた。……そう。会長は、すぐに流行に流される人間。ある程度期間さえおけば、すぐに、こんな企画は忘わすれてしまうだろうという目もく論ろ見みだ。

　会長は数秒たっぷり悩なやみ……そして、笑え顔がおで答えてきた。

「そうねっ！　このラジオは、クオリティ重視だもんね！」

「え、ええ」

　その割わりには、クオリティが驚おどろくほど低かった気もするが。

「分かったわ、杉崎！　次は……そうね。一ヶ月は置いてからにしましょう！」

「そうですね」

　全員、胸むねを撫なで下ろす。

　こうして、この、危き険けんすぎるラジオの第二回は、少なくとも一ヶ月はやらないことに決定したのだった。

　これで、未来は安あん泰たい──




「じゃあ次は、生徒会のＰＲビデオの撮さつ影えいにかかりましょう！　ようやく、映えい像ぞう用ようの機械も揃そろったのよ！」




　ドンッと、机つくえの上に置かれる、大きなビデオカメラ。

　…………。

『え？』

　全員、信じられないものを見たように、固まる。

　会長だけは……一人、ニッコリと、微ほほ笑えんでいた。

「さぁ、これからが本番よ～！」

『…………』




　……………………。




『いやぁあああああああああああああああああああああああああああ！』




　獅し子し座ざじゃないのに、世にも奇き妙みような悲ひ劇げきに巻まき込こまれた俺達であった。








　【第四話～更こう生せいする生徒会～】







「人生やり直すのに、遅おそすぎることなんてないのよ！」

　会長がいつものように小さな胸むねを張はってなにかの本の受け売りを偉えらそうに語っていた。

　かなり聞き飽あきた名言だったが、俺は個こ人じん的にその言葉が好きなので、会長に笑え顔がおを向ける。

「そうっすね」

　──と、

「貴あ方なたに言っているのよっ、杉すぎ崎さき！」

　なぜか会長はビシッと俺に人差し指を突つきつけてきた。俺が目をぱちくりさせていると、隣となりの深み夏なつが、半はん袖そでからのびた健康的な腕うでを俺の首にぐいっと回して、絞しめてくる。胸の感かん触しよくが微かすかに頬ほおに……。……男性せい格かく、万ばん歳ざい。
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「確たしかにこいつ、早そう急きゆうに人生をやり直す必要があるよなー」

　深夏がそう会長に返しながら、腕に込める力を上げる。……む。ちょっと首が痛いたい。

　目の前では、先日ドＳだと判はん明めいした知ち弦づるさんが微び笑しようしつつ俺を眺ながめていた。

「いいわね。今のキー君もいいけど、更生したキー君というのにも少し興きよう味みがあるわ」

「ちょ、更生って！　俺は元から超ちよう真ま面じ目め人間──」

　そこまで言ったところで、首を絞しめる力が一いつ層そう強まった。さすがにそろそろギャグの域いきじゃない。トントンと深夏の腕に「ギブ」の意を伝えてみるも、深夏は完全に無む視ししていた。……いや、ちょ、これ──

「真ま冬ふゆも……見たいです。杉崎先せん輩ぱいが真面目になったら……す、素す敵てきだと思います」

　知弦さんの隣で、真冬ちゃんまで賛さん成せいしていた。

「げ、げほっ！　なにげに……今の俺を全ぜん否ひ定ていされた気がするよ、それ」

　俺は深夏の腕をなんとかはずそうともがきながら、真冬ちゃんに視し線せんを送る。

　真冬ちゃんは目を逸そらし、深夏に「お、お姉ちゃん、そろそろ放はなしてあげてよぅ」と頼たのんでくれていた。……罪つみ滅ほろぼし？

　そうして、可か愛わいい妹からその要よう請せいを受けた深夏は……。

「ごめん、真冬。お姉ちゃん、生まれて初めて真冬のお願いを……却きやつ下かする！」

「なぜこんなところで!?」

　俺が激はげしくツッコムと同時に、更に首が絞まった。あ……なんか……もう、逆ぎやくに、気持ちよくなってきた。なんだこれ。俺、Ｍだったの？

　あれれ。ここは生徒会室じゃなくて……お花畑？　あ、綺き麗れいな川があるぞ。そして対岸には……。

『鍵けんくぅ～ん！　こっちにおいでぇ～♪　可愛がってあげるわよ～ん♪』

　ああ、なんか素敵な水着のお姉さま方が対岸に！　なんだあれ！　あっちはユートピアか！　行くしかない！　もう行くしかないぞ、杉崎鍵！

「今、会いに行きます！」

　俺は超ダッシュで駆かけ出した。その速さたるや、既すでに漫まん画がのレベルと言っても過か言ごんではない！　戦せん闘とう力りよくの低い者には視し認にんさえ出来ないだろう！　その時俺は風だった！　いや、光だった！　相そう対たい性せい理り論ろんを体が理り解かいした！　俺は既に一つの兵器だった！

　そう……あまりに俺の勢いきおいは強すぎた。ツンだらけの環かん境きようで培つちかわれた俺の性的欲よつ求きゆうは、もう臨りん界かい点てんを突とつ破ぱしていたのだ！　そのため……。

『きゃあああああああ!?』

　俺は突つっ込んでいた。お姉さまたちの集しゆう団だんに。それどころか、吹ふき飛ばしてしまっていた。対岸の世界を。ユートピアを。気付いたら、周辺は焦しよう土どと化していた。

「なんてこった。ちょっとした美人お姉さまじゃ、俺の欲望を受け止めるには足りないというのかっ！　……仕方ない」

　というわけで。

　俺は川を渡わたって、元の居い場ば所しよの方へと帰ることにした。




　…………。




　……暗い。寝ねているのか？　……俺。ん。なんか、声が聞こえるぞ。

「……おーい？　鍵？　あれ？　殺やっちゃった？」

「『やっちゃった』ってなに!?　お姉ちゃん!?」

「ちょ、深夏！　杉崎に人生やり直せとは言ったけど、一回終わらせろとは言ってないわよぅっ。どうするのよぅ、生徒会長の責せき任にん問題になったら……ああ」

「生徒会室で初の死人ね……。まさかこういう展てん開かいになるとは想定していなかったわ……。仕方ない。隠かくしましょう。四人で。ここからは、桐きり野の夏なつ生おの『Ｏ○Ｔ』的展開で読者を獲かく得とくしていきましょう。……ふふふ。腕が鳴るわ」

「ちょ、知弦？　そんなに顔が活いき活きしているの、初めて見るんだけど……」

「さ、アカちゃん。まずは四し肢しを切せつ断だん──」




「されてたまりますかぁああああああああああああああああああ！」




　俺おれは慌あわてて起きた。オチオチ死んでもいられない。

　椅い子すを押おし出し勢いきおいよく立ち上がる。どうやら俺は机つくえにぐったりと突っ伏ぷしていたようだ。全員が、ボーっとこちらを見ていた。

　深夏がぽつりと呟つぶやく。

「あ、生き返った。……つまんねーの」

「軽くね!?　俺の生死の扱あつかい、軽くね!?」

「隠し通す自信あったのに……」

　知弦さんがとても残念そうにのこぎりを棚たなにしまっていた。……いや、っていうか、なんで生徒会室にのこぎりが常じよう備びされていて、当然のようにそれの位置を知っているのですか、知弦さん。

「よ、良かったですぅ」

　唯ゆい一いつ、真冬ちゃんだけが目め尻じりに涙なみだを浮うかべて、安あん堵どの溜ため息いきを漏もらしてくれていた。……ああ、やっぱり真冬ちゃんはいいなぁ。俺のこと、こんなに心配してくれて──

「お姉ちゃんが人殺しにならなくて、本当によかったですぅ」

「そっち!?」

　相変わらず、無む邪じや気きに酷ひどい子だった。真冬ちゃん。ある意味この生徒会で一番くせものなのはこの子なんじゃなかろうか。

　会長の方に視線を向ける。彼女は……俺を真しん剣けんに見つめていた。

　お、これは……デレたんじゃないか？　そうだよ！　いつもはぞんざいに扱あつかっていた存そん在ざいが、しかし生命の危き機きに瀕ひんしたことで、その大切さを改めて認にん識しきしたんだ！　そういうパターンだ！　やった！　命を懸かけた甲か斐いがあったぞ！

　俺は会長を見つめ返す。

「会長……」

「杉崎……」

「……ボクは、死にません。貴あ女なたが、好きだから」

「……杉崎……」

　会長がまじまじと俺の顔を見る。……お、おいおい、会長……いや、くりむ。ここでキスかよ。マジかよ。まいるなぁ。皆みなの前で、恥はずかしいじゃないか。でもくりむがしたいっていうんだったら、俺もやぶさかでは……。

「……はあ」

「？」

　──と、俺が唇くちびるを突つき出していると、会長は大きく溜ため息をついた。そうして、深く着席して、もう一度嘆たん息そく。

　俺は事じ態たいがよく理り解かい出来ず、首を傾かしげた。

「あ、やっぱりファーストキスは、二人きりが良かったですか？」

「……はあ。ちょっとは期待したんだけどなぁ」

「？　キスですか？　いえ、俺の方は準じゆん備び万ばん端たんですけど……」

「……ちょっと、期待したのよ。『馬ば鹿かは死ななきゃ治らない』って言うでしょ？」

「はい？」

　ここに来て、俺もようやく、どうやら会長はデレたわけじゃなさそうだと気付いた。

　会長は、俺に再ふたたびビシっと人差し指を突きつける。

「一回臨りん死し体験したら、マトモな人間になるんじゃないかって、期待したのっ！」

「……ああ、なんだ、そんなことでしたか。大だい丈じよう夫ぶですよ、会長！」

「なにが？」

「俺はとてもマトモです！」

「それがマトモな人間の発言じゃないわよ！」

　自じ己こ申しん告こくじゃ駄だ目めらしかった。仕方ないので、知弦さん、深夏、真冬ちゃんに同意を求めてみる。

「皆、俺、マトモだよな！」

『…………』

　なんか、凄すごくリアルに、気まずそうに顔を背そむけられてしまった。

　…………。

　……杉崎鍵、さすがに凹へこむの巻まき。

　俺はようやく臨死体験直後のテンションから冷めると、どんよりとした気分で着席した。会長が、「こほん」と、ロリな容よう姿しに似に合あわない、仕切り直しの咳せき払ばらい。

「とにかく、杉崎は更こう生せいすべきだと思うのよ。うん。仮かりにも生徒会副会長なんだから、それなりの威い厳げんはないといけないと思うの」

「……威厳、ねぇ」

　会長のロリな容姿を嘗なめ回すように見てから、嘆息する。他のメンバーも全員苦く笑しようしていた。

　視し線せんに気付いて、会長、もう一度咳払い。

「と、に、か、く！　今日は杉崎の性せい格かくを改かい善ぜんしましょう！　それがいいわ！」

「どうしたんですか、急に。そんなこと言い出すなんて」

　俺の質しつ問もんに、会長は鞄かばんをごそごそとあさり、「これよ！」と何かを突き出す。

　どうやらそれは新聞部が不定期で掲けい示じ板ばんに張はり出す、壁かべ新しん聞ぶんのようだった。ゴシップ好きの新聞部が作るそれは、よく会長の目に留まりこの生徒会で問題にされるので、今日もそれかと新聞を眺ながめる。しかし……今回のは、ちょっと性せい質しつが違ちがった。

　深夏がわざわざ声に出して読み上げる。

「なになに？　『速そく報ほう！　生徒会副会長・杉崎鍵は、昔二ふた股またをかけていた！』だぁ？」

「あらあら、大変ねぇ、キー君」

　知弦さんは大変と言いつつ、楽しそうにしていた。ったく……この人は。

　真冬ちゃんだけが俺をフォローしてくれる。

「酷ひどい記事です！　抗こう議ぎしないとっ！　す、杉崎先せん輩ぱいはそんなことする人じゃあ……。…………。……ごめんなさい」

　なんか謝あやまられた。とりあえずフォローしてみたものの、よく考えると、女じよ性せい問題に関してはまるで信用出来ない人間だったことに気付いたらしい。

　全員の反はん応のうを見た後、会長は新聞を机つくえに置いて、また俺を指差してきた。

「生徒会役員ともあろう者が、こんな記事を書かれて！」

「……あの新聞部は好きですからねぇ、こういうの」

　問題の新聞を手に取り、内ない容ようを読んでみる。……見出しこそ派は手でなものの、見出し以上の内容は、特に無かった。詳くわしくはまるで書かれてない。全文記事を読んでも、「杉崎鍵が昔二股をかけていたらしい」以外の情じよう報ほうがまるで無かった。

　それを、うまいこと、「証言者Ａ」だの「友人Ｂ」だのハッキリしない情報源げんを引ひっ張ぱり出して、それっぽく書いていやがる。……新聞部部長の彼女らしいやり方だった。

　部長とは個こ人じん的に知り合い（美少女だから）なのだけど、彼女は「事実を伝えるのなんて、誰だれかに任まかせればいいですわ。事実を基もとにしたエンターテイメントで皆みんなを楽しませてこそ、学校新聞というものではなくて？　おーほっほっほっほ！」とか平気で言う、流さす石がの俺でも性格の問題で若じやつ干かん攻こう略りやくを躊ため躇らうような女だ。

　今までは美少女だから全然許ゆるせていたのだが……自分が標的にされると、確たしかに、いい気分はしないなぁ。しかも一番まずいのは……。

「杉崎！　まずは、その記事の内容が事実かどうなのか、ハッキリして貰もらいましょうかぁ！」

　会長がとてもご立りつ腹ぷくだ。俺はぽりぽりと頭を掻かき、ちょっと逃にげてみた。

「あ、会長。もしかして嫉しつ妬とですか？　俺の過か去この女が気になって──」

「そうやって逃げようとしても駄だ目めよ！」

　こういう「会長モード」の時の会長は、ちょっとからかいづらい。

　まいったなぁと思っていると、知弦さんが更さらに追い討うちをかけてきた。

「キー君。アカちゃん、こうなったら事実関係確かく認にんとれるまでずっと騒さわぎ続けるわよ？　分かるでしょ？　諦あきらめなさい」

「分かってますけど……」

　どうしたものかと考える。ううん……まあ、詳しく話す必要は無いか。

　よし……仕方ない。妥だ協きようしよう。

　俺は会長の目を見み据すえる。真しん剣けんに。会長モードの彼女は、内容はどうあれ、真剣に向き合えば、ちゃんとこちらの言葉を聞いてくれる。ここは、いくら話しづらかろうと、きちんとしておくべきだ。




「結けつ論ろんから言って、事実です。俺は、昔、二股かけてました」




　俺の言葉に、会長は……特につっかかってはこなかった。軽いノリで言っていたら「杉崎！　貴あ方なたはそんなんだから──」と続いていただろうが、今回は、本当に真剣な目で言ったため、そんな風になることはなかった。

　それは、知弦さんも深夏も真冬ちゃんも同じだ。誰も、いつものノリで俺を責せめはしなかった。

　会長は「そう」と息を吐はいて着席すると、「で？」と促うながしてくる。

「杉崎は、詳しい経けい緯いを話す気あるの？」

「いえ。今はちょっと、勘かん弁べんして下さい」

　こんな俺でも、簡かん単たんにペラペラ話せない過か去この一つや二つある。この件けんは、それの最さいたるものだ。

　俺の言葉に、会長は嘆たん息そくした。そうして、続ける。

「でも、事実なのね」

「はい」

「弁べん解かいする気は？」

「ありません」

「そう」

「はい」

「……ん、わかった。じゃ、この件はこれでおしまいっ！」

　会長はそう言うと、んっと背せ伸のびして、スッキリした顔をする。

　そうして、いつもの元気な会長に戻もどって、俺につっかかってきた。

「さて、杉崎！　早さつ速そく更こう生せいするために色々するわよ！　こんな記事が何度も書かれちゃ困こまるんだからねっ！」

「……そうですね。まあ、更生というより、表面を取り繕つくろうぐらいはしましょうかね」

　そう言って、俺は微ほほ笑えむ。……やっぱり、いい女だと思った。生徒会長、桜さくら野のくりむ。過去のことは責めない。その代わり、今と未来のために動こうとする。

　……ただの美少女なら他ほかにも居いた。単たん純じゆんな能のう力りよくでは、知弦さんがその器うつわだった。なのに、同じ美少女でも、生徒の多くは桜野くりむに「生徒会長」の票を入れた。その理由が……彼女の傍そばにいると、いやってほど分かる。

　その魅み力りよくがあるのは、他のメンバー達も同様だ。気付くと、皆、いつもの皆に戻っていた。知弦さんも深夏も真冬ちゃんも、既すでにいつもの顔に戻っている。

「ま、真冬も、杉崎先せん輩ぱいはもうちょっと気をつけた方がいいと思いますっ！」

「そうだぜー、鍵。お前、ここだけじゃなくて、日にち常じよう生活からして美少女追い掛かけ回しているだろ？　そりゃゴシップ記事が出ない方がおかしいぜ」

「こんなことでケチつけられちゃ、それこそつまらないわよ、キー君。ハーレムを保たもちたいなら、ちょっとガードを固めるぐらいはしないと」

　皆、もう二ふた股またのことについては触ふれようともしなかった。……気を遣つかっている、というのともちょっと違ちがう。彼女達は、俺おれがイヤだと言ったら、本気で、もうそこに触れる気はないのだ。選せん択たく肢しさえ潰つぶしてしまっているのだ。

　……この生徒会は、つまり、そういう場所だった。本人が拒きよ絶ぜつしたら、深く入り過すぎない。それが、この生徒会の暗あん黙もくの了りよう解かい。この居い心ごこ地ちのいい空間は、そうやって出来ている。ぬるま湯のような環かん境きようだ。でも……何が悪い？　ぬるま湯、逃とう避ひ、大いに結けつ構こうじゃないか。それで救われるものだって、沢たく山さんあるんだ。

　厳きびしい世の中、この生徒会ぐらい、ぬるま湯で丁度いい。

　俺はニヤリと笑っていつものように告げた。

「しょうがないなぁ。皆がそんなに俺を求めているなら、俺も、つまらないことで足元掬すくわれないように気をつけてみますかぁ」

「いや、別に杉崎がいなくなるのは構かまわないけどね。生徒会のイメージがね」

「ふふふ、分かってますって、会長。会長がツンなのは、充じゆう分ぶんに理解──」

「いや、本気で」

「…………」

　え、えと……皆、優やさしい人達なんだよね？　俺の勘かん違ちがいじゃないよね？

　なんか、皆の眼めが暗く輝かがやいていた。……え、えと、俺、必要とされているよね？　なんだかんだ言って、結局は信しん頼らいし合っている……みたいな、いい関係なんだよね、この生徒会。俺の過か大だい評ひよう価かじゃ……ないよね？　ぬるま湯だよね？　俺だけ、「ここは女おんな風ぶ呂ろだっ！」って追い出されそうな空気なのは、気のせいだよね？

　なんか怖こわかったので、話をとっとと進める。

「で、更生って、具体的には何をするんです？」

　俺の質しつ問もんに、「ふむ」と会長が腕うでを組む。……可か愛わいい。ロリな女の子が大人ぶって腕を組んで考え込こんでいるのって、こう……性せい的てきな興こう奮ふんじゃなくて……「萌もえ」なんだよ！

　ああ、なんでこの感かん情じようを表す言葉が、こんなオタク的なものしかないのだろう！　俺はそれがもどかしくてならんよ！

「杉崎。まずはその、変へん態たい的なこと考察している時のアホ面づらを改かい善ぜんしようか」

　会長はジト目で俺を見ていた。

「む。俺は、いつだって真ま面じ目めに思考してますよ！」

「真面目に思考するテーマがいつも変態的なのよ！」

「ど、どうして俺の思考のテーマが分かるんですかっ！」

「むしろ分からない方がおかしいぐらい、顔に出てるのよ！」

「なんですって!?　この俺のカッコイイ顔が崩くずれていると!?」

「その自じ意い識しき過か剰じようなリアクションも駄だ目め！」

「ええぇ！」

「いい加か減げんマスオさんも封ふう印いんしなさい！」

「シット！」

「意味もなく外人かぶれしない！」

「無念！」

「必要以上にキャラ作らない！」

「……でも、一いち応おう主人公だし……」

「なんの!?」

「このエロゲ……『ハーレム生徒会、大だい征せい服ふく♪～副会長、私を食・べ・て♪～』の」

「この世界はそんなタイトルの世界だったの!?」

「ええ、今は会長ルートで攻こう略りやく中ちゆうです。まずはメインヒロインっぽい人からでしょう」

「……って、そういう頭おかしい発言も禁きん止し！」

「そんな！　そんなことしたら、この物語、かなりオーソドックスですよ！」

「さっきから貴あ方なたはなんの心配をしているのよ！」

　会長の体力が尽つきた。机つくえに突つっ伏ぷしている。今日は良くもった方だ。

　会長を打ち負かすと、しかし、今度は真打登場とばかりに知弦さんが出てきた。長い髪かみをさらりと梳すいて、好戦的な目でこちらを眺ながめる。……あかん。Ｓの目だ、あれは。

「キー君の更こう生せいは、生なま易やさしいものじゃ駄目よ」

「え……えと。ち、知弦さん、なんかいい案でも？」

「ええ。まずは……そうね。この、科学部に作らせた『視し線せん感知眼め鏡がね』をちょっと改かい造ぞうして装そう着ちやくさせて、キー君が女じよ性せいの胸むね等を見たら即そく座ざに電流が流れるように……」

「いつの時代の荒あら療りよう治じですかっ！」

「古代ギリシアの、とある……」

「スパルタでしょう！　それ、スパルタって言うでしょう！」

「あら心外ね。愛の鞭むちと言ってほしいものだわ。鞭よ、鞭。美少女の鞭よ」

「いくら俺でも、こんな状じよう況きようじゃ興奮しませんよ！」

「仕方ないわね。……じゃ、二つ目の案聞く？」

「あるんですか？」

「ええ。まずは、女性を見ると言い知れぬ恐きよう怖ふ心しんが湧わき上がるという催さい眠みん術じゆつで──」

「三つ目に行って下さい！」

「じゃあ、とりあえず去きよ勢せい手しゆ術じゆつを──」

「わぁん！　どんどん非ひ人じん道どう的になってくー！」

　俺はがっくりと崩れ落ちた。……怖い。知弦さん、怖い！

　当の知弦さんは俺を散々いじめて満足したのか、「はふぅ」と恍こう惚こつの溜ため息いきを漏もらした後、教科書を取り出して勉強を始めてしまった。……なにげに、生徒会で一番やりたい放題だよな……この人。

　知弦さんが引き下がると、今度は待ってましたとばかりに、椎しい名な姉し妹まいが目を輝かがやかせていた。

「ま、真冬も、色々案、あります！」

「あたしもあるぜー、杉崎鍵改造計画！」

　二人とも身を乗り出して来る。話題がなんであれ、美少女に迫せまられて断ことわれる俺じゃない。半ば諦あきらめたように、俺は口を開いた。

「一いち応おう、参考にするけど……」

　途と端たん、椎名姉妹が交こう互ごに案を語りだす。

「す、杉崎先せん輩ぱいは、まず、鞄かばんをピンクにしたらいいと思います！」

「真冬ちゃんは俺にどんなキャラを求めてんの!?」

「いや、ここはいっそ硬こう派はに、鉄板の入った鞄と長ランで──」

「深夏の『硬派』のイメージはなんか間ま違ちがっているぞ！」

「よしっ……と。はい！　先輩のケータイ、沢たく山さんストラップつけておきました！」

「全部サン○オ系けい統とうだよねぇ!?　更生の方向なんか違わない!?」

「おい、鍵！　とりあえずお前は明日から《番長》を名乗れ！」

「お前のは既すでに更生でさえねえ！」

「……ん、よし、っと。出来ました、先輩！　えへん。真冬、裁さい縫ほうは得意なんです！」

「って、なに勝手にクマさんのアップリケを俺の制せい服ふくに縫ぬい付けてんの!?」

「……あ、じゃ、よろしくー。ピッ、と。……おい鍵！　やったぞ！　早さつ速そく来週の火曜日に、音おと吹ぶき高校の番長と決けつ闘とうの約束とりつけた！」

「なに『バスケの練習試合組んだよー』みたいなノリで報ほう告こくしてんの!?　やだよ！　そもそも他校との喧けん嘩かを促うながしている時点で、更生からは全力で逆ぎやく走そうしているよ！」

「先輩先輩っ！　これ読んでおいて下さいね！　勉強になりますから！」

「なになに、《私し立りつ美少年学院～ボクが攻せめでアイツが受けで～》……。って、だから、真冬ちゃんは俺にどんなキャラを望んでいるの!?」

「なーなー。ロゴどうする？　とりあえず《鍵けん盤ばん連合》という組そ織しき名めいは決まったんだけど……」

「お前は俺をどうする気だ！　鍵盤連合とかやめろよ！　なんか自信満々だが、鍵が番長だから、鍵盤連合とか、特にうまくないからね!?」

「…………ぽっ」

「そこ、自分で持って来た《私立美少年学院》読んで興こう奮ふんしない！」

「あー、生徒会予算かさむなぁ。オリジナルのメリケンサック作って、団だん旗き作って……」

「お前こそ生徒会から出てけぇー！」

「杉崎先輩は……逆に受けがいいと思います！」

「なにが!?　真冬ちゃん、既に色々見失ってない!?」

　──と、ここまで来て、遂ついに俺の体力が尽つきた。ぜぇぜぇと息をしながら、机つくえに突っ伏す。……椎名姉妹。一人一人でもとても濃こゆいのに、それが二人で攻めて来ると、もう誰だれにも止められない。しかも、お互たがい性せい格かくは正反対なのに、妙みように息が合っているというか……。この振しん幅ぷくでのツッコミ地じ獄ごくに耐たえられる人間なんて、この世に存そん在ざいしないだろう。

　二人は未いまだに暴ぼう走そうしていたが、俺はもう全すべて放ほう棄きして休きゆう憩けいする。……真冬ちゃんがノートパソコンを開いて「杉崎先輩は……胸のた……かなり、を……と」と、なんか執しつ筆ぴつし始めていたが、無む視し。深夏に至いたってはなんか俺の胸きよう囲いとか測はかり出していた。……長ラン作る気満々だった。……それも無視。

　結局、結けつ論ろんはこうだ。




「更こう生せいさせるも何も、他の生徒会メンバーも全員変人なんじゃんか……」




　俺のその言葉に、会長だけは反はん応のうする。体力が回かい復ふくしたのか、机からがばっと起き上がった。

「ジョーダンじゃないわよ！　私はマトモよ！」

「会長。自じ己こ申しん告こくは駄目ですよ」

「う……。み、皆みんな！　私は、マトモよね!?」

　前回のこの俺、杉崎鍵に続き、生徒会長、桜野くりむが生徒会に問いかける！

　果たしてその結果とはっ！

「…………」

　一分後、ずーんと沈しずみ込む会長がそこに居いた。まあ、世の中そんなもんだ。自分がマトモだと思っている人間ほど、意外と周囲からは個こ性せい的だと思われている。

　逆に、自分で目立っていると思っているヤツが、実は誰にも気にされていなかったりもする。

　……更生、か。

　俺は、ぽつりと呟つぶやく。

「個性をなくすのが更生だって言うんなら……なんか俺、ずっとこのままでいいって気もしてきました」

「…………」

　会長が死んだ目でこちらを見る。知弦さんも教科書から視線を上げ、椎名姉妹も暴走をやめて俺を見た。

　俺は続ける。

「俺だけじゃなくて、ここに居る生徒会メンバー、全員、ちょっと頭おかしいでしょう？」

「ちょ、だから、私はマトモだって──」

　会長が立ち上がり、また反論しようとする中、俺は、満面の笑みを浮うかべて全員を見回す。




「でも俺おれ、ここにいる頭のおかしいメンバー、大好きだよ」




「…………」

　会長が勢いきおいを殺そがれたように口ごもる。そうして、なぜか赤面して、こほんと咳せき払ばらいした後、着席してしまった。

　知弦さんも椎名姉妹も、温あたたかい視線で俺を見てくれていた。……うむ。いい雰ふん囲い気きだ。ここは、一気に攻めよう！

「俺のハーレムは、多少性せい格かくに難なんがあっても、容よう姿しさえ良ければモーマンタイなのさ！　ああ、なんて心の広い俺！　さあ皆！　遠えん慮りよしないで俺の胸むねに飛び込んでおいで！」

『…………』

　……あれ？　気付いたら、また全員、それぞれの作業に戻もどってしまっていた。会長は相変わらずなんか落ち込んでいるし、知弦さんは教科書読んでいるし、深夏は紙に鍵盤連合のロゴ書いているし、真冬ちゃんは《私し立りつ美少年学院》を頬ほお染そめて読んでいる。

　…………。

　……す、素す直なおじゃないなぁ、皆。ま、まったく。ツンはこれだから。

　俺が嘆たん息そくしていると……小さい声で、ぽつりと、会長が呟いた。

「……いいわよ、杉崎は、そのままで」

「？　なんですって？」

「……なんでもない」

　会長はもう一度嘆息すると、「あーあ、私、変だと思われてるのかぁ」と、また机にくたーっとしていた。……？　なんだったんだ？　なんか、聞き取れなかったけど。

　あ、そうだ。そもそも、新聞部のあの記事が問題になって、日にち常じようを気をつけろって言われたんだっけ。結局、なんにも方ほう針しん決まってないや。

「ええと、それで俺、明日からどうします？」

　その質しつ問もんに、全員がちらりとこちらを見る。

　そうして……全員が一いつ瞬しゆん微び笑しようし、しかし俺の言葉は無視して、また自分の世界に戻っていってしまった。

　…………え、えと。俺、なんか嫌きらわれている？




　その日は、結局最後まで、俺の更こう生せいについて触ふれられることはなかった。





＊






　翌よく日じつの休み時間、廊ろう下かを歩いていると、たまたま新聞部の部長が新しい壁かべ新聞をせっせと貼はっている場に遭そう遇ぐうした。

　俺は、とっても目立つブロンドの彼女に声をかける。ちなみに彼女、ハーフだ。

「や、リリシアさん。自ら貼り出し作業なんて、珍めずらしいッスね」

「ん？　あら、杉崎鍵。ごきげんよう。昨日のネタではお世話になりましたわね」

　新聞部部長、藤とう堂どうリリシアは、まるで悪びれることなく優ゆう雅がに微ほほ笑えむ。……この人、本気で悪いことしたという自覚がねぇな……。まったく。

　藤堂リリシアは、国こく籍せきはれっきとした日本人だし、しかも実は日本から出たことがないという、中身も生きつ粋すいの日本人である。苦手科目は英語。

　普ふ通つうなら生徒会に入ってもなんらおかしくない美少女なのだけれど、中身に多大な問題があるため、流さす石がに誰も票を入れなかった。そんな女。

　俺は彼女が壁に新聞を貼り終えるのを見守ってから、声をかけた。

「で、昨日の今日でもう貼り替かえですか？」

「ええ。あんな下らない、間に合わせネタより、もっと面おも白しろいネタが入りましたので」

「…………」

　俺の過か去こネタ、下らない間に合わせネタ扱あつかいだった。……酷ひどい。

　壁新聞を眺ながめると、見出しには『保ほ健けん室しつで目もく撃げき!?　看かん病びようをしたがるナース幽ゆう霊れい！』と記されていた。東スポかっ。

「この記事に負けた俺の過去って……」

「どう？　面白いでしょう？　この藤堂リリシアにかかれば、一ひと晩ばんでこんな新聞を作っちゃうのも朝飯前というものですわ！　おーほっほっほっほ！」

「え？　これ、一晩で作ったんですか？」

　もう一度壁新聞を見る。ただでさえ学生レベルを凌りよう駕がしたクオリティなのに、それも一晩で作ったものとはとても思えなかった。

　藤堂リリシアは、サラリと答えてくる。

「ええ、そうですわよ。ネタは鮮せん度どが命ですからね。昨日起こった事じ件けんを今日記事に出来なければ、先に口コミでひろがっちゃいますわ。それでは、意味がないですわよ。この藤堂リリシアが一番最初に、一番面白く伝えてあげてこそ、事件も浮かばれるというものですわっ」

「……へぇ。でもよく新聞部も動きましたね。俺の記事作り終わったと思ったら緊きん急きゆう招しよう集しゆうでしょう？　普通はそんなに簡かん単たんに集まらな──」

「いえ、集めてませんわよ？」

「へ？」

「さっき言いましたでしょ。鮮度が命ですもの。この事件が起きたのは昨日の放課後でしたの。わたくしが聞いた時点で部員は殆ほとんど帰ってしまっていましたし、また全員集めるのも面めん倒どうでしたので、わたくしが、徹てつ夜やで一人で作成しましたわ」

「…………」

　そう告げる藤堂リリシアの眼め元もとには、確たしかに、ファンデーションで隠かくされているようではあるものの、うっすらと隈くまが見えた。……この人……。

　俺は彼女と壁新聞を眺めながら、質問する。

「どうして、リリシアさんはそこまでするんですか？　お嬢じよう様さまの道楽にしては……ちょっと、入れ込こみすぎでは？」

「あら。道楽に入れ込むことのどこに、おかしいことがあるのかしら」

「え？」

「楽しいことあってこその世界じゃない。貴あ方なたのハーレム作りだってそうでしょう？　そんなことしなくたって生きていける。でも、人間、《生きるだけ》では満足出来ない生き物なのよ。極きよく限げん状じよう態たいにでも追い込まれない限かぎりね。

　わたくしはね、杉崎鍵。自分の容よう姿しが、名前が、他人と違ちがうからって注目を受けるのが大だい嫌きらい。でも、これはどうにもならないの。我が慢まんして受け容いれるしかない。

　でも、それでしたら……せめて、復ふく讐しゆうしてやれーって思いましたの。注目される者の痛いたみを知れーってね。初めての記事でわたくしの悪口を言っていた方のスキャンダルをすっぱぬいて停学に追い込んだ時は快かい感かんでしたわぁ」

「うわ」

　いい話のようで、やっぱり結けつ構こう最低だった。

「そんな動機で始まったことですけど、今は他の楽しみもそこに見み出いだして、わたくしは新聞を作っていますの。確たしかに普ふ通つうに考えれば、徹てつ夜やしてまでするようなことではありませんわね。でも……わたくしの記事でとりあげる人間もそうですけど……。人間って、おかしいから面おも白しろいのですわ。理り解かいできないからこそ、人間なのですわ」

「は、はぁ」

　リリシアさんの言うことは、俺にはよく理解できなかった。でも、「あ、そういうことなのか」とも思った。理解できないからこそ、リリシアさんという人間は、面白い人間なのかもしれない。なんだかんだで、悪い意味だとしても、皆みなの注目の的になれて、話題に上って、時に人の笑え顔がおを引き出すのかもしれない。

　それは、生きていく上では全く必要の無い個こ性せいだし、かなり迷めい惑わくな個性だけど。

　それでも……。

「あら、もうこんな時間。では、杉崎鍵。ごきげんよう。貴あ方なたに関しては追つい跡せき調ちよう査さしていますので、またお世話になりますわねー！」

「あ、って、な、ちょっと！」

　俺の制止も聞かず、リリシアさんはスタスターっと去って行ってしまった。まったく……。

　壁かべ新聞を眺ながめる。……会長の嫌きらいな怪かい談だん系けいか。

　普通に考えれば、あの怪談ブームを起こさないためにも、生徒会役員としてはすみやかにこれを剥はがすべきだろう。

　しかし……。




「藤堂リリシア、美少女なので、許ゆるす」




　俺はそう告げると、掲けい示じ板ばんの前を去るのだった。




　だって。




　それが、俺、杉崎鍵なのだから。








　【第五話～恋こいする生徒会～】







「恋、だけじゃ駄だ目めなのよ！　愛に昇しよう華かしてこそ、ホンモノの《恋れん愛あい》なの！」

　会長がいつものように小さな胸むねを張はってなにかの本の受け売りを偉えらそうに語っていた。

　微び妙みように俺に対してトゲのある言葉だったので軽く視し線せんを逸そらしていたのだが、会長はここぞとばかりに、「そうよね！　杉すぎ崎さき！」と、俺に話を振ふってきた。……ちくしょう。この受け売りお子様会長め。

「そ、そうですね。ええ、愛は、ないといけませんよ」

「そうよねー」

「え、ええ」

「ねー」

「……ええ」

　チクショー！　なんだこの攻こう撃げき！　ああ、俺はどうせ軽いですよ！　ハーレム目指していますよ！　誠せい実じつじゃないですよーだ！

　会長は非ひ常じように満足そうにふんぞり返っていた。……く、悔くやしい！　あの会長にからかわれると、異い常じように悔しい！

「鍵けん～。珍めずらしいなー、お前が会長に負けるなんて。ニシシシシ」

　隣となりから深み夏なつがイヤな笑いを浮うかべつつ囁ささやいてきた。顔が近い。それはとても嬉うれしいのだが……ああ、今は素す直なおにそれも楽しめない！

「あのお子様会長は、ホント正せい論ろんばかりだから、時とき折おり反論の余よ地ちねぇんだよ……」

「あー、それは分かる。いやだよなー、正論って」

「『悪いのは分かっているけど、そういう問題じゃないんだよー』っていう感じのこと、多いだろ、世の中。でも、正論を振りかざすヤツっているわけよ。そうやってふんぞり返るヤツっているわけよ。……アレみたいに」

　深夏と二人で会長を眺める。小さい胸をむんと張って、とても偉そうだった。……それが微ほほ笑えましい時もあるのだが……今は単たん純じゆんにムカツク。

　斜ななめ前にいる真ま冬ふゆちゃんも、小声で話に加わってきた。

「真冬もわかりますー、そういうの。あのあの、真冬はテレビゲーム好きなんですけど、親に、すぐ言われちゃいます。『目悪くしてそれクリアして、なんか意味あるの？』って。その通りなんですけど……その……」

「あー、分かる。人に迷めい惑わくかけてない限かぎり、あんまりそういうことに口出しされたくないよな。それが正論であることなんて、こっちも分かっているんだからさ」

「そ、そうですそうです！」

「あー、あたしもあるなー、それ。あたしは……信号つき横おう断だん歩道でも、どう見ても車が来てなかったら渡わたっちゃうんだけど……」

「確たしかに、ルール的に見たら違い反はんだよな、それ。でも……なんかアホらしいよね。特に俺の地元なんて田い舎なかだから、視力１・５の俺が左右見ても、地平線まで車が無い時あるわけよ。それなのに、信号待っているのって……なんか、酷ひどく虚むなしいっていうか」

「注意されたら、そっちが正しいから、甘あまんじて受けるしかねーけどな。ううん、まー、悪いのはこっちなんだけど。こっちなんだけどさー。ってなるよな」

　俺と椎しい名な姉し妹まいが奇き妙みような結束感で団だん結けつしていると、知ち弦づるさんが勉強を中ちゆう断だんして、ふふっと微ほほ笑えんだ。

「でも駄だ目めよね、ルール違い反はん」

『うっ……』

「テレビゲームは目に悪いから、ほどほどに」

「あぅ」

「横断歩道は、ちゃんと信号確かく認にんして渡わたりましょう」

「うぅ」

「まぁ、私は暗い中ゲームもするし、信号より自分の視力を信じるけど。ゲームでダメダメになったこの視力をねっ！」

『一番駄目じゃん（ですよ）！』

　正論を振りかざすくせに自分には特例を認みとめるという、一番イヤなタイプだった。知弦さん。相変わらず……なんというか。

　そうこうしていると、ようやく会長が自じ己こ陶とう酔すいの世界から帰ってきた。「よっこらせ」と席から立ち上がる。

　そうして、ホワイトボードに今日のテーマ。

「『校内の風紀の乱みだれについて』……ですか。なんか、すげぇ定番ですね」

　俺の呟つぶやきに、会長はくるりと、笑え顔がおで振り返る。

「定番だからこそ、常つねに生徒会が真しん摯しに取り組むべきテーマでもあるのよ」

「う……」

　また正論だった。……あーもう、今日はどうも分ぶが悪いなぁ。今日の天てん秤びん座ざは余よ程ほど下位だったのだろう。血けつ液えき型がた選せん手しゆ権けんも恐おそらく最下位だ。

　ボードのテーマを見て、知弦さんが首を傾かしげる。

「でも、こういうのは風紀委員に任まかせるべきじゃないかしら。それに、この学校、割わりと皆みないい子でしょう？　少なくとも、他校に比くらべたらかなりの優ゆう良りよう校こうだと思うけど」

　確たしかにそうだ。近きん隣りん校の「音おと吹ぶき高校」なんて、凄すさまじく荒あれていると聞くし、他の学校にしても、あまりいい噂うわさは聞かない。

　そんな中において、この碧へき陽よう学園はとても恵めぐまれた学校だった。伝でん統とうの生徒会システムが功こうを奏そうしているのか、この学校は割と、こちらがぎゅうぎゅうに締しめ付けなくても、それぞれ皆がある程てい度どのモラルをもって行動してくれている。「皆で学校を作っている」という意い識しきが高いのだろう。

　だから、風紀委員会も生徒会も、そんなに仕事は忙いそがしくない。起こる問題だって、先日の怪かい談だん問題や新聞部に代表されるように、ほとんど微ほほ笑えましい部類のものだ。

　そんな学園において、これ以上、わざわざ生徒会で議題に取り上げてまで正すような風紀の乱れなんてないと思うのだが……。

　しかし、そんな考えに活かつを入れるように会長が大声を上げた。

「なに言ってるの！　乱れているわ！　主に……その……せ、性せいがっ」

「性？」

　真っ赤な顔でそんなことを言うロリ会長に尋たずねなおす。彼女は「そ、そうよっ」と自分を取り繕つくろいながら話を続けた。

「副会長のせいかもしれないけど。最近、どうも、その、校内でナンパな光景を見ることが多くなった気がするのよっ！　その……男女が手繋つないでいたりとか……」

「？　手繋ぐぐらい、そんなに問題にするようなことですかね？」

「も、問題よ！　二人っきりでっていうならまだしも、その、生徒がたくさんいる前で手を繋いで歩くなんて……不ふ謹きん慎しんよ！　学び舎やたる校こう舎しやでなんということを……」

「はぁ」

　普ふ段だんからエロゲを愛好する俺おれの方が感覚がずれているのかと周囲を見回してみる。しかし、知弦さんも椎名姉し妹まいもやはり、ぴんと来てないようだった。やはり、会長が少し過か敏びんすぎる気がする。

　深夏が、「はーい」と手を挙げる。別に挙手の必要はないのだが……。会長が「はい、深夏さん」と教師のように当てると、深夏はあっけらかんと告げた。

「会長は知らないかもしれないけど、そんなのより大変なことしているのなんて、いくらでもいるぜ？　放課後の校舎内を見てみなよ。ちょっと人ひと気けの無いところいけば、キスは勿もち論ろん、○○○○している光景なんて、結けつ構こうな確かく率りつで目もく撃げき──」

「な──」

　会長が絶ぜつ句くする。しかし、深夏はそのまま続けた。

「まー、確かに乱れていると言っちゃ乱れているけどさ。別にいいんじゃねーの？　それで誰だれかに迷めい惑わくかけているわけでもねーんだし。ま、そういう場所通りかかるとすげぇ気まずいけどさ。それこそ愛し合っているってことだろ」

　深夏に、俺も加か勢せいしてみることにした。

「そうだぞ、会長。会長だって、数ヶ月したら俺に攻こう略りやくされて、校内でさえ俺を求めるように──」

「退たい学がくよ────────────────────！」

　言葉の途と中ちゆうで絶ぜつ叫きようされた。会長は顔を真っ赤にしながら続けてくる。

「そ、そ、そんなことしている人を見かけたら、今後は、全部退学！　問答無用で退学！　お、おかしいわよ！　ここをなんだと思っているの！」

「フラグを立てるための場──」

「杉崎は黙だまっていて！　プレイステーション５が出るまで！」

「期間なげぇ！」

　いつになるか分かったもんじゃなかった。４じゃないところが余よ計けいに酷ひどかった。

　そんな中、知弦さんがあくまでマイペースで、クールに告げる。

「でもそれは仕方ないわよ、アカちゃん。性せいの乱みだれなんてここだけの話じゃないし、生徒会が動いて止められるものでもないわ」

「止めるんじゃないの！　排はい除じよするのよ！」

「そんなことしたら、杉崎じゃないけど、かなりの生徒が消えちゃうわよ、この学校」

「仕方ないわよ！」

「……アカちゃん。生徒会長は、風紀の乱れを正すのも大事だけど、まず最初に生徒のことを考えるべきなんじゃないかしら。『生徒』の『会』の『長』なのよ」

「う……」

　知弦さんは非ひ常じように大人だった。会長もたじろいでいる。……むぅ。どうして俺の説得はすぐ却きやつ下かされてしまうのか……。会長のツンっぷりは酷いなぁ。

「いや、おめぇのは誰でも却下するから」

　深夏がまたも俺の思考を読んでツッコンで来た。むむむ。俺は、こんなにも生徒達を愛しているというのに……。

　しかし会長は、知弦さんの説得にも、やはり応おうじなかった。「やっぱり駄だ目め！」と再さい度ど叫さけぶ。知弦さんは諦あきらめたように両手を上げて、俺達に首を振ふった。……「こうなったアカちゃんはもう止められないわ」の意だった。俺と椎名姉し妹まいは嘆たん息そくする。

　そんな中、これまで場を静観していた真冬ちゃんが、おずおずと手を挙げた。「はい、真冬さん」と会長に当てられ、小さく口を開く。

「ま、真冬も、そういうのはあまり得意じゃないですけど……その……したい人には、させてあげればいいかと……」

「したい人？」

「い、いえ、そういう意味じゃなくてっ！」







[image: ]








　俺の質しつ問もんに、真冬ちゃんは会長以上に真っ赤になる。元々肌はだが病的に白いせいか、彼女が赤くなると凄すごく目立つ。そして……そんな真冬ちゃんは、瞬しゆん間かん最大風速において、時折会長のそれさえ上回るほど「萌もえ」るのだ。……ああ、快かい感かん。

「こういう時なんだよなぁ、鍵に殺意が湧わくの」

　深夏が非常に恐おそろしい呟つぶやきをしていたものの、それは気にしないことにした。

　真冬ちゃんの意見に、会長が「駄目よ！」と、珍めずらしく真冬ちゃんにまで大声をあげる。真冬ちゃんは「ひぅ」と涙なみだ目めになってしまった。……ああ、萌える。

「そんなだから、若わか者ものの性の乱れが酷いって批ひ判はんされまくるのよ！　どこかで歯止めをかけないと駄目なの！　このままじゃ、幼よう稚ちな学生がどんどん普ふ通つうに子こ供どもを産んじゃう世の中になっちゃうわよっ！」

「いや、昔はもっと低てい年ねん齢れいで嫁とついでいたような……」

「と、とにかく！　この学校では、そういうことはあってはならないのっ！」

「どうしてですか」

「私が会長だからっ！」

『…………あー』

　なんか皆みな、妙みように納なつ得とくした。ロリな容よう姿しの会長を眺ながめ回して、妙に納得した。たしかに、それはあかんと思った。この会長のおさめる学校は、なんとなく、もっと子供で純じゆん粋すいであるべきかもしれないと、確たしかに思った。

　しかし……。

「そうは言っても、知弦さんも言いましたけど、こういうことって上から圧あつ迫ぱくすればするほど燃もえあがりますからねぇ。対たい処しよ法ほうなんて無いに等しいと思いますよ？　ほら、学校で○○○○しちゃうのだって、それが、そこはかとなく『禁きん忌き』だからですよ」

「え？」

「怪かい談だんと同じです。スリルを楽しんでいるんですよ、そういう人は。だから、むしろ生徒会が躍やつ起きになって規き制せいしたら、かえって逆ぎやく効こう果かになるおそれもあるんじゃないでしょうか」

「む、むむ。杉崎にしては珍めずらしくまっとうな意見ね……」

「そりゃそうですよ！　学校で○○○○出来ないなんて、夢ゆめが無いでしょう！　折せつ角かく学校を舞ぶ台たいにしたエロゲなのに！　エロＣＧに学校シチュがなかったら、興きよう醒ざめですよ！」

「……とりあえず杉崎を退たい学がくにしたら、この学校の校風はかなり改かい善ぜんする気がしてきたわ」

　会長が額ひたいに手をやる。失礼なっ。俺ほど学校を愛している人間はいないというのにっ！　……主に性せい的な意味で。

　しかし、会長はいたって真ま面じ目めに悩なやんでいるようだ。全員で顔を見合わせる。

　むぅ。いつものノリじゃ、流せないか……。

　俺はちょっとトーンダウンして訊たずねてみた。

「そういう会長こそ、恋こいとかしないんですか？」

　俺に、と言おうかと思ったけど、なんとなく会長の雰ふん囲い気きが真面目なので、今回はやめておいた。

　会長は「そうねぇ」と呟つぶやく。

「たとえしたとしても、ケジメをもって交こう際さいするわ」

「ま、それは正せい論ろんですけど」

　でも……恋れん愛あいって、そういうことさえ見失ってしまうからこそ恋愛なんじゃなかろうかとも、俺なんかは思うけど。まあ、こういうことって人それぞれだから、答えなんてない。……難むずかしいところだ。

　いつも思うが、この生徒会で扱あつかう議題は、主に人間をテーマにするせいか、いまいちハッキリした答えが出ない。だからこそ誰でも務つとまるし、だからこそ、誰がやっても苦労するのだろう。ううん……どうしたものか。

　俺が唸うなっていると、真冬ちゃんが口を開いた。

「で、でも、その、授じゆ業ぎよう中ちゆうにいちゃついている……というわけでもないんだったら、一いち応おう、けじめはついているとも思いますけど……。こ、校こう舎しや内ないとはいえ、放課後は、もう、生徒それぞれの時間とも言えますし……」

「そうかしら？　私は、制せい服ふくから私し服ふくに着き替がえるまでは、生徒としての自覚を持つべきだと思っているけど。……不ふ純じゆん異い性せい交遊は駄目」

「う……」

　それも正論。その通り。制服で問題を起こすのと私服で問題を起こすのでは、やはりまるで違ちがう。

　不純異性交遊……ね。でも、不純かどうかなんて、誰が決めるのだろう。若わかい男女が激はげしく愛し合っていれば、体を求めるなりなんなりするのは当然じゃないか。それをどうして一いち概がいに不純などと捉とらえるのだろう。

　……まあ、一方で、遊び半分でそういうことするヤツが多いことも事実だから、強くは出られないけれど。遊びか否いなかなんて、他人が判はんじられることじゃない。

「で、会長はどうしたいんです？　恋愛御ご法はつ度とにでも？」

「そ、そこまでは望まないけど……」

　会長は俺の言葉にたじろいだ。ま、ちょっと意地悪だったか。極きよく論ろんすぎたな。

「私はただ、けじめをつけてほしいだけよ……」

「…………」

　……まあなぁ。ついついふざけすぎちゃったけど、確たしかに、俺だって、校内でいちゃつかれるのを推すい奨しようは出来ない。ホントに。でも……いちゃつく側の言い分だって分かるんだ。誰に迷めい惑わくかけているわけでもないのに、どうして規制されなきゃいけないのかって。

　うまい落としどころはないものだろうか。

　そう考えていると、知弦さんがペンをくるくる回しながら提てい案あんする。

「じゃあ、生徒会からのお知らせとして、ちょっとした警けい告こくを記したプリントでも配ればいいんじゃないかしら。アカちゃん、それじゃ不満？」

「ん、んー」

　しかし会長は、それでも納なつ得とくいかないようだった。腕うでを組んで唸っている。

「警告じゃなくて、禁きん止ししたいの」

「禁止なら既すでに校こう則そくでされているわよ。現げん場ばを先生に押おさえられたら、停学ぐらいにはなるんじゃないかしら、現げん状じようでも」

「で、でもでも、今はそんなの、あってないような規き則そくじゃない！」

「だったら、今いま更さらアカちゃんが新しく規則を設もうけても、同じような道を辿たどると思うわよ？」

「う、うぅ」

　会長は知弦さんに言いくるめられて、泣き出しそうになってしまっていた。

　さすがに、俺も椎名姉妹もちょっと同どう情じよう的になってしまう。当の知弦さんでさえ、困こまり顔だった。……失敗した。知弦さんに、イヤな役回り押し付けちゃったな。反省。ハーレムの主、失しつ格かくだ。

　俺は場を仕切りなおす。

「最初に会長、言ったでしょ？　愛に昇しよう華かしてこそ本物の恋れん愛あいだって。問題はそこですよね。お互たがいを本当に思いやる意味での恋愛をしている人まで……会長は、ルールで縛しばりたいと思います？」

「う……。そ、そんなことは、ないけど。で、でも、今の生徒達って、そんなの少ないと思うっ！　恋こいに浮うかれているだけで、愛なんて無いように見えるもの！」

「……まあ、ね」

　会長は子こ供どもっぽい容よう姿しだし中身もアレだけど、それだけに、結けつ構こう純じゆん粋すいに物事の本ほん質しつを見み抜ぬいている。確かにこの学校で「愛」なんて呼よべる境きよう地ちでお互いを思いやっているカップルなんて、そうそういないだろう。

　それに、愛し合っているからなにをしてもいいのかというと、そんなこともない。規則は規則という意見も分かる。それでいて、深夏のいう「横おう断だん歩道」と同じように、誰にも迷惑かけない行動がなぜいけないのかという側も分かる。

　どうしたものか。今回は会長が結構マジだから、本当に難むずかしい。怪かい談だんの時とか新聞の時みたいにはいかなそうだ。

　雰ふん囲い気きを変えようと思ったのか、深夏が唐とう突とつに喋しやべり始める。

「そ、そういえばさー。サッカー部のキャプテンとマネージャーも付き合っているらしいぜー。でも、あのカップル、もう二ヶ月付き合っているのに、未いまだに手さえ握にぎれてないらしいぞ」

「……そういうのが、健全です」

　会長が呟つぶやく。それは、会長の理想の恋愛のようだ。まあ……分からないじゃない。

　俺おれは、「じゃあ」と続けた。

「会長は、例えば大学生なら、エッチなことしてもいいと考えますか？」

「……。……ううん。どう、かなぁ。それでも、校内でそういうことするのは、駄だ目めだと思う。それは、会社員でも同じだよ。職しよく場ばとか学校でそんなことしちゃ、駄目」

「手繋つなぐのも？」

「駄目」

「帰き宅たく後ごにいちゃつくのは？」

「いい」

「高校生は？」

「……帰宅後も、ちょっと、駄目」

「大学生は？」

「……ううん、いい、かな」

「なるほど」

　会長の基き準じゆんは大分分かってきた。典型的な真ま面じ目め人間だけど、それなりに一いつ般ぱん的な感かん性せいでもある。

「ま、真冬も、会長さんと同じように思いますけど……。で、でもでも、他の考え方の人もいるわけで、そ、その、縛しばり付けるのは、よくない、です」

　珍めずらしく真冬ちゃんが自分から、ハッキリと意見を会長に告げた。それに対し会長は、「むぅ」とまた考え込こんでしまう。

　あー……これは、まずいな。この議題は、まずい。答えが出ない。こういうのって、往おう々おうにして時間ばかりかかって、最終的には何も結けつ論ろん出ずに終わる。それなら……。

　知弦さんとアイコンタクトを交かわす。そうしてから、俺は動いた。

「会長の言い分は分かりました。それはもっともなことです。正論です」

「そ、そうでしょう？」

　俺の加か勢せいに自信がついたのか、会長が目を輝かがやかせて、胸むねを張はる。そこに、知弦さんも乗った。

「そうね。アカちゃんの意見はもっともだわ。プリントを配って、次の全校集会でも、注意を促うながしましょう。職員室の方にも連れん絡らくして、取り締しまりも厳きびしくしてもらいましょうか」

「う、うん」

　会長に笑え顔がおが戻もどるも……やはり、どこか浮かない顔だった。あー……しまった。下手に他の意見を聞かせたせいで、結論が自分の当初の意見を尊そん重ちようしたものでも、少し納なつ得とくできなくなってしまってきているな……。それが会長のいいところでもあるんだけど。

　空気を敏びん感かんに察した椎名姉し妹まいも、俺と知弦さんに加勢してくれる。

「そ、そうだなー。確たしかに目に余あまるものはあるから、ちょっとビシッと言うぐらいで丁度いいかもなー」

「で、ですよね。ま、真冬も、あんまり変な光景は見たくないですし……」

　それらの言葉を受けて、徐じよ々じよに会長も元気を取り戻し始めた。

「そ、そうよね！　やっぱりたるんでいるのよ、皆みんな！　ここはビシッと言ってやらないと！」

「わー、会長カッコイイー」

「えへん！　次の集会で、ビシッと言うわよー！」

「…………」

　ちょっと考える。集会で……この純じゆん情じよう会長が……性せいの乱みだれについて言げん及きゆう……。




（「み、皆しゃん！　あ、か、噛かんじゃった……。こほん。み、皆さん。ごきげんよう。気候もめっきり夏らしく……。新緑が……。ええと……。そ、それはさておき。

　さ、最近っ。そ、そのっ！　こ、こ、ここ、校内で、は、破は廉れん恥ちな行こう為いが目につきます！　よ、良くないとおもいまひゅっ！　ひゃう。と、とにかく良くないです！

　み、皆さん、健全なお付き合いをお願いします！　ぺこり！」）




　…………。

　なんか、余よ計けいにピンク色の空気になりそうだった。全員が「ぽわ～ん」としそうだった。

　これはいけない。知弦さんも椎名姉妹も同じような想そう像ぞうをしたのか、汗あせをかいている。

　俺は慌あわてて提てい案あんした。

「つ、次の全校集会ですけどっ！　その、俺が挨あい拶さつしていいですかっ！」

「ふぇ？　杉崎？　どうしたの、急に。そんなに張り切って……」

　会長がキョトンとする。俺は席から立ち上がって続けた。

「い、いえ！　ほら、俺みたいなヤツだからこそ、逆ぎやくに、そういう呼よびかけが効こう果か的になることって、あると思うんですよ！　ほら、こんなハーレム野や郎ろうに注意されたら、逆に引き締まるでしょう!?」

「そ、そうかな？」

「そうです！」

　たじろぐ会長に詰つめ寄よる。彼女は気け圧おされたように、「わ、分かったわよ」と、俺に次の集会の挨拶を任まかせた。




　かくして全員がほっと胸を撫なで下ろす中、この件けんは、どういうわけかこの学校で一番不ふ純じゆんな心の持ち主たる俺が恋に浮かれた生徒達に活かつを入れるという、カオスな展てん開かいにもつれこんでいくのであった……。

　で。

　今回の結末。





＊






　では次に、生徒会副会長、杉崎鍵さんお願いします。




「えー、皆さん。副会長の、杉崎鍵です。……ほらそこ！　会長じゃないからってブーイングしない！　美少年たる俺に何の不満があるというんだ！　……っておい、なんで全校生徒一いつ斉せいに大ブーイングなんだこら！　てめぇらいい度ど胸きようだ！　俺がただのエロゲ好きだと思ったら大おお間ま違ちがいだぞ！　この、無む双そうシリーズで培つちかった腕うででてめぇら雑ざ魚こ生徒どもを千人斬ぎりで一いつ掃そうしてやっても……。……あ、すいません、ごめんなさい、やめてください！　物投げないで！　ごめんなさい！　副会長は貴あ方なた達たちの奴ど隷れいです！

　ふぅ。……ま、まあ、今日はこの辺にしといてやるよ、ふん。

　というわけで、本題だ。……ええい、ブーイングやめい！　っていうか二年Ｂ組、耳塞ふさぐな！　っていうか深夏、てめぇが煽あおってどうするんだ！

　はいはい、静まれっ！　静まれ愚ぐ民みんども！　……うをっ!?　だ、誰だれだ今、《手しゆ裏り剣けん》投げたヤツ！　髪かみが宙ちゆうに舞まったぞおい！　リアル手裏剣じゃねぇか！　ここの生徒、どんだけキャラに幅はばあるんだよ！　忍にん者じやキャラまでいんのかよおい！

　美少女くのいちだったら許ゆるしてやるけど、それ以外だったら殺すぞこら！　覚かく悟ごしておけ！　……って、うわぁ！　なにこれ！　雷らい遁とん!?　室内で落雷って、常じよう識しきの範はん疇ちゆう超こえてるぞおい！　どんだけチャクラ量あるんだよ！　九きゆう尾びでも入ってんのかおい！

　こ、こほん。おいてめぇら。会長が睨にらんでいる。そろそろ真ま面じ目めに話させろや。

　…………。

　……会長の名前出した途と端たん静まるのな、お前ら。……まあいい。

　最近、校内の風紀が乱みだれている。主に性せいが乱れている。乱れすぎだ。

　……ＯＫ。お前らのその、「てめぇが言うな」的視し線せんは想定済ずみさ。ああ。痛いたくなんかない！　心が痛くなんかないさっ！

　聞けっ、てめぇら！　俺はただのエロゲ好きだ！　だが逆ぎやくに考えろ！　リアルに性的欲よつ求きゆうを満足させられないからこそのエロゲ傾けい倒とうだっ！　分かったかっ！　むしろ、俺はかなり清らかな体なんだよっ！　悲しいことになっ！

　……おい。やめろよ。その同どう情じよう的な視線、やめろよ。辛つらいよ。逆に辛いよ。

　こほん。

　まあとにかく、そんな俺からしても、校内であんまりイチャつかれるのは困こまる。殺意湧わくからな。お前らだって……付き合っているやつだって、他人がイチャついているの見て腹はら立つこと、全くないか？　ないとは言えないだろう？

　恋れん愛あいに限かぎらず、なんでも、ほどほどにしといてくれって話だ。分かる。イチャつきたいのは分かるさ。俺だって、目標は、生徒会室で、五人でのあーんなことやこーんなことだ。

　…………。

　おい、いい加か減げんにしろよ忍者。さすがに眉み間けん狙ねらってクナイはやりすぎだろう！　おま、俺の反はん応のう速度じゃなかったら直ちよく撃げきだったぞこら！

　ちっ。ま、それはいい。よくないけど、いい。忍者は後回しだ。お前は後でたっぷり相手してやるから、チャクラでも練っとけや。

　とにかくだ。このままでは、やりたかないが、生徒会も動かざるをえない。ルール化して縛しばるしかなくなる。放課後は部活や委員会以外で校内にいることさえ禁きん止しになるかもしれないし、男女の距きよ離りさえ決められてしまうかもしれない。

　そういうのは……全員にとって、不幸だろう？　マナーの範はん疇ちゆうで終わらせたいだろう？

　だから、悪いけど、ちぃっと我が慢まんすることを覚えてくれや。

　こう考えろ。我慢することによって、逆に、自由を得ているんだと。

　我慢するからこそ、もっと激はげしく燃もえ上がるんだと。

　かまどってあるだろう？　あれは、限かぎられた空間で、限られた方向に熱を発散するからこそ、調理器具として優ゆう秀しゆうなんだ。炎ほのおを撒まき散らすだけの焚たき火とはわけが違う。

　同じ火遊びするなら、かまどでやれや。時とき折おりはキャンプファイアーみたいに燃えるのもいいが、いつもそれだと、すぐに燃え尽つきるぜ？　お前、恋こいってもどかしいから面おも白しろいんだぜ？

　やりたいこと全部、無む制せい限げんでやろうとするなよ。やりたい気持ちは分かるけど、抑おさえることも覚えろや。それはルールのためじゃねぇ。自分達のためだ。恋だけ楽しみたいやつも愛に至いたりたいやつもそうだ。

　楽しいことは長く続いた方がいいだろう？　ケチをつけられて終わりたくねぇだろう？　だったら、自じ制せいしろや。他人に制限される前に、自制しろや。そっちの方が絶ぜつ対たい気分いい。断だん言げんする。高校生にもなると、そろそろ他人に注意されるのうぜぇぞ？　かなりイライラーっとするぞ？　自分が悪いと分かっていることなら尚なお更さらだ。

　ま、正せい論ろんっていうのはいつの時代もつまらねぇけどな。そのつまらねぇものを回かい避ひするためには、先に正論を守っておくのが利口なのさ。

　別に時折ハメをはずすのまで規制しようとは思わねぇ。ただ、「適てき度どに」って言葉だけは絶対忘わすれるな。恋愛って熱病だから、自制きかないことも多いだろうけど、それを頑がん張ばれるかどうかが分ぶん岐き点てんだ。学生と両立したいなら頑張れ。恋のために学校やめれるってんだったら、暴ぼう走そうすりゃいいさ。それは各々の裁さい量りように任まかせる。

　……ん、まあ、俺からは以上だ。……おい、やめろよ、そのちょっとマジな態たい度ど。いつもみたく軽く聞き流せよ。……ったく、調子狂くるうなぁ。

　って、お前ら、拍はく手しゆとかすんなよ！　なんだよ！　やめろって！　なんだこれ！　めっちゃ恥はずかしい！　って忍にん者じやこら！　なに花束投げてんだ！　卒業生の挨あい拶さつみたいな空気になってんじゃねえかよ！　なにこの微ほほ笑えましい感じ！　あーもう！　……お、覚えてろよ！」




　以上、生徒会副会長、杉崎鍵の「生徒会からのお知らせ」でした。








　【第六話～遊ぶ生徒会～】







「大事なのは勝ち負けじゃないの！　努力したか否いなかなのよっ！」

　会長がいつものように小さな胸むねを張はってなにかの本の受け売りを偉えらそうに語っていた。

　しかし……今回はその言葉も、誰だれの心にも届とどかない。

　なぜなら。

「アカちゃん。とっても見苦しいわよ」

「うぐ……」

　知ち弦づるさんに冷たくあしらわれ、表ひよう情じようを引きつらせる会長。さすがに今日はこれ以上反はん論ろんも出来ないようだった。

　会長は長なが机づくえに散らばったトランプの山を悔くやしそうにジッと見つめている。……こうしていると、本当に子こ供どもみたいだ。ゲームで負けてここまで悔しがる純じゆん粋すいさは、普ふ通つう、高校生になってまで保ほ持じできるものじゃない。

　負けた人間がカードの回かい収しゆうやシャッフルをする暗あん黙もくの了りよう解かいがあったはずなのだが、会長がすっかり廃はい人じんになっているので、俺おれがバラけたカードを集めてデッキにし、念入りにシャッフルを開始する。今回はババ抜ぬきだったため、二枚まい一組になってかたまってしまっているから、きっちりシャッフルをしないと次のゲームに影えい響きようしそうだ。

　単純に切ったり、二つのデッキに分けてパラパラと指で弾はじいて交こう互ごにカードを組み合わせたりしていると、深み夏なつが「まだやるのか？」と話を切り出した。

　真ま冬ふゆちゃんがそれに答える。

「ううん……結けつ構こう色々やっちゃいましたよね……」

　知弦さんは嘆たん息そくした。

「そうねぇ。負けず嫌ぎらいの誰かさんのせいで、遂ついにババ抜きなんて原点回帰までしちゃうほど、主なカードゲームはやりつくした感あるわね」

　その発言を受けて、全員で会長を見る。彼女は「うぅ」と唸うなっていた。

　そもそも、どうしてこうなったのかと言えば。

　今日は本当に仕事らしい仕事、議題らしい議題がなかった。普ふ通つうに駄だ弁べっていてもよかったのだが、今日はたまたま真冬ちゃんがトランプを持ってきていたため、じゃあそれで遊びながら喋しやべろうかとなったのだが……。

　さすがにそこは生徒会。典型的な真ま面じ目め人間たる会長は最初「いくら仕事がないからって、生徒会室でさすがにそれは……」と渋しぶり気味だった。そこで俺が、「じゃあ、会長が勝ったら、そこで遊びはおしまい、というのはどうでしょう」と軽い気持ちで提てい案あんしたのだが……それが、この延えん々えんと続くカードゲームの始まりだった。

　結けつ論ろんから言って。

「……絶ぜつ望ぼう的に弱ぇな、会長」

「がーん」

　俺の呟つぶやきに、会長が更さらにダメージを受けてうなだれる。

　どういうわけか会長、とことんカードゲームが弱かった。いや、ある程てい度ど現げん実じつ的理由はある（顔に出やすい、戦せん略りやくとか考えてない）のだが、それを差し引いても、弱い。かなり運の要よう素その入り込こむゲームにおいても、何回やってもビリになった。

　こうなると負けず嫌いの会長、当初の遊び反対という立ち位置はすっかり忘わすれているようで、ゲームが終わる度たび、結局はこう言い出すのだ。

「も、もう一回！」

『…………』

　その言葉に、あからさまな表ひよう情じようにこそ出さないものの、げんなり気味のハーレムメンバー達。いくら遊び好きのメンバーとは言え、そろそろトランプ自体に飽あきていたし、その上、会長が連続で負ければ負けるほど、ゲーム中に変な緊きん張ちよう感が漂ただよっていて、とても楽しめる空気ではない。

　俺がシャッフルしつつ「じゃあ、次なにしますー」とやる気のない言葉を会長に投げかけていると、隣となりの深夏がツンツンと机つくえの下で俺の太ももを突つついた。「あ・い・し・て・る」のサインかと思ったが、きっと何年たってもこうして同じ二人ではいられないだろう俺と深夏なので、違ちがうだろう（若じやく年ねん層そうに伝わるネタか若じやつ干かんの不安を抱いだきつつ）。

　深夏の方に顔を向けると、彼女はこそこそと小声で話しかけてくる。

「（なぁ……そろそろ、わざと勝たせてやるべきなんじゃねーの？）」

「（それは俺も知弦さんもとっくに考えているんだが……）」

　それでも、知弦さんとの「アイコンタクト会議」の結果は、「いや、それはやめておいた方がいい」だ。深夏にそれを伝えると、彼女は露ろ骨こつに不満そうな顔をした。

「（えー。なんでだよー。そろそろあたしも疲つかれたよー）」

「（よく考えろ深夏。うまくいけばいいが、会長に不正がバレたらどうなるか……）」

「（…………。……かなりの期間、不ふ機き嫌げんだろうな、会長さん）」

「（だろ？　会長、こういうことに関してはかなりしつこいぞ。お前、数週間会長のテンションが低くて空気暗いのと、今日だけカードゲームを耐たえるの、どっちがいい？）」

「（断だん然ぜんカードゲーム耐える方だな）」

「（なら、諦あきらめろ。全力をつくしながらも、会長が勝つことを神に祈いのるんだ！）」

「（う、うう……。なんか切ねぇー。敵てき軍ぐんに好きな人がいる兵士みてぇな心しん境きようだ）」

「（ようやく悟さとったか深夏。今この生徒会室はまさに……戦場なんだっ）」

「（もう何が正せい義ぎで何が悪なのやら……）」

「（世の中そんなものさ。それぞれがそれぞれの正義を掲かかげて戦っているんだ！）」

「（ああ、まさかこの小説でそんなに深いテーマが扱あつかわれるとはっ！）」

「（ライトノベルの宿命だ。受け容いれろ、深夏）」

「（く……。エロゲキャラもいやだが、ライトノベル人生も結けつ構こういやだなっ！）」

「（かもしれん。しかし深夏。世界が滅ほろぶような展てん開かいでも、主人公とヒロインだけは生き残る確かく率りつが高いぞ、ライトノベル人生は。どうだ。俺とくっつく気は……）」

「（ねぇよ。むしろ世界の崩ほう壊かいに巻まき込まれた方がいいよ）」

「（どんだけバッドエンド扱いなんだよ、俺の恋こい人びと！）」

　深夏はそれ以降、すっかり何か達たつ観かんした様子で、次のゲームに備そなえて精せい神しん集中を開始してしまった。仕方ないので俺は黙もく々もくとシャッフルを続ける。

　一方で、会長と知弦さん、真冬ちゃんは次のゲームを決める話し合いをしていた。

「真冬は……ドキドキしないのがいいです。だ、大だい富ふ豪ごうとかを、まったりしましょう」

　大富豪なら、革かく命めいなどを使えばうまいこと会長を勝たせられそう（手抜ぬいていると悟さとられずに）だからだろうか。珍めずらしく真冬ちゃんが意見したが、しかし当の会長が難なん色しよくを示した。

「大富豪ねぇ。確たしかに飽きないゲームではあるんだけど……。今の私は、こう、それだけじゃ満足できないのっ！」

「あ、え、あの……。……どうして、ですか？」

「それこそ、まったりしすぎているのよっ！　大富豪って！　なんか『みんなで和気藹あい々あい』って空気たっぷりじゃない、大富豪！」

「そ、それがいいと、真冬は思いますけど……」

「違ちがうの！　大富豪はいいゲームよ？　だけど……今の私のテンションとはそぐわないの！　今の私は……こう、技わざと技がぶつかり、知ち略りやくと知略が火花を散らし、運うん要よう素そがいい塩あん梅ばいに場を乱みだす……そんな熱いバトルに勝利することを望んでいるのよっ！」

　……その技や知略や運が誰よりも劣おとるからこその今の会長の状じよう況きようなのだが……本人はまるでそれに気付いてないらしい。……なんて厄やつ介かいな人なんだ、桜さくら野のくりむ。

　さすがにこの会長の相手は、真冬ちゃん単体では荷が重すぎた。「す、すいません……」と縮ちぢこまる真冬ちゃん。可か哀わい想そうに。また萎い縮しゆくしちゃったよ。

　それを見かねたのか、ようやく、この宇う宙ちゆうで唯ゆい一いつ会長の暴ぼう走そうを止められる可か能のう性せいを持つであろう女性、知弦さんが動いた。

「じゃあアカちゃん。ポーカーなんてどうかしら？」

「ポーカー？」

　ポーカー？　と、俺も会長と同時に首を傾かしげた。どうしたんだ知弦さん。ポーカーじゃ、それこそ今の運の尽つきた会長じゃどうにもならないだろうに。

　俺達のやるポーカーなんて、コイン賭かけたりするわけじゃないから、「降おりる」とかそういう選せん択たく肢しもない、普ふ通つうのポーカーだ。強い手を作った人が勝利。ただそれだけ。

　こうなると、相手の手を読むなんて戦せん略りやく性せいはまるでなく……どのカードを変えるかという要よう素そこそあるものの、殆ほとんど運の域いきのゲームだ。今日は完全に厄やく日びと思われる会長に勝ち目は、絶ぜつ望ぼう的に無い。そんなゲームをどうして──。

　…………。

　……いや。まさか、これは……。

（そういうことなんですかっ、知弦さん！）

（……こくり）

　知弦さんがカ○ジばりのゆったりした時間進行の中、汗あせをかきながら俺に頷うなずき返す。

　なんてギャンブラーなんだ……紅あか葉ば知弦！　あんた……あんた漢おとこだよ！

　俺には分かる。これは……コペルニクス的発想の転てん換かんだ！

　つまり！

　会長を勝たせるんじゃない！




　俺達が勝たないんだ！




　そう、簡かん単たんなことだ！　ポーカーなら……自分の手札を「役が出来ないように」調整すればいい！

　イカサマなら他のゲームでも出来る！　それこそ、大富豪で手を抜くことも出来るだろう！　しかし……しかしっ！　バレ難にくさが段だん違ちがいだ！　例えば大富豪なら、自分の手札の初見で、自分がどの程てい度どの順位にいけるか、大体わかってしまう！　強いカードがまるでなく、弱いカードばかりで、革命も狙ねらえなかったら、そのゲームはほぼ諦あきらめるだろう。

　今の会長なら、クズカードばかり来る可能性は高い。しかし……その際さい、俺達があからさまにカードを出さなかったら……会長に勝たせようとしたら……。大富豪は長いゲームだ。バレる可能性が高い。違い和わ感に気付かれる場面が多い！

　しかし！　ポーカーなら、短い、一回きりの勝負ばかりだ！　ゲームの途と中ちゆうで悟られる可能性は低い！　俺達のルールじゃ、いちいち相手が何を捨すてたなんか確かく認にんしないし！

　要はこういうことだ。俺達は……出来る限かぎり、自分の手を崩くずす。

　もちろん、引くカードは分からないから、偶ぐう然ぜん手が出来てしまうこともあるだろう。しかしそれにしたところで、せいぜいワンペア。大体はブタ（役無し）だろう。

　ならば。

　会長は、ワンペアを代表とする「ちょっとした役」を作るだけで、勝利できる！

　しかし……これは、賭けだ。

　いくらポーカーと言えど、対戦数が多くなれば、イカサマがばれる可能性は高くなる。

　何度も何度も全員がワンペアさえ出さなかったら、さすがのお子様会長でも、おかしいと気付くだろう。そこで、捨てた札を確認されて「手を崩した」ことが発覚してしまったら、もう、アウトだ。

　これは危き険けんな賭けだ。しかし……知弦さんは、それを提てい案あんした。

　ふ……惚ほれたぜ、紅葉知弦よぅ。俺のこの命……アンタに預あずける！

　というわけで、会長以外の全員が、一いつ瞬しゆんで意思疎そ通つうをはかる。真冬ちゃんと深夏が静かに頷いた。

　……包ほう囲い網もうは、完成した。

　生徒会室で今、過か去こ最大の戦せん役えきが始まろうとしていた。

　しかし……俺達は、勝ちに行くんじゃない。

　そう、これは、相手を勝たせるための、尊とうとい戦い。

　人類の歴史上、かつてこれほど切ない戦争があったろうか。

　俺達は知っている。

　この会長は……勝ったら、まず間ま違ちがいなく、威い張ばる。

　それも、中身が子こ供どもだけに、俺達が本気でイラっとくる威張り方をするだろう。

　散々自分を褒ほめ称たたえ、俺達を雑ざ魚ことけなすだろう。

　それは、いくら大人な知弦さんや俺でも……問答無用で不ふ快かいにさせる魔まの呪じゆ言ごん。

　俺達は何も知らずにご満まん悦えつの会長を見て、ただただ机つくえの下で拳こぶしを握にぎることだろう。

　だがっ！

　俺達は今、自らその道を歩もうとしている！

　知弦さんの目を見る。決意を秘ひめた目だ。お子様会長の暴言を覚かく悟ごした指し揮き官かんの目だ。

　深夏の目を見る。壮そう絶ぜつな目だ。未来を守るために、自分を必死で押おし殺す戦士の目だ。

　真冬ちゃんの目を見る。愛に溢あふれた目だ。自じ己こ犠ぎ牲せいを覚悟した聖せい女じよの目だ。

　皆みんなの決意を受けて。

　俺おれは、このゆったりした時の流れ（この思考及およびアイコンタクトに要した時間、コンマ一秒弱）を断たち切り、知弦さんに加か勢せいした。
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「ポーカーをしましょう、会長」

「杉すぎ崎さき？　……って、どうしたの、杉崎！　顔が劇げき画がタッチになってるよ！」

「気にしないで下さい会長。さあ始めましょう……。……戦争を」

「始めないよ！　なんで急に戦争が始まることになってんの!?」

「く……」

　辛つらい。思わず顔を逸そらす。見れば、知弦さんも椎しい名な姉し妹まいも辛そうに俯うつむいてしまっていた。

　これが……これが戦争かっ！

　俺達がこんなに苦しんでいるというのに……この会長は、何も知らずにツッコミかよ！

　こんな……こんな非ひ道どうが許ゆるされるのかよっ！

　なんて……なんて不公平。神よ。どうして俺達ばかりに……こんな。

　会長は一人、「ちょ、みんな、どうしたの？」とキョトンとしていた。

　くぅ……。……耐たえろ杉崎鍵けん。大だい丈じよう夫ぶだ。

　ポーカーだ。うまくいけば一分でカタがつく。一分だ。一分、自分を押し殺せっ！




　一分戦争。後にこの戦役はそう呼よばれ、生徒会で代々語り継つがれることだろう。




　いいだろう。見せてやろうではないか。現げん生徒会の底力をっ！

　いざ、尋じん常じように勝負！

「俺のターン！　ドロー！」

「ちょ、杉崎!?　なに勝手にゲーム始めてるの！　っていうか、ポーカーってそういうゲームじゃないでしょう！」

「……今のはただの挨あい拶さつです。昔、決けつ闘とう者しやと書いてデュエリストと呼ばれた俺なりの、流りゆう儀ぎです」

「は、はぁ。まあ……ポーカーやるのはいいけどさ」

　会長が一人戸と惑まどう中、俺はカードをもう一度だけ念入りにシャッフルし、一つ深しん呼こ吸きゆう。そうして、全員の顔を確かく認にんすると……万ばん感かんの思いを込めて、カードを配り始めた。

　シャッシャッとカードを配る小気味良い音だけが生徒会室を満たす。会長はと言えば、既すでにこの空気への疑ぎ問もんより、次の勝負に関心が向かったようだ。自分に配られるカードを一枚まいずつ即そく座ざに確認しては、真しん剣けんに次のカードを待っている。

　全員に五枚まいずつ配り終える。俺達はそれぞれ、手持ちのカードを確認にかかった。

　ちなみに、このゲームのルールは単たん純じゆん。

　手札を見て、一回だけ、山札のカードと交こう換かん可か能のう。順不同。パッと見て、換えたかったら、一回換える。カードを捨すてて、自分で山札からカードをとって……それで終しゆう了りよう。

　早さつ速そく、会長が動いた。

　カードを捨てる。

　五枚。

『!?』

　全員の顔に緊きん張ちようが走った。

（なんて……なんてことをっ！）

　オールチェンジだと？

　ポーカー、舐なめているのか？

　会長の性せい格かくを考えると、手札にまるで共通点がなかっただけとは……考えづらかった。

　少し思い当たることがあって、おそるおそる会長に声をかけてみる。

「あ、あの、会長」

「なに？　杉崎」

「その……参考までに、今捨てたカード、見せてもらっていいですか？」

「？　いいわよ？　あ、ズルとかする気？」

「い、いえ！　じゃあ、俺も手札確定してからにしますから！」

　そう言って、俺は慌あわてて自分の交換を済すませ、うまいことブタにしてから、会長の捨てた五枚を確認させてもらう。

　そして……俺は、この戦争の真の恐おそろしさを知った。




「な……そんな……。まさか……。そんなことが許されるのか……神よ」




　俺はがっくりと崩くずれ落ちる。俺の反はん応のうに動どう揺ようしたメンバーは、次々と自分の手札を確定、「私に見せて！」「あたしにも！」「ま、真冬にも！」と、会長の捨てた五枚のカードをひったくった。

　そうして……全員が一様に、ショックを受ける。

　会長が「え、ちょ、な、なに？」と戸と惑まどう中……俺達は、既すでに、生ける屍しかばねと化していた。

　俺達は……舐めていたんだ。戦争というものを。

　ここまで……ここまで惨むごいのか、戦争とは。

　こんな……こんな行いが許ゆるされるのかっ！

　俺達は完全に打ちのめされていた。

　最後に会長の捨てカードを確認した真冬ちゃんの手から、はらりとそれが落ちる。

　そのデッキを……もう見たくもないのに、見てしまう俺。

　Ａ・Ａ・Ａ・Ｋ・Ｋ。

　つまり。

　フルハウス。

　初手から、フルハウス。

　それを。

　この会長は。

　捨てやがったのだ。

　全部。

　そして、恐らく……。

「じゃ、オープン！」

　会長が高らかに告げる！

　全員、ダラリと、カードを公開する。

　ブタ・ブタ・ブタ・ブタ・ブタ。

　全員ブタ。

　全員。そう。会長も。

　そうして、会長が、言ってはいけない一言を……俺達にとって核かくにも匹ひつ敵てきする禁きん忌きを、口にしてしまう。

「むー。出ると思ったんだけどな……ロイヤルストレートフラッシュ」

『…………』

　全員が思った。

『（こいつは……真しん性せいの……）』

　悟さとった。

　世の中には、『絶ぜつ対たい』があるのだと。

　たとえ太陽が昇のぼらない日があっても。

　この会長がカードゲームで圧あつ勝しようする日は、『絶対』来ない。

　知弦さんの目を見る。絶望に染そまっていた。敵てき軍ぐんが……想そう像ぞう以上の……常じよう識しきでは考えられない弱さだったのだ。こちらがいくら手を抜ぬいてもどうにもならない……それはまるで九十九レベルの勇者が、ス○イムを一撃で倒たおさないように攻こう撃げきしろと言われているようなものだった。無理だ。そんなレベルまで降おりることは、俺達には出来ないっ！

　俺達は……無力だ。いや、違ちがう。会長が、無力だ。無力すぎる。

　俺達が絶望に包まれている中、会長が自主的にカードをかき集めながら告げる。

「じゃ、次はなにするー？」

『!?』




　ざわ、ざわ、ざわ。




　俺達のバックに、そんな擬ぎ音おんが出ているのを感じた。

　真冬ちゃんと深夏の目が動どう揺ようで激はげしく揺ゆらいでいる。知弦さんも冷静を保たもとうとはしているものの、胸むねの辺りを苦しそうに押さえていた。

　俺も……会長を、怯おびえた目で見つめる。

　なん……だって？　次？　次、だって？　しかも「なにするー？」って……もう、ポーカーは終わり？　そんな……そんなっ！　あんだけ……あんだけ決意して臨のぞんだ戦争を……そんな……そんな一言で終わらせて、次の戦争を起こそうというのか貴あ女なたはっ！

「ふ……ふは……ふははははは」

「す、杉崎？」

　俺は思わず笑い始めてしまった。会長がキョトンとしている。

「いえ、なんでもありませんよ、会長。いえ……ベルセルク」

「意味分からないよ！　ベルセルクじゃないよ、私！」

「ふ……では、修しゆ羅らと改めさせてもらいましょうか」

「会長か桜野くりむと改めてよ！　なんで修羅になったのよ！」

「修羅よ。貴女は、そこまで戦争が好きなのかっ！」

「好きじゃないよ!?　なんでそんな勘かん違ちがいされているの!?」

「いいでしょう。貴女がそこまで血を望むのならば、我われらは喜んで人ひと身み御ご供くうとなりましょうぞ！」

「口調とテンションがまるで理り解かいできないよ！」

「さぁ皆みなのもの！　戦いくさじゃ、戦じゃー！」

『おおー！』

「なんで皆みんなまで!?　なんなのこの気持ち悪い状じよう況きよう！」

　俺の言葉に呼こ応おうし声をあげた知弦さんと椎名姉し妹まいを見て、会長の表ひよう情じようがひきつる。

　こうして俺達は、長い長い戦いへともつれこんでいくのであった。

　これが、後に「クリムゾンの悲ひ劇げき」と呼ばれる戦争の始まりである。





＊






《戦争、絶対ダメ》という共通認にん識しきを会長以外の全員が持つに至いたった日の翌よく日じつ。

　俺達は少し遅おくれている会長を待ちながら、どんよりとした空気で会合していた。

　知弦さんが切り出す。

「さて……私達は昨日、あの戦争を『もう遅おそいから』という理由で休戦に持ち込み帰き宅たくしたわけだけれど……。アカちゃんの目、見たでしょう？　あれは、まだまだ戦争を続ける意い志しを持った目だったわ。つまり……今日も、戦争の続きが始まる。戦争は未いまだに終結していないのよ」

　知弦さんの言葉に、椎名姉妹が肩かたを落とす。生徒会室の暗さが尋じん常じようじゃない。

　どうしてこんなことになったのだろう。それもこれも……。

「真冬……あんたがトランプなんて持ってくるから」

　深夏が、言ってはいけない一言を言う。真冬ちゃんは「ひぅ」と涙なみだ目めになり、しかし、その矛ほこ先さきを姉ではなくて、俺に向けてきた。

「そ、そんなこと言ったら、す、杉崎先せん輩ぱいが『会長が一勝したら終わり』なんて提てい案あんをしたのがそもそも……」

「な、真冬ちゃん、そりゃないよ！　それに、あそこまでの戦せん役えきに拡かく大だいしたのは、知弦さんがポーカーなんてギャンブルに出たから……」

「あ、あら。私がいけないというの？　何もしてない人よりいいと思うけど。……そこの……今回の件けんにおいてとことん影かげの薄うすい深夏よりはねっ！」

「な──。あたしは確たしかに何もしてないが、状況を悪化させもしてないだろ！　そうだ！　そもそもこんなに被ひ害がいが出たのは、この三人のせいじゃねえかっ！」

「ひ、酷ひどいよお姉ちゃん！　じゃあ言わせてもらうけどさぁー」

　……というわけで、生徒会室は現げん在ざい、大変、ぐだんぐだんだ。とんでもなく居い心ごこ地ちの悪いハーレムだ。戦争とは、人の心を荒すさませるものらしい。

　会長以外の四人で今日の対たい処しよ法ほうを練るはずが、もう、作戦さえ立てられる状況じゃない。

　なんてこった……今回の話のタイトル、変えるべきじゃねえか、これ。

　というわけで勝手に新タイトル。




【真・第六話～崩ほう壊かいする生徒会～】



　やべぇ。最終回だこれ。もしくは、最終回の一回前ぐらいだ、このタイトル。

　っていうか、俺おれの予定じゃ徐じよ々じよに結けつ束そくしていって、最終的にハーレムになる計画だったのに。なんだこれ。第一話の頃ころより仲悪くなってね？

　ここは、主人公たるこの俺がビシっと決めてこそ、ライトノベルだろう。

「聞け、俺の女ども！」

『キー君（先輩・鍵）は黙だまってて！　ハ○ター×ハンターが完結するまで！』

「いつまで!?」

　というわけで俺、すごすご退たい場じよう。

　結けつ論ろん。

　ごめん、これ、どうやらバッドエンドらしいぞ、読者諸しよ君くん。

　サービスカットを期待していた人。際きわどいシーンを期待していた人。少なくともキスシーンぐらい読みたかった人。ホントごめん。ちゃんと攻こう略りやくサイト見るべきだったわ。

　次のプレイではこの反省を活いかして、第六話で【遊ぶ生徒会】のルートに入らないように気をつけよう。真冬ちゃんがトランプを取り出したら、その時点で「待て！」の選せん択たく肢しを選ぶことにしよう。そうしよう、そうしよう。

　…………。

　ライトノベルなんだから、ここで都合のいい時間逆ぎやつ行こう現げん象しようとか起きないもんかと期待してみたが、結果は悲ひ惨さんだった。ケンカがエスカレートしている。もう、描びよう写しやしたくないほど、エスカレートしている。

　さてさて、どうしようか。バッドエンド確かく定てい後ごって、どうすんの？

　あ、そうか。

　死ぬか。デッドエンドか。一いつ旦たん電でん源げん切るか。

　というわけで。

「皆みなさん、さようなら。俺は、次の世界に行く」

『はい？』

「死のう」

　首にカッターナイフを突つきつける。すると──

『わー！』

　今までケンカしていた知弦さんと椎名姉し妹まいが、慌あわてて俺に飛びかかってきた。

　体たい勢せいをくずし、がらがらと三人で崩くずれ落ちる。

　結果。

『…………』

　喜べ、読者諸君。

　サービスシーンの完成だ！　ここは恐おそらくカラーイラストでもピックアップされると思うぞ！　とくと見ろ！

　俺の上に、知弦さん、深夏、真冬ちゃんが倒たおれてきていた。

　俺が、女じよ性せい三人に押し倒されていた。

　残念なことに、胸むねに手が……みたいな体勢にこそならなかったものの、かなり幸福だ。

　やーらかい。やーらかい体がむにむにと、三方向から俺に押し付けられているのだ。

　これが……。

　これが、ハーレムルートかっ！

　俺は悟さとった。生きるとは、こんなにも、素す晴ばらしいことなんだと。

　なんて甘かん美びなんだ！　なんて……なんて幸福なんだ！

　理り解かいした。

　もう俺は諦あきらめない！　この……この幸福を手に入れるためなら、なんだってしてやる！

　そうだ！　戦争がなんだ！　そんなもの、簡かん単たんに吹き飛ばしてやるさ！

　ゲームやアニメで用いられる、あの手法を……最後の手しゆ段だんを使ってでも！

「……いったぁ」

　知弦さんが呻うめき、三人がもそもそと体勢を立て直そうとする。しかし俺はそれを……ぐいっと、引ひっ張ぱりなおした！　途と端たん、再ふたたび体勢を崩して俺に密みつ着ちやくする女性達！

「こら、鍵、何するんだ！」

「せ、先せん輩ぱい、苦しいですぅ！」

　椎名姉妹の文もん句くを無む視しして、抱だきしめ続ける。

　時間を確かく認にん！　うむ、そろそろだ！　そろそろ……。

　瞬しゆん間かん、ガラガラと生徒会室の扉とびらの開く音。そして──




「さぁて、今日も元気にトランプするわよーっ……て」




　それは、会長の声だった。生あい憎にくこちらから表ひよう情じようは見えないが……恐らくは、今、俺達を見て、一生懸けん命めい思考していることだろう。

「え、えーと」

　どうやら反はん応のうに困こまっているらしい。

　しばしの逡しゆん巡じゆん。そうして……どうやら、行き着いたらしい結けつ論ろん。

「す、すぅ～ぎぃ～さぁ～きぃ～！」

　とりあえず怒おこっておこうと思ったらしい。

　計画通り。

　同時に、俺の拘こう束そくを抜ぬけ出た三人娘むすめもぎゃあぎゃあと騒さわぐ。

「な、なにするのよキー君！　まさかそこまで性せい欲よくを持て余あましているなんて……。くっ。この紅葉知弦、見み誤あやまったわ！」

「くそ、この、死ね！　てめぇいよいよ本ほん性しよう現あらわしやがったなこら！」

「ぐす……。杉崎先輩……見み損そこないました」

　全員が俺を憎ぞう悪おのこもった視し線せんで見ている。

　そうして。

　会長の、決定的な一言。




「そこになおりなさい、杉崎！　今日はずっと説教よ！」





＊






　こうして、この「クリムゾンの悲ひ劇げき」は、とある青年……『人類共通の敵てきの出しゆつ現げん』によって、うやむやのうちに終結した。




　この後、実に三百年に亘わたってこの『敵』は最低の男として語り継つがれることになる。しかしその後、彼の記した書物『生徒会の一存』の発見により、歴史の解かい釈しやくは大きく揺ゆらぐこととなった。

『青年は、実は敵ではなく救世主だったのではないか』『彼は自己を犠ぎ牲せいにして、戦争を止めたのではないか』と論じる学者が出現したのだ。

　しかし、その解釈は多くの者に異い端たんとみなされ、直後に謎なぞの奇病で学者が死亡したこともあり、結局は世間に受け容いれられることなく消えていった。

　真実は今も、闇やみの中である。




　…………。




　っていうか、ぶっちゃけ皆、どうでもよかったのである。








　【最終話～振ふり返る生徒会～】







「過か去こに囚とらわれてばかりじゃ駄だ目め！　未来を見み据すえて歩くべきよ！」

　会長がいつものように小さな胸むねを張はってなにかの本の受け売りを偉えらそうに語っていた。

　よく分からないが、また、俺をジーッと見ている。……イヤな予感。

「え、ええと？」

　立ち上がった会長を上うわ目め遣づかいに覗のぞき見る。会長は俺をしばらく見つめた後、何を思ったのか、今度は椎しい名な姉し妹まいと知ち弦づるさんにまで、その意味のわからない視し線せんを送り始めた。当然、皆みな、首を傾かしげる。

　一通りそれぞれと目を合わせると、会長、大きな声で宣せん言げん。

「第一回、チキチキ、親しん睦ぼくを深めよう会～！」

「……はい？」

　ドンドンパフパフ～と、会長は一人で何か盛もり上がっている。俺達はと言えば、完全に置いてかれていた。深み夏なつなんか、口をだらしなくぽかんと開けてしまっている。

「な、なんだぁ？」

「ほら、深夏！　ムードメーカーなんだから、一いつ緒しよに盛り上げてっ！」

「え、と。い、いぇ～い？」

「真ま冬ふゆちゃんも」

「えぇ？　え、えとえと……パチパチ」

　真冬ちゃんが、おずおずと拍はく手しゆをする。二人とも……意味も分からず、とりあえず会長命令に従したがっているようだ。

　俺は知弦さんとアイコンタクトを交かわす。しかし、二人ともやっぱり状じよう況きようは認にん識しきできず、結果、いつも通り「見守る」という結けつ論ろんに落ち着いた。

　椎名姉妹の盛り上げに満足したのか、会長は、ようやくホワイトボードに今日の議題を記し始める。キュッキュと、サインペンの音だけが室内に響ひびき渡わたった。

　そうして……。

「親睦会？」

　知弦さんがボードを眺ながめて呟つぶやいた。会長は「そう！」と勢いきおいよく振り返る。

「今日は親睦会をしようと思うわ！」

　自信満々に告げる会長の背はい後ごのボードには、くっきりと、大きな文字で「親ぼく会」と書かれていた。親睦の「睦」の字が分からなかったらしい。妙みようにしまらない字じ面づらだった。

「また、どうしてこの時期に親睦会なんて……」

　知弦さんは額ひたいに手をやって嘆たん息そくしていた。本来やらなければいけない仕事が溜たまっているのかもしれない。まあ、それでも頭ごなしに会長を否ひ定ていしないのが、知弦さんの知弦さんたる所ゆ以えんだけど。

　会長はと言えば、そんな知弦さんの苦く悩のうに全く気付く素そ振ぶりもなく、満面の笑えみで自分の企き画かくを語り始める。さも、「名案でしょ？」と言わんばかりの表ひよう情じようだ。

「ふと思ったんだけど、この生徒会メンバーって、お互たがいのこと殆ほとんどよく知らないのよね」

「知らない？　いつも一いつ緒しよに駄だ弁べっているじゃねーか」

　深夏が不思議そうに首を傾げる。しかし、会長は「ちっちっち」と人差し指を振った。

「甘あまいわね、深夏。確たしかに、世間話はよくするわ。でも、改めて考えてみて。単たん純じゆんに『お互いの人となり』という観点では、実は、よく分かってないのよ」

「どういうことだ？」

「つまり、私が知っている深夏っていうのは、椎名深夏っていう名前で、男口調で、体育が得意な、高校二年生。それだけってことなのよ」

「なんの問題が？　普ふ通つう、そんなもんじゃね？」

　深夏の言葉に、俺おれも知弦さんも真冬ちゃんも頷うなずいた。実じつ際さい、友人関係にそれ以上の情じよう報ほうなんて、あんまり必要ない気がする。生徒会メンバーに限かぎらず、一年の時からのクラスメイトだって、それ以上の情報を俺は殆ど持っていない。精せい々ぜい、趣しゆ味みや嗜し好こう、家族構こう成せい、血けつ液えき型がたが追加されるぐらいだ。しかし、この程てい度どの情報でも、人間関係には何の問題もない。

　しかし、会長は全く譲ゆずらなかった。机つくえを強く叩たたく。親しん睦ぼく会かいとか言いつつ、威い圧あつしまくりだった。

「駄だ目めなのよ、それじゃあ！　ただの友人関係なら、それで別にいいでしょう！　でも、私達は生徒会！　学校を背せ負おって立つ精せい鋭えい集しゆう団だん！　選ばれし戦士達！　つまり戦友！」

「何と戦っているんですか、俺おれ達たち」

「社会の軋あつ轢れきとか、大人達の作ったルールとよ！」

「うわー、熱血青春っぽい戦いしてるんですね、俺達」

　初耳だった。そんな熱い集団だったのか、生徒会って。

「そうよ！　だからこそ、そんな背中を預あずけあう戦友同士が、お互いを深く知らないっていうのは大問題なのよ！　今こそ親睦会を！」

「…………」

　高らかに宣せん言げんする会長を眺め、俺達はそれぞれ、心の中で嘆たん息そくする。

　俺はとりあえず今日の仕事が自分一人で充じゆう分ぶん片かた付づけられるかを頭の中でシミュレーションしつつ、会長に尋たずねる。

「で？　会長は皆みんなの何が知りたいんですか？　……いや、そうか！　分かったぞ！」

「？　何が分かったの？　杉すぎ崎さき」

「会長、この企画、俺も大だい賛さん成せいです！」

　俺はすっかりシミュレーションも忘わすれて興こう奮ふんする。今度は会長が不思議そうにしていた。

「あ、うん。賛成してくれるのは嬉うれしいんだけど……ええと？」

「会長！　つまり……つまり、『スリーサイズは？』とか、『好きな男だん性せいの好みは？』とか訊たずねればいいんですね！　なんていい企画だ！」

「違ちがうわよ！　なんでそうなるのよ！」

「『最初のデートはどこがいい？』とか、『告白は待つ方？　したい方？』とかですよね！」

「親睦会というより、単なるフィーリングカップルじゃない！　しかも一対四！」

「そういうことなら、俺も一ひと肌はだ脱ぬぎますよ！」

「脱がなくて結けつ構こうよ！　色んな意味で！」

「ええー」

　俺はがっくりと肩かたを落とす。会長はそんな俺の様子を見守り、疲つかれた様子で続けた。

「つまりね。杉崎の言っているようなものでは全くなくて……。私としては、お互いの……そう、過か去ことかをね、語り合ったらいいんじゃないかって──」

　そう会長が言った途と端たん。生徒会室が、俄にわかに緊きん張ちよう感に包まれた。知弦さんが目を伏ふせ、椎名姉し妹まいが表情を消し、俺も会長から目を逸そらしてしまう。会長自身もすぐに自分の失言に気付いたようで、慌あわてて取り繕つくろい始めた。

「あ、い、いや、そ、そんなに深いこと喋しやべりあおうっていうんじゃなくてね、うん」

　わたわたと慌てる会長が、痛いたましい。フォローに回るべきだと俺も皆も分かっていたが、しかし、ちょっとすぐには口が回らなかった。

　俺達は……ちゃんと話したことはなかったけれど、お互い、どうやら「立ち入られたくない過去」というのがあるようだ。俺達に限らず誰だれにだって話したくないことの一つや二つはあるだろうけど、この生徒会メンバーの場合、少々平へい均きんよりは胸むねに刺ささるトゲが大きいみたいで。

　会長もその辺は分かっているハズだから、わざとじゃないんだろう。親睦会っていうのも、別に深いところを曝さらけ出そうっていうことじゃないはずだ。

　俺はどうにか自分にそう言い聞かせ、ニコリと、ぎこちない笑えみを浮うかべる。

　会長も安心したように微ほほ笑えんでくれたものの……しかし、一度硬こう直ちよくしてしまった空気は、中々元に戻もどるものじゃなかった。全員、早く会長を安心させてあげなきゃと頭では思っているのだろうけど、どうしても、感情が追いつかないらしい。

　会長がちょっと泣きそうになってしまっているのを見て、嘆息する。……会長は、会長なりに、俺達ともっと仲良くなろうと親睦会を企き画かくしたんだ。それなのにこの状じよう況きようじゃあ……。ちょっとあんまりだ。

（仕方ないな……）

　ハーレムの主として、ここは、俺がなんとかしなければいけない。とりあえず時間さえ稼かせげれば……全員、心に余よ裕ゆうは戻るだろう。

　俺はぎくしゃくしてしまったこの空気を打ち破やぶるべく、思いっきり、立ち上がった。

「杉……崎？」

　会長、そして皆が見守る中……俺は、一度微び笑しようを浮かべ、そして……話し始める。




「ぶっちゃけ俺には、美少女の義ぎ理りの妹と、これまた美少女の幼おさな馴な染じみがいたりしますっ！　そう……以前の二ふた股また疑ぎ惑わくの時の二人なんスけどね。あはは……」




　空気が、とりあえず、変わった。……微び妙みような方向に。





＊






「ちょっと待ちなさい」

　俺の発言に、会長が表情を険けわしくして待ったをかける。

「なんですか？」

「なんですか、じゃないわよ！　なにそれ！　妄もう想そうじゃないでしょうね!?」

「失礼な。俺がそんな妄想するような男に──」

「見えまくるわよ！」

「……でしょうね」

　自分で自分の行動を顧かえりみて、成なる程ほど、と思った。しかし……。

「でも、そうは言っても、事実は事実ですからねぇ……」

　着席し、椅い子すにふんぞり返りながら、そう呟つぶやく。皆は、俺を呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　混こん乱らん気味の会長に代わり、知弦さんが嘆たん息そくしながら確かく認にんをとってくる。

「ええと……キー君。それは、その、この場の空気をなんとかしようとしてついた嘘うそ……というか、ジョークの類たぐいじゃあ、ないわよね？」

「む、失礼な。俺はいつだって真ま面じ目めですよ」

「そういう発言が信じられないのだけど……」

「信じて下さい、知弦さん。俺の言葉は、政せい治じ家かが選挙前に掲かかげる公約の実じつ現げん率りつと同じくらい、信用に足りますからっ！」

「逆に信じられなくなったわね」

　そう呟き知弦さんは額ひたいに手をやる。どうやら、呆あきれながらも、信じてはくれたようだ。

　そうこうしていると、今度は深夏が「ちょっと待てよ」と、椅子をガタガタ鳴らしながら俺を覗のぞき込んできた。

「そりゃあおかしいだろ、鍵けん」

「？　何が？」

「だってお前……それが本当だとしたら、お前、今いま更さら自分で努力するまでもなく、環かん境きように……女に恵めぐまれてんじゃねえかよ。なんで、ハーレムだのなんだのを目標とする必要がある」

「あー、それはだな」

「あ、いや、分かった。そうか、フラれたんだな、その二人にも」

「違ちがうわ！　好意バリバリだわ！　少なくとも片かた方ほうは妹だぞ！　家族だぞ！　フラれてたまるかっ！」

「ええー」

　全く信じてない目だった。深夏に限かぎらず、他の皆みんなもである。

　俺はふんと鼻を鳴らした。

「いい機会だから言っておこう。この生徒会は、どうも、俺を舐なめているフシがあるからな。俺、ここでこそこんな扱あつかいだが、出るとこ出れば、かなりモテるんだぞっ！」

「オ○マバーとかでか？」

「そんな特とく殊しゆ環境限げん定ていの魅み力りよくじゃないわ！」

「熟じゆく年ねん層そうか？」

「理由が分からん！」

「千の風にでもなったのか？」

「私は死んでなどいません！」

「……じゃあ、誰にモテてるんだよ……」

「普ふ通つうにモテてるんだよ！　同年代の女子に！」

「…………」

　深夏は目をパチクリとする。真冬ちゃんまで驚おどろいた様子で、呆然と呟いていた。

「そ、その発想はなかったですね……」

「なかったの!?　一番最初に出るべき発想じゃね!?」

「世の中には、科学では解かい明めいできないことがあるのですね」

「酷ひどい！　真冬ちゃん、相変わらずサラリと酷ひでぇよ！」

　俺は全力で「俺がいかにモテるか」を生徒会メンバーに熱く語る。そうこうしていると、話を区切るように会長が「それで」と切り出した。

「杉崎がモテるのは……百歩譲ゆずっていいとして。義ぎ理りの妹と幼おさな馴な染じみの話はどうなったのよ」

「あ、忘わすれてました。ええと……なんでしたっけ？」

「そんな存そん在ざいがいるなら、ハーレムだのなんだの言わなくていいんじゃないかって話」

「ああ、そうでしたそうでした」

　俺はそこで一区切りし、少し喉のどが渇かわいたので、生徒会室備そなえ付けのポットの元に向かい、インスタントの番茶を淹いれる。回転寿ず司し屋やとかによく備え付けられているアレだ。会長の趣しゆ味みらしく、校こう則そく違い反はんっぽいが、ここでは茶が飲める。一いち応おう、「議ぎ論ろんのスムーズな進行には水分が必要」とかいう理由らしい。

　メンバーにも「飲む人ー」と声をかけるも、特に誰も要いらないようだったので、自分の分だけ淹れて、席に戻る。

　番茶を一すすりし、俺は話を再さい開かいした。

「まー、確たしかに、中学時代の俺はあんまり女に興きよう味みない……って言うと語ご弊へいありますけど、飛あす鳥かと林りん檎ご……幼馴染と義理の妹以外の女じよ性せいが殆ほとんど眼がん中ちゆうになかったッスね」

「え？　杉崎って、中学時代からそういう感じじゃなかったの？」

「んー、まあ、そうですね。今の俺から、エロ要よう素そとか妙みようなテンションの高さとかを抜ぬいたら、中学時代の俺になる感じですね」

「なにその理想の杉崎。高校に入って以い降こう、めきめきと堕だ落らくしているのね」

　酷い言われようだった。まあ……異い論ろんは無いけど。それでも、「その原げん因いん」を作った張ちよう本ほん人にんに言われると、ちょっとムッと来るな。

　会長はくるくると髪かみをいじりながら、訊たずねてくる。

「それで、そのカッコイイ杉崎は、幼馴染と義理の妹で二ふた股またかけて、失敗したっていう話なのかしら」

「なんか凄すごくテキトーにあしらわれている気がしますけど……言っちゃえば、そうですね」

「で、フラれたショックで、エロゲに逃とう避ひして」

「はい」

「今現げん在ざいは、新たなハーレムを形成しようと張はり切っていると」

「その通りです」

「典型的な駄だ目め男じゃない！」

「…………。…………おおっ」

「今気付いたの!?」

「今気付きました」

「どこまで堕落すれば気が済すむのよ、アンタは！」

「いやぁ、まさかとは思っていましたけど、事実だけを省しよう略りやくして俯ふ瞰かんすると、俺、なかなかに最低人間じゃないっスか」

「なにをヘラヘラと！　副会長が最低人間でどうするのよ！」

「懐ふところの深い生徒会に、乾かん杯ぱい」

「最低人間が番茶で何を気取っているのよ！」

　滅め茶ちや苦く茶ちや責せめられていた。気付けば、会長以外のメンバーも俺に対してドン引きである。好感度がガンガン下がっていくのが肌はだで伝わってくる。

　仕方ないので、俺おれは、茶をもう一口飲んだ後、少しだけ補ほ足そくしておくことにした。

「実じつ際さい、俺は確かに最低なヤローだったんですよ。なにせ……自分の命より大事に思っていた女の子達を、二人とも、傷きずつけたんですからね……」

「…………」

　俺の神しん妙みような表情に、会長が押おし黙だまる。生徒会全体が、シンと、静まり返ってしまった。

　数秒して、おずおずと、真冬ちゃんが口を開く。

「で、でも、あの、あのっ！　真冬は……真冬は、杉崎先せん輩ぱいがそんなに酷い人だなんて、思えません！」

「真冬ちゃん？」

　一生懸けん命めいフォローする真冬ちゃんに、キョトンとする。

「それは、その、確かに、杉崎先輩は女の子にだらしないですけど……。でもでも、だからこそ、女の子を傷つけるようなことは絶ぜつ対たいにしない人だって、真冬は、思います！」

「……ありがとう、真冬ちゃん。でもね……傷つけたのは、事実だから」

「先輩……」

　真冬ちゃんが悲しそうな顔をする。少し胸むねに痛いたみを感じつつも、「その事実」から目を背そむけるわけにもいかないので、俺は、話を続けた。

「ま、その……俺にとって、二人はとても大事な……両親以上に大事な二人でさ。家族、って言うより……家族の中でも、特に大事な人……みたいな括くくりでさ。そんな二人だったからこそ……俺が傷つけたっていう事実は、うん、忘わすれちゃいけないんだよ」

「先輩……。で、でも」

　真冬ちゃんが言葉に詰つまったのを見かねて、隣となりから、深夏が助け舟ぶねを出した。

「鍵。あたしも真冬に賛さん成せいだ。あたしは……男子っていうものを信用はしてねぇし、お前のいい加か減げんさも充じゆう分ぶん知っているが、それでも、鍵が不ふ真ま面じ目めな気持ちで理由もなく女を傷つけるような下げ種すじゃないってことだけは、確かく信しんしている」

「深夏……」

「別に突つっ込こんだ理由話せとは言わないけどよ……。多少の言い訳わけぐらい、しろや。少なくとも、ここにいるメンバーは、お前の気持ちぐらい、汲くみ取ってやれるヤツらだぜ？」

　深夏のその言葉と同時に、会長と知弦さんと真冬ちゃんが、コクリと頷うなずく。

　俺はそんな優やさしいメンバー達の気き遣づかいに微ほほ笑えみ……そうして、口を開いた。

「俺にとってはさ。その二人って……何より大事だったんだ。世界で一番愛している二人だった、と言っても全然過か言ごんじゃなくてさ。

　で、ある時、俺は、幼おさな馴な染じみ……飛鳥から告白されたんだ。俺も彼女のことを好きだったから、当然のように付き合うことになった。そこまでは良かった。

　だけど、妹は……義ぎ理りの妹はそれが許ゆるせなくて、な。ちょっと、事じ件けんが起きてしまったんだよ」

「事件？」

　会長が首を傾かしげる。しかし、俺は「すいません」と首を振ふった。

「詳くわしいことは勘かん弁べんして下さい」

「あ、ごめん……」

「いえ。とにかく、色々ありまして……妹は、精せい神しん的に不安定になってしまいましてね。入院生活を余よ儀ぎなくされるほどに、ね」

「…………」

「俺にとっては妹もすごく大事な子だったから……林檎に付きっきりの看かん病びよう生活をするようになった。彼女になったはずの飛鳥を差し置いて、ね。それが……」

「二ふた股またって……周囲には言われてるわけね」

「ご名答です」

　俺の回答に、会長が、急に憤ふん慨がいして立ち上がる。

「なにそれ！　そんなの、二股じゃないじゃない！」

「いえ、二股ですよ」

「どこがよ！　だって、杉崎は入院中の妹のことを案じていただけで……」

「たとえ行動的にはそれだけだったとしても。俺の心は……その頃ころ、確たしかに、分ぶん割かつされていましたから。飛鳥と林檎……二人の女の子を同時に大事にしようとして、破は綻たんしていましたから。それは、やっぱり、二股って言うんだと思います」

「そんな……」

　会長がシュンと落ち込む。

　微び妙みような空気になってしまった生徒会の様子を見かねて、知弦さんが、気を遣って話を進めてくれた。

「それで、キー君達は結局どうなったの？」

「ああ……簡かん単たんですよ。典型的な浮うわ気き男の末路です。『あっちを立てればこっちが立たない』っていう状じよう況きように翻ほん弄ろうに翻弄され、大事なものの順番をつけられず、結果……」

「…………」

　知弦さんまで黙り込んでしまった生徒会に向かい……俺は苦く笑しようして、告げた。




「つまりは、俺、杉崎鍵を主人公としたラブコメは、一度、壮そう絶ぜつなバッドエンドを迎むかえたことがある……ってだけの話です。はい、俺の過か去こ話第一部、終しゆう了りよう～」




『…………』

「うっ」

　しまった。なんか……生徒会の空気が、物もの凄すごく、「ず～ん」と沈しずんでいる。

　な、なんとかしなければっ！

「あ、安心しろ、皆みんな！　俺と飛鳥は、付き合っていたと言っても、手を握にぎる段だん階かいまでしか進んでないぞ！　悲しいことに！　結局完全に幼馴染のままだったな、アレは！」

「いや、そこは誰だれも気にしてないんだけど……」

　会長の淡たん々たんとしたツッコミにもめげず、俺は続ける。

「あ、そ、それにほら、この事件を経へて、俺は、今の俺になる決意をしたんですから！　いい教訓にもなったっていうか……」

「なによ、教訓って……」

　嘆たん息そく混まじりの会長に向かい……俺は、少しだけ表ひよう情じようを真ま面じ目めにして……返す。




「もう、大事な人間に無理に順番なんて付けようとしないって。いくら苦しくても、辛つらくても。大事なものは……全部この両手に抱かかえられる男になるって……決意、したんです」




「──────」

　会長が、ハッとした様子でこちらを見る。

「杉崎……。まさか、貴あ方なた、だから、ハーレムなんて……」

「…………え、と」

　う、ううむ、しまったなぁ。こういうのは、言っちゃったらカッコ悪いじゃないか。

　なんか全員こっちを同情的な視し線せんで見ているし……うう……。

　こ、こうなったら、強きよう制せい的に話題変えよう！　そうしよう！

「第二部！」

「は？」

「杉崎鍵物語、第二部！　生徒会メンバー邂かい逅こう編へん、スタート～」

「はぁ？」

　会長はすっかり状況に取り残され、キョトンとしている。

　数秒後、ようやく、会長は話題に追いついてきた。

「ちょ、ちょっと待ちなさい、杉崎。邂逅編もなにも、私達の出会いって、今年の春に生徒会室で顔合わせしただけじゃ────」

　会長がそう言いかけた途と端たん、深夏が、「いや、違ちがうぞ」とそれを遮さえぎる。

　深夏は俺と会長を交こう互ごに見る。

「少なくともあたしは、一年前……初夏ぐらいだったかな？　とにかく、一年の時に会っているぞ、鍵と。確かにあの頃の鍵は、今ほどエロスの塊かたまりじゃあなかったな、うん」

「え、え？　そうだったの？」

　会長は初耳だったらしい。すっかり動どう揺ようしているところに、知弦さんが追い討うちをかける。

「私も去年の秋に一度会っているわね、保ほ健けん室しつで」

「ほ、保健室？」

「ええ。……そこで私がキー君を……大人の男にしてあげたのよ」

「え、ええ!?」

　知弦さんがあまりに妖よう艶えんに言うものだから、会長がしゅぼっと赤面する。……知弦さん……。保健室で会ったのは事実でも、俺、そこまで嬉うれしい経けい験けんした覚えがないんですけど……。まったく……。

　すっかりお疲つかれの会長に、更さらに、真冬ちゃんまで追い討ちをかける。

「あ、ここでは話してないですけど、真冬も、この学校に入る前……中学三年生の冬に、杉崎先せん輩ぱいと会ってますよ」

「ま、真冬ちゃんまで？」

「はい。あの時……杉崎先輩は、公園でコテリと倒たおれていました」

「なにその出会い方！　激はげしく気になるわ！　っていうか、深夏と知弦のも全部気になるわよ！　なんなのよ！　なんで話さないのよぉ！」

　会長が、すっかり「除のけ者」だったことにいじけている。

　しかし……そうは言っても……。

「会長、会長」

「なによ、杉崎！」

「いや……その、今この状じよう況きようではとても言いにくいんですけど……」

「だから、なによ！　これ以上に衝しよう撃げき的な事実なんて、そうそう──」

「あの……会長と俺も、出会ってるんですよ、以前に。あ、その頃はまだ会長は副会長でしたけど」

「ふぇ？」

「しかも、去年の春。つまり、ここのメンバーの誰よりも早く、邂逅してます」

「え。…………。えええええええええええええええええええええええええ!?」

　会長の絶ぜつ叫きようが生徒会室……どころか、恐おそらく廊ろう下かまで響ひびき渡わたる。

　そういえば……あの時、この人、俺の顔をちゃんと見てなかったな。

「ちょっと、どういうことよ、それ！」

　会長が俺の襟えり首くびを掴つかんでぶらんぶらんと揺ゆらしてくる。




　俺は一つ嘆たん息そくして……杉崎鍵物語、第二部、邂逅編を軽く語ることにした。
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「んじゃ、会長が凄すごく気にしているみたいなんで、会長との出会いをば」

　俺は会長の方へと視線を向ける。彼女はなぜか、緊きん張ちようした面おも持もちで背せ筋すじをピンと伸のばし、椅い子すに座すわり直した。

「会長との出会いは、学校の廊下です」

「廊下？　まさか、すれ違っただけ、とかじゃないでしょうね？」

「違いますよ。ちゃんと会話もしました」

「ええ？　……全く覚えがないわ」

「でしょうね。会長はあの時、俺の顔を見ていませんから」

「？　廊下で会って、喋しやべりもしたのに、顔は見てないの？」

　会長が首を傾かしげる。見れば、俺と会長の出会いを知らない他のメンバーも、興きよう味み津しん々しんな様子で俺の話に耳を傾かたむけていた。……うん、大分空気が回かい復ふくしてきたな。いい傾けい向こうだ。

　俺は番茶を一口飲み、きちんと最初から説明を始める。

「そもそも、あの頃の俺は、ほら、中学時代の経けい緯いがありまして、ちょっと荒あれてましてね。……と言っても、別に暴ぼう力りよく働いていたわけじゃないんスけど。こう、一いつ匹ぴき狼おおかみみたいな空気を纏まとっていたというか、『オレに近付くな』という空気バリバリだったんですよ」

「さっきの話を考えれば……分からないじゃないわね」

「飛鳥は内地に行っちゃうわ、妹とは面会謝しや絶ぜつになるわで、俺も結けつ構こうキてましてね。大事なもの一気に失っちゃうと、人間、軽く自じ暴ぼう自じ棄きになるもんで。

　で、俺もすっかり落ちぶれた生活していたんですけど……。そんな時に、出で逢あったんです。そう……」

「お、私の登場ね！」

「『本の化物』と」

「誰よ！」

「貴あ女なたですよ、会長。貴女との出会いの話をしているんですから」

「私は『本の化物』じゃないわよ！」

　会長が全力で否ひ定ていしてくる。しかし……あれは、確たしかに、本の化物だった。

　俺は続ける。

「具体的に言えば、大量の本を持って、上半身が隠かくれちゃっている、ちびっこい先せん輩ぱいに出会ったんです。放課後、廊下の先から、そんなのが歩いてきたんですよ？　そりゃ、ぎょっとして、本の化物かとも思います」

「う……。そういえば、去年は、副会長としてよくそんな雑ざつ用ようをしていたような……」

「で、完全に他人に興味をなくした荒すさんだ俺でも、流さす石がに、それは見み過すごせなかったわけで。『だ、大だい丈じよう夫ぶですか？』と思わず声をかけてしまったのが、出会いです」

「そ、そうだったんだ……。あれ？　でも、それじゃあ、なんで私は覚えてないの？」

「結局、本を半分ぐらい俺も持って手伝うことにしたんですけど、それでも、会長ちっこいから、俺の顔が自分の持つ本の束のせいで全然見えなかったみたいですよ。運び終わった後は、俺も、すぐに去りましたからね。結局顔は見られなかったのかと」

「う……」

　ちっこいという指し摘てきに傷きずついたらしい。会長は胸むねを押おさえて呻うめいていた。

　俺は嘆たん息そくしつつ、椅子に背を預あずけ、「まいりましたよ」と当時を振ふり返る。

「なんせ会長、三階の図書室から、同じく三階の生徒会室に資し料りようを持っていく途と中ちゆうだっていうのに、なぜか一階でウロウロしてたし」

「うっ」

「ただでさえ歩幅小さいのに、慎しん重ちように歩いているせいで、階かい段だんに辿たどりつくだけのことに十分以上要しましたし」

「うう……」

「そんなんだから、見かねて『俺が全部やりましょうか？』って声かけても、『ふ、副会長をなめちゃいけませんっ！』とか妙みように意地張はるし。おかげで、余よ計けいに俺も時間潰つぶされるし」

「ううう……」

「階段上る時なんて、腕うでと足がすんげープルプルしていて痛いたましいし」

「あぁ、去年の私って……」

　会長はがっくりとうな垂だれていた。……いや、会長。今の会長も、大して進化してないですよ、あの頃ころから。

　あんまりいじめるのも可か哀わい想そうなので、話を進める。

「んで、期せずして長時間同行するハメになってしまいましたのでね。荒れていた俺でも、ついつい油ゆ断だんして、会長に色々話してしまいまして。軽くですけど、二ふた股またで女の子を二人傷きずつけて、自分はどうしたら良かったのか……みたいな愚ぐ痴ちも漏もらしたんです。そうしたら会長……」

「どうしたの？」

　首を傾げる会長。……やっぱり覚えてないのか、この人。はぁ。




「会長、こう言ったんですよ。『恋れん愛あいシミュレーションゲームをしなさい！　貴あ方なたには主人公精せい神しんが足りないわ！』と」




『は？』

　会長のみならず、生徒会全員が目を点にする。

　会長は、慌あわてて「そ、そんなこと私が言うはずないじゃないっ！」と反はん論ろんしてきたが、事実なんだからしょうがない。

「どうやら会長、その時期、丁度なんかの恋愛シミュレーションゲームをやって感動した直後だったらしくてですね。友達から勧すすめられて、やったら、不覚にも泣いてしまったとか言ってましたけど……」

「あ」

　思い当たるフシがあるらしい。……まあ、この人、すぐ流されるからな……。あの後他のマイブームが来て、忘わすれてしまったのだろう。

「当然、俺はキョトンとしましたよ。当時の俺はそういう系けい統とうのゲームに全く興味なかった上に、会長みたいな人の口からそんな言葉が出るとは思ってませんでしたからね」

「あぅ……」

「でも、会長はいたって本気で言うんです。『ああいうゲームの主人公を見なさい！　モテモテなのに、結局、皆みんな幸せにするじゃない！　貴方はアレを参考にしなさい！　それぐらいで丁度いいわ！』ってね」

「きょ、去年の私って……」

　会長はどんどん落ち込こんでいく。……悪いとは思ったが、追い討うちをかけさせてもらうことにした。

「その突とつ飛ぴな発想は、意外と俺の心にグサリときましてね。それからですよ。ギャルゲとエロゲに染そまったのは」

「それ、私のせいだったんだ！」

　会長は、俺の今のこのキャラが自分のせいだと知り、とんでもなくショックを受けたらしい。まるで世界の終わりみたいな顔をして、落ち込んでいた。知弦さんや椎名姉し妹まいも、ぎこちない表ひよう情じようで苦く笑しようしている。

　そんな様子に俺も苦笑し……しかし一言だけ、付け加えておくことにした。

「でも……俺は、それで、救われました。ありがとうございました、会長」

「え？」

「あの頃ころの俺には、本当に何も無かったんです。だけど……会長は、そんな俺に指し針しんをくれた」

「……ギャルゲだけどね」

　なんかまた会長が沈しずんでいた。俺は苦笑する。

「そうは言いますけど、あの頃の俺には結けつ構こう衝しよう撃げきだったんですよ、アレ。特に……ハーレム系の展てん開かいになるものは、カルチャーショックだったんです。ああ、こんな展開もあるんだなぁって。荒こう唐とう無む稽けいだけど、でも、皆が微ほほ笑えんでいられる未来は、ちゃんと、あるんだなぁって」

「……杉崎……」

「特に、ギャルゲの主人公って、どういうわけか俺と似にた状じよう況きようなの多かったから。義ぎ理りの妹とか幼おさな馴な染じみとか居て。三角関係になって。軽くドロドロして」

「…………」

「でも……悔くやしいんだけど、アイツら主人公と来たら、十中八九、最後には幸福を掴つかみやがる。ホント……俺、何度泣いたことか。あぁ、どうして俺はこうなれなかったんだろうって。どうして俺は……二人を、ちゃんと、幸せにしてやれない、情なさけない俺だったんだろうって。だから、俺はそれで決めたんです。俺は……『主人公』になるって。沢たく山さんの女の子を平気な顔で幸せにする『コイツらの側』に、なってやるって」

『…………』

　思わず拳こぶしを握にぎりこむ。しかし……皆からの視し線せんを受け、俺は、いつもの俺の表情でニカッと笑った。

「俺はもう一年前の俺じゃない。春に会長と出会って、キッカケを貰もらって。夏には深夏に活を入れられ、秋には知弦さんに癒いやされ、冬に真冬ちゃんに励はげまされて。バイトも勉強もギャルゲも全部全力で取り組んで。そうやって一年自分を磨みがき続けた俺は……もう、あの頃の俺じゃない。だから俺は、この生徒会に来た時、自信を持ってこう言えたんだ」




　一拍ぱくおいて。もう一度、その言葉を告げる。




「皆好きです。超ちよう好きです。皆付き合って。絶ぜつ対たい幸せにしてやるから」




　全員の顔を見み渡わたす。

　会長は「まったく」と腕うでを組みながらも、柔やわらかく微笑み。

　知弦さんは「ふふっ」と、心底楽しそうに目を細めていて。

　深夏は「理想の男だん性せい像ぞうが激はげしく間ま違ちがっている気もするけどな」と苦笑し。

　真冬ちゃんは「ある意味凄すごく真ま面じ目め……なのかな？」とニコニコしていた。

　そんな皆の様子を見守り、俺は、改めて確かく信しんする。

　ああ、俺はやっぱり、この生徒会が大好きだと。

　口に出すとまた軽くなっちゃいそうなので、心の中だけで呟つぶやく。




（俺にとっては皆も……もう、家族と同じくらい大事だぜ）




　……なんでか、今日は、妙みように照れた。
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「そういえば、結局、知弦と、深夏、真冬ちゃんとの出会い話は？」

　俺の過か去こ話をしている間にすっかりいい時間になり、他の人の昔話、及および親しん睦ぼく会かいはまた今度ということで今日はお開きの運びとなった。帰り支じ度たくをしていると、長なが机づくえの上に鞄かばんを置きながら会長が疑ぎ問もんを口にする。

　知弦さんが「そういえば話してないわね」と椅い子すを押し出しながら応じた。

「アカちゃん、気になる？」

「う、ううん。気になるにはなるんだけど、一番聞きたかった、自分と杉崎の出会いは聞けたしなぁ。帰き宅たく時間が遅おそくなってまで聞きたいものじゃ──」

「私とキー君の出会い……それは、一年前、木こ枯がらしが吹ふき始めた頃だったわ……」

「語りだした！　なんでこのタイミングで!?　話さなくていいよ別に！」

「え？　いいの？　ここからが濡ぬれ場なのに……」

「濡れ場あるの!?　知弦と杉崎の出会い話は、濡れ場があるの!?」

「八十一禁きんね」

「どんだけ過か激げきなの!?」

「常じよう人じんならば、二分と持たず即そく死しするレベルの話ね」

「じゃあいいよ！　話さなくていいよ！　凄く気になるけど！」

「残念」

　まったく残念そうじゃない表ひよう情じようで、知弦さんは椎名姉し妹まいの方を見た。どうやら、「貴あ女なた達の話はどうする？」という意のようだ。

　二人は顔を見合わせ、俺を一度見た後、まず、深夏から結けつ論ろんを出した。会長に視し線せんを向ける。

「まー、帰宅時間押してまで話すようなエピソードじゃねえしなぁ……」

「そうなの？」

「ああ。言っちゃえば、あたしが、鍵を『男』から『漢おとこ』にするだけの話だからな」

「すんごく深そうなんだけど……」

「そう……それはたとえるなら、無印からＺを飛ばしてＧＴの戦せん闘とう力りよくを得るぐらいの、些さ細さいな変化の話さ」

「大進化じゃない！　杉崎に何があったのよ！」

「まあ、やっぱり、帰宅時間押してまで語るような話じゃねえな」

「私にはそうは思えないんだけど！」

　会長の叫さけび虚むなしく、深夏は帰り支度を再さい開かいしていた。どうやら、語る気はないらしい。

　深夏の様子を見て、会長も諦あきらめたのか、今度は真冬ちゃんに視線を向ける。真冬ちゃんは、「ううむ」と唸うなっていた。

「私と杉崎先せん輩ぱいの出会いですか……。姉と同じく、それほど凄い話じゃないですよ？」

「いや、お姉さんの話と同レベルなら、凄い話だと思うけど……」

「ただ私が、冬の公園で、倒たおれた杉崎先輩を救出しただけですからね……」

「なんか今までで一番状じよう況きようが突とつ飛ぴよ！　気になるわ！」

「あの時は大変でした……。なんせ、男性経けい験けんは初めてでしたから」

「だ、だんせいけい──」

　会長が顔を真っ赤にする。真冬ちゃんはほんわかと付け足した。

「ええ。男の人に肩かたを貸かすなんて、女子校育ちの真冬は初めてで……」

「紛まぎらわしい言い方やめようよ！　っていうか、それを男性経験とは言わないよ！」

「そして、危あやうく、真冬は腐くさるところだったのですよ」

「なんで!?　それ、なんて細さい菌きんテロ!?」

「真冬はその頃ころ、女の子は男だん性せいに触ふれると腐るものと信じて疑うたがわない子だったのです」

「どんな子よ！」

　これが、本当だから困こまる。……あれは、大変だった。まあ、全すべては、隣となりで無関係のフリしているアホ姉……深夏のせいなのだが。

「まあ、どうでもいい話ですよね。早く帰りましょう、会長さん♪」

「ええー！　全然どうでもよくないよ！　っていうか、知弦も深夏も真冬ちゃんも、全部のエピソードが気になるよ！」

「お疲つかれー」

「ああ、知弦！　勝手に解かい散さんさせないでよぉ！」

　一人騒さわぐ会長を尻しり目めに、俺達はぞろぞろと生徒会室から出て行く。ちなみに、今日の雑ざつ務むは家でこなせそうなため、俺も皆みなと帰宅だ。

「ああ、待ってぇ～！　お、置いていかないでよぉ！」

　夕ゆう暮ぐれ時の部屋に一人残されるのがちょっと怖こわかったのだろう。会長は涙なみだ目めで俺達を追ってくる。皆、そんな会長を見て、楽しそうに笑っていた。
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　……そう。『出会い』はとても大切だけど、『出会い方』なんて、実はそんなに重要なことじゃないのかもしれない。俺は断だん言げん出来る。このメンバーなら……たとえ他の出会い方をしていたとしても、俺は、絶ぜつ対たいに、今と同じように大好きになれたって。

「ねぇ、知弦！　端は折しよってもいいから、教えてよぉ、出会いの話！」

「さぁて、どうしようかしらねぇ」

　知弦さんが、意地悪な笑えみを浮うかべながら、生徒会室に鍵かぎをかける。

　会長は知弦さんに事情を尋たずねるのを諦あきらめると、今度は俺おれに、その少し拗すねた顔を向けてきた。

「杉崎ぃ……」

「う……」

　不覚にも萌もえてしまった。

「仕方ない、話すとしましょうか……」

「ほ、本当!?　ありがとう、杉崎！」

「いえいえ」

　無む邪じや気きに喜ぶ会長の顔を見て満足してから、窓まど越ごしに夕暮れを眺ながめる。既すでに前を歩く知弦さんと椎名姉妹の背せを見て、俺は、ふと、とてもノスタルジックな空気に包まれた。俺の思わせぶりな表情に、会長の期待は高まるばかりのようだ。

　今日という一日ももう終わる。

　俺は廊ろう下かを昇降口に向かって歩きながら、切なげに遠くを眺めつつ、話し始めるのだった。




「そう……あれは、十五年前のことだ。激はげしい嵐あらしの夜に、そのフードの男は現あらわれた。一本の豪ごう奢しやな剣けんと、泣き喚わめく赤子を連れて、酷ひどい深手を負いながら」

「ええ!?　壮そう大だいな物語の予感ねっ！　わくわくっ！」




　……相変わらずの、会長騙だましエピソードを。




　最後ぐらい、富ふ士じ見みファンタジアっぽくしておかないとな。うん。








　【存そん在ざいしえないエピローグ】







《スタッフ活動レポート　其その九十七》


・怪かい談だん流る布ふによる猜さい疑ぎ心しん増ぞう大だいプロジェクト　失敗

・定例の昼食動向調査　奇き妙みような校内放送による妨ぼう害がいにより失敗

・生徒会へのスキャンダルによる牽けん制せい　効こう果か認みとめられず

・杉すぎ崎さき鍵けんの思想に準ずる形での学園干かん渉しよう　失敗

・スタッフ作戦会議　我われ々われの苛いら立だちを煽あおる結果に（生徒会室監かん視しが裏うら目めに）。

・生徒会の近きん況きよう　団だん結けつ力りよくが増大した模も様よう。最も早はや予よ断だんを許ゆるさない。







○　今年度の生徒会に関する総そう合ごう的所感






　一言で言って、非ひ常じようにまずい。

　しばらく様子を見守ったが、今年の生徒会は確たしかに厄やつ介かいなようだ。

　本人たちに自覚が無いのは不幸中の幸いだろうか。いや、自覚がない分、余よ計けいタチが悪いとも捉とらえられる。




　なんにせよ、本ほん腰ごしを据すえて、早さつ急きゆうに対たい処しよ法ほうを検けん討とうすべきである。




　結果だけ見れば、今年度の我々の成果は惨さん憺たんたる状じよう況きようである。

《スタッフ》の思想統とう制せいがとれていないことも、ここにきて、歪ゆがみとして表れ始めた。




　やはり、あの生徒会は危き険けんである。

《企き業ぎよう》の未来のためには、排はい除じよは必ひつ須す。




　かといって、あまり直ちよく接せつ的に動きすぎれば、《ルール》に反してしまう。

　もどかしい。このもどかしさが《スタッフ》全体の不協和音に繋つながり、その隙すきはあの生徒会に活かつ躍やくを許ゆるし、また、《スタッフ》の苛立ちの原げん因いんとなる。

　完全なる、悪あく循じゆん環かん。

　最早、猶ゆう予よはない。




　……そろそろ、あの生徒会を、本気で潰つぶさなくては。








　【えくすとら～創そう作さくする生徒会～】







「頭で書くんじゃないの！　心で描えがくのよ！」

　会長がいつものように小さな胸むねを張はってなにかの本の受け売りを偉えらそうに語っていた。

　俺は「うー」と唸うなり、額ひたいを押おさえる。疲つかれていた。バイトも勉強もエロゲも全部こなして一年やってきた俺だが、その俺でも、この作業だけは駄だ目めだった。

　ノートパソコンののっぺりとした画面を睨にらみつける。

　モニターへ向かってキーボードをカタカタ打つというのは、それだけで、傍はたから見ていても「疲れそうだな」と感じられる行こう為いだ。

　その上、それが「執しつ筆ぴつ」となれば尚なお更さらだ。なんつうか……脳のうや体というより、心が疲れる。真冬ちゃんの最近凝こっている「知り合いでボーイズラブ執筆」のように、自分の好きな内ない容ようを好きなように趣しゆ味みで書くならいいが。今のこの俺のように、会長に押し付けられた物語を無む理り矢や理り書かされるというのは、言うなれば精せい神しん的陵りよう辱じよくだった。

　例えば現げん実じつの俺はエロゲ傾けい倒とう者しやだが、今執筆している物語の語り部べは、とても真ま面じ目めな青年「副会長・杉すぎ崎さき鍵けん」である。真面目で真面目で真面目な生徒、杉崎鍵である。

　どうして俺が……文才なんてあるはずもない俺が、そんな、同どう姓せい同名なだけの架か空くうの人物……しかも対極の考え方を持つ人間の一いち人にん称しようで書けるというのだろう。

　しかし、執筆をやめるわけにはいかない。なぜなら……。

「ほら杉崎！　手が止まっているわよ！　どれどれ……って、まだ『第一話』の『議ぎ論ろんする生徒会』じゃない！　なにしてるの！　皆みんなの話題はもう、最終話の『とても優やさしい生徒会』にまで入っているわよ！」

「うぅ……分かってますよぅ」

　泣きそうになりながら、カタカタと指を動かす。「杉崎鍵」の物語。

〈僕ぼくは思った。不ふ純じゆん異い性せい交遊など、言語道どう断だんだと。そんな行こう為いを見み逃のがすわけにはいかないと、僕の心は正せい義ぎの炎ほのおで真っ赤に燃もえていた〉

　そこまで書いて、また一つ嘆たん息そく。……疲れる。なんだこれ。なんだこのイジメ。なんだこの拷ごう問もん。新しすぎる。執筆拷問。作家なら別にいいだろうが、素しろ人うとのこの俺に、自分と正反対の自分を主人公にして、その心しん境きようを延えん々えんと語らせる。……俺、明日には一人称「僕」になってるんじゃなかろうか。エロゲ、全部捨すててるんじゃなかろうか。

　俺が心の中で血の涙なみだを流している間、生徒会の皆も話し合いを続けていた。……会長以外、辟へき易えきした表ひよう情じようを見せながら。

「最終話の『とても優しい生徒会』は、今までの真面目な内ない容ようを一転、実は懐ふところの深いところと、そして庶しよ民みん的な部分を見せ付けることで、生徒の心をグッと掴つかむのよ！」

　会長が活いき活きと宣せん言げんしている。椎しい名な姉し妹まいと知ち弦づるさんは一いつ瞬しゆん顔を見合わせ、そうして、死んだ目で返していた。

『そうですねー』

　あかん。あれは、もう俺に丸投げする気だ。会長の暴ぼう走そうを止める気力さえ無い目だ。

　皆の上辺だけの同意を得て、会長は更に胸を張っていた。

「具体的には……そうね。生徒会もゲームしたり漫まん画が読んだりするんだよ、っていう内容がいいわね！　でも、ケジメはつけるってところを描けると、なおいいわね！」

『そうですねー』

（嘘うそつけっ！　この前生徒会室で率そつ先せんしてトランプしたのは誰だれだよ！）

　心の中でツッコミつつ、手は一話の執筆。




〈会長は不良生徒達に言った。

「やめるのよ。人を殴なぐった時に傷きずつくのは……君自身の、心なのよ」

　不良生徒達は会長の言葉にいたく感動し、生徒会に絶ぜつ対たいの服ふく従じゆうを誓ちかうのだった。僕、杉崎鍵の心も、感動に打ち震ふるえていた。この会長についてきて良かったと、心から──〉




　自分で書いておいて軽く吐はき気を催もよおしたが、無む視し。俺は今、執筆マシーンだ。自分の考え方とは切り離はなせ。同姓同名なだけの、別人だと思え。そう思わなきゃ……やってられっか。

　っていうか、誰だこの「会長」。会長に指定された容よう姿し描びよう写しやが「豊ほう満まんなボディラインに、足はすらりと長く妖よう艶えんな脚きやく線せん美びを描いている。その顔は気品に溢あふれ、まさに会長の器うつわたる令れい嬢じようだった」という文章なのだが……。
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　……いや、よそう。キャラ名は桜さくら野のくりむだけど、それも、同姓同名なだけだ。

　俺が執筆を続ける中、最終話の話し合い……というか、会長の意見の押し付けは続いている。

「最後の文章は、『私立碧へき陽よう学園生徒会は、今日も華か麗れいに活動している』がいいわね」

『ほんと、そうですねー』

（ああ……知弦さんと椎名姉妹から生気が感じられない。執筆者たる俺も大たい概がい可か哀わい想そうだが、まるで同意できないプロットを延々と聞かされ続ける彼女らもホント……）

　トランプの時もそうだが、この会長の暴走はホント酷ひどい。他人から「やる気」や「元気」や「優しい気持ち」なんてものを根こそぎ奪うばっていく。

　そもそも、今回は「クリムゾンの悲ひ劇げき」と違ちがって、始まりからして会長のせいだった。会長を恨うらまずして、誰を恨めというのか。

「新聞部問題に鋭するどく切り込こむ手はないものかしら……」

　数日前にこんなことを会長が呟つぶやいていたのが、今考えると「大いなる伏ふく線せん」だったのだが、日にち常じようで伏線なんかに気をつけて生活しているやつぁいない。

　だから、本日会長が、

「私達も出しゆつ版ぱんしましょう！　そうよ！　紙かみ媒ばい体たいで打ち負かせばいいのよ！」

　と言いだした時、俺達はまず単たん純じゆんに驚おどろき、その後、「ああ、しまった……」と、伏線を思い出して後こう悔かいした。特に知弦さんなんか、「手を打っておくべきだった……」と、本当に悔くやしそうにしていた。

　会長の言葉はこうだ。

「同じ新聞じゃ勝ち目はないわ。曲がりなりにもコンクールで優ゆう勝しようするような部活だからねっ」

　確たしかに、藤とう堂どうリリシア率ひきいる新聞部の実力は折り紙つきだ。だから、会長のその言葉はもっともだったのだけれど……。

「では、私達は逆ぎやくに、物語で勝負しましょう！　私達生徒会の優ゆう秀しゆうさを全校生徒に知らしめる、日々の活動を描えがいた半ドキュメンタリーでいきましょう」

　半ドキュメンタリーってなんだよ、と誰もが思ったが、会長の顔が既すでに「決定」の顔だったため、俺達は諦あきらめた。

　そうして……この状じよう況きようだ。

　パソコンの扱あつかいに慣なれている俺が、タイピング速度が幾いく分ぶん速いからというだけの理由で執しつ筆ぴつ者しやに選ばれ、それ以外の皆で、プロットを会議している。

　ちなみにこの本、どうやら本気で製せい本ほんする気らしい。会長が先ほど富ふ士じ見み書房とかいう出版社にかけあっていた。ライトノベルの出版社らしい。

「…………」

　自分の執筆した小説を眺ながめる。

〈会長は素す晴ばらしい女じよ性せいだ。この素す敵てきに無む敵てきな指し導どう者しやの下でならば、この学校は最高の学校になると……僕、杉崎鍵はこの時、確かく信しんしたのであった。十六歳さいの春だった〉

「…………」

　どの年代の、誰を狙ねらった小説なんだろう、これは。これを面おも白しろいと思う人は、どういう人なのだろう。まるで読者の顔が想そう像ぞう出来ない内ない容ようだった。エンターテイメントたる要よう素そが微み塵じんもない。

　タイトルは「あぁ、すばらしき生徒会」らしい。この学校の生徒達には今後、教科書と一いつ緒しよに購こう入にゆうの義ぎ務むを発生させるとか。……酷い。色々と、酷い。

　俺がぐったりしながら執しつ筆ぴつを続けていると、会議が一いち段だん落らくしたようだ。気分転てん換かんのためか、それとも戦友を心が求めたのか、隣となりの深み夏なつが話しかけてきた。

「鍵……大だい丈じよう夫ぶか？」

「いや……去年からがむしゃらに生きてきた俺だけど、今日、遂ついに心が折れそうなほど、辛つらい」

「今回ばかりはさすがに同どう情じようするぜ。どれどれ、内ない容ようは……。…………。……ホント、頑がん張ばったよ、お前は」

　深夏が尊そん敬けいの眼めで俺を見ていた。すんげぇ嬉うれしかったが、今は喜ぶ体力ももったいない。代わりに弱々しく笑うだけで返しておいた。深夏が末期のガン患かん者じやでも見るような潤うるんだ瞳ひとみで俺を見ている。……そこまで酷いか、俺の顔。

「ところで深夏。お前の描びよう写しやだけど──」

「ああ、テキトーで構かまわねーぜ」

「じゃあ、これで……」

「『美しい』『格かつ好こういい』『頼たよりになる』『優ゆう雅が』『最強』『華か麗れいにして繊せん細さい』『戦いくさ乙おと女めという称しよう号ごうに相ふさ応わしい』『閃ライ閃ジン風グ神エア』という言葉さえ含ふくんでくれれば……」

「指定しまくってんじゃねえかよ！　あと最後の二つ名みたいなのはなんだ！」

「ライトノベルっぽいだろ？　っぽいだろ？　最近のラノベじゃあ、お前、変な能のう力りよくやら呼よび方の一つぐらい無いと、生き残れねーぜ？」

「いらねぇよ！　そういう系けい統とうの話じゃねえよ！」

「ええー。じゃあ、二話から能力者だせよー。伝でん奇きっぽくしろよー」

「話の運び方がまるで分からねぇよ！　生徒会の話からそこに至いたる自然な流れがまるで思いつかねぇ！　読者に『超ちよう展てん開かいすぎてワロタ』とか言われるぞこら！」

「あと、序じよ盤ばんに最強存そん在ざい出ると、盛もり上がるぜ？」

「知らねぇよ！　それ以前に最強がどうとかいう話じゃねえよ！」

「死を操あやつる能力『残エコ響ー・死オブ滅・デス』を使うヤツがラスボスな」

「邪じや気き眼がんじゃねえかっ！　でもなんか最強っぽいな！　戦いたくねぇわ！」

「鍵の能力は『逃チキ亡ン・群チキ鶏ン』っ！　その力とは──」

「説明するまでもなく、弱ぇのは分かるっ！」

「弱い能力で強い能力倒たおすところに、読者は燃もえを感じるんだぞ」

「知ち略りやくじゃ補おぎなえない差を感じたんだがっ！」

「そこをなんとかするのが主人公っ！　つうか作者！」

「無理だわ！　俺の頭じゃ主人公が急にレベルアップする以外で解かい決けつ法ほうが思いつかんわ！」

「それは駄だ目めだ。そういうのは興きよう醒ざめだ。あくまで、最初の条じよう件けんで勝たないと燃えねー」

「じゃあお前が考えろっ！　戦せん闘とう方法はお前が監かん修しゆうしろや！」

「やだよ、めんどくせー」

「……てめぇ」

「ちなみに会長さんの能力は『問オー答ルキ無ヤン用セル』」

「……あ、なんかその二つ名だけは小説に組み込みたくなったわ」

「だろう」

　深夏と会話しつつ、第二話の執筆を開始する。




〈それは一いつ瞬しゆんだった。

「──え？」

「貴公には認にん識しきさえ出来まい。我われの能力がなんであるか」

「そんな……バカ、な」

　僕の目の前には、一瞬にして死体の山が出来上がっていた。

　しかし……慄おののいたのは、その光景に、ではない。

　分からなかったのだ。まるで、認識できなかった。

　気付いたら、死体の山だった。否いな。

　死体の山？　沢たく山さんの人間が死んだことが異い常じよう？　違ちがう。

　それ以前に、生者さえいなかったのだ。

　ただただ、

　何もない空間に。

　死体の山が現あらわれたのだ。

「どう……や、って。まさか……」

「空間移い動どう能のう力りよくだと考えたか。死体を転送したと考えたか。違う。違うな。杉崎鍵よ。我の力はそんな……そんな低レベルな能力ではない」

「…………」

「幻まぼろし？　否。時の制せい御ぎよ？　否。空間の超ちよう越えつ？　否っ！　我の能力は、そんな矮小なものではないっ！」

「お前……は」

「ふ……。覚えておけ。杉崎鍵。我は、『残エコ響ー・死オブ滅・デス』。お前の……兄だ」

「な、なんだってぇ──────────────」〉




「無理だぁ──────────────────────！」

　俺はキーボードを叩たたくのをやめて万ばん歳ざいした。深夏が「ぶー」と頬ほおを膨ふくらます。

「もっと頑がん張ばれよぉ。実じつ際さい結けつ構こう惜おしいぜ？　それっぽいよ、うん」

「疲つかれるわ！　なんか疲れるわ！　しかもなんだ兄って！」

「それはお前が勝手に……」

「ええい！　この二話なし！　伝奇の方ほう向こう性せい、なし！」

「ええー。燃もえ要よう素そなしかよぉー」

「そもそも生徒会を題材に燃え要素を作る意味がわからんわ！」

「そんなこと言い出したら、生徒会の話を書く意味も分からねーだろうが」

「う……」

　それは確たしかに。しかし……それとこれとは別問題。能力者を出すなんていう設せつ定ていはやはり絶ぜつ対たいに却きやつ下かだ。書いていて本気で疲れる。

　俺と深夏のやりとりを見ていたのか、今度は真ま冬ふゆちゃんがこちらの会話に加わってきた。ちなみに会長と知弦さんは「プロットをつめる」作業中だ。

「先せん輩ぱい先輩っ」

「なんだい、真冬ちゃん。いい案でもあった？」

「はいっ！　真冬の案も、組み込んでほしいです！」

「分かった分かった。美少女のお願いはとりあえず聞いてしまうこの杉崎鍵、全力で真冬ちゃんの提てい案あんを受け容いれてやろうじゃないか」

「ありがとうございます！　それではですねぇ」

　真冬ちゃんが第二話の提案を始める。俺はそれを聞きながら、執筆を再さい開かいした。




〈僕ぼくは自分の胸むねの高鳴りの正体が分からなかった。

「兄……さん？」

「弟よ」

　キュン。

　あれ？　これ、なんだろう。この締しめ付けられるような痛いたみは……なんだろう？

　その無む駄だの無い筋きん肉にく。無ぶ骨こつではないが、頼たよりがいのある胸むな板いた。そして、端たん整せいな顔立ち。

　兄さんの全すべてに、僕の心は苦しいほど反はん応のうする。

「弟よ……会いたかったぞ……」

「残エコ響ー・死オブ滅・デス兄さん……」

「……弟よっ」

　ガシッ。

　残エコ響ー・死オブ滅・デス兄さんが僕を抱だきしめる。

　途と端たん、僕の頬ほおはカァっと紅こう潮ちようした。

「あ……。にぃ……さん」

「……弟……よ」

　近付く二人の距きよ離り。

　死体の山の中心で、その時、僕らは心で愛を叫さけんでいた。

　二人の顔が近付く。あぁ……兄さん。

「…………」

「…………」

　そうして……僕らはむさぼるようにおたがいのくちびるを──〉




「どんな展てん開かいだぁ──────────────────────────！」

「かなり書いてからツッコムあたり……芸人ですね！　先輩！」

「そんな評ひよう価かはいらんわ！」

　真冬ちゃんを怒ど鳴なりつける。普ふ段だんなら彼女にこんな態たい度どをとることなど絶ぜつ対たいないが、今回ばかりは限げん界かいだった。

　しかし真冬ちゃんも、今回は譲ゆずれないものがあるのか、怯おびえずに俺に立ち向かってくる。

「いいじゃないですかっ！　才さい能のうありますよ、先輩！」

「ここまで開花を恐おそれる才能も珍めずらしいわっ！」

「せめてもう少し！　二人でベッドに入るところまではっ！」

「やめろよ！　切り離はなして考えているつもりだったけど、ここにきて、同どう姓せい同名が異い様ように辛つらいんだよぅ！　助けてくれよぅ！」

「慣なれです！　エロゲと同じですよ先輩！　こういうのは、耐たい性せいがついちゃえば、もう恥はずかしいとか思わなくなるんです！」

「耐性つくまで接せつしたくさえないわっ！」

「わがままは『メッ』ですよ、先輩！」

「相変わらず可か愛わいいなぁ、ちくしょうめ！」




〈二人はベッドインした。エキサイトな夜だった〉




「ありがとう先輩っ！」

「どういたしましてっ！」

　俺は泣きながら執しつ筆ぴつしていた。……汚よごれちまったよ。俺……汚れちまったよ、飛あす鳥か、林りん檎ご。生徒会で、俺ぁ、汚されちまったよ。体どころじゃねえよ。心が、まさかまさかの真冬ちゃんに塗ぬりつぶされたよ。漆しつ黒こくに。いや、ある意味桃もも色いろに。

　俺がすっかり燃もえ尽つきていると、知弦さんと会長の会議が終わったようだった。

　二人して、俺の様子を見に来る。

　パソコンを覗のぞき込む二人。そして……ひきつる、三年生両名。

「き、キー君……これ……」

「杉崎……あなた……」

「見るな！　見ないでくれよぅ！　汚れた……汚れちまった俺を、そんな目で見ないでくれよぅ！」

　泣きながらノートパソコンを抱かかえ込む。知弦さんが「よしよし」と俺を慰なぐさめてくれた。あの保ほ健けん室しつのようなぬくもりが、そこにあった。

「うぅ……知弦さんっ、知弦さんっ！」

「怖こわかったね……。大だい丈じよう夫ぶよ……貴あ方なたは大丈夫よ、キー君」

「知弦さぁん……。俺……俺……」

「大丈夫よ、キー君。……貴方、出会った時から既すでに、ギトギトに汚れていたから」

「知弦さぁああああああああああああああああああああああああああああん！」

　トドメを刺さされた。書記は敵てきだった。

　心の壊こわれてしまった俺の耳元に、会長が何か囁ささやいている。

　俺は言われるままに執筆を続けた。




〈会長万ばん歳ざい。会長万歳。会長万歳。会長万歳。会長万歳。会長万歳。会長万歳。会長万歳。会長万歳。会長万歳。会長万歳。会長万歳。会長万歳。会長万歳。

　会長こそ我われらが誇ほこり。会長こそ我らが命。

　会長なくして世界はなく。

　会長のなき世界に価か値ちはなし。

　兄さんとの抱ほう擁ようを通じて僕は。

　そんなことを感じていたんだ〉




「ふふふ……いい感じよ、杉崎」

「へへ……もうどうにでもなれってんだ。……へへへ」

「キー君。自分を見失っちゃ駄だ目めよ！」

「知弦さん！」

「思い出すのよキー君。本当の貴方を……」

「知弦さん……」

　俺の目に生気が戻もどり始める。知弦さんは、ふわりと微ほほ笑えんだ。

「さあ思い出しなさい、キー君。……私の下げ僕ぼくだった頃ころの貴方をっ！」

「知弦さぁああああああああああああああああああああああああああん！」

　なんか変な過か去こ刷すり込まれた。




〈兄さんとの蜜みつ月げつの後、僕は生徒会室に赴おもむいた。

　そこで僕を待っていたのは……大きな赤いソファにゆったりと腰こしをかけた知弦さんだった。足を組み、妖よう艶えんな目つきで僕を眺ながめている。
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「キー君。生徒会の仕事を放ほう棄きするとは……どうなるか、覚かく悟ごは出来ているんでしょうね？」

「ご、ごめんなさい、知弦さん」

「知弦さん？　なに言っているの！　ユア妃ハイ殿ネス下と呼よびなさい！」

「イエス、ユアハイネス！」

「いい子ね、キー君」

「あぅ」

　僕は照れた。ユアハイネスに褒ほめて貰もらえることは、僕にとっては至し上じようの幸福なのだ。

　知弦さんは「ふふふ」と微笑む。

「ほら、キー君。いつものように……私の靴くつを舐なめなさい！」

「イエス……ユアハイネス！」

　そして僕は、優やさしくされること以上に、彼女に足あし蹴げにされるのがたまらなく好きなのだっ！

　僕はユアハイネスの足元にかしずくと、その靴にゆっくりと──〉




「がが、ががががが」

「あら。パソコンより先にキー君が壊れちゃったわね」

「がが、がががが、ががががが」

「ふぅ……仕方ない。キー君。私が今から３カウントすると、貴方はいつものキー君に戻るわ。いいわね。……３、２、１、はい！」

「ガガガ文──はっ！　俺は一体……」

　急に時間が跳とんだ気がした。

　俺は今まで……なにを……。

　知弦さんが優しげに微笑んでいる。

「なにも心配しなくていいわ、キー君。私はいつでも……キミの味方だから」

「知弦さん……。やっぱり貴女は聖せい女じよだっ！」

「ふふふ、そんなことないわよぉ」

　知弦さんが謙けん遜そんする。横で深夏と真冬が「あれが……あれが、書記の実力かっ」「ある意味既に一種の能のう力りよく者しやであり黒くろ幕まくっぽいかも……知弦先せん輩ぱい」と、なにか呟つぶやいていた。気にしない。

　そうこうしていると、あら不思議、いつの間にか二話が完成していた。

　内ない容ようは……あえて読まないことにした。なぜか、俺の生せい存ぞん本能が、「見るなっ！」と警けい告こくしていた。意味は分からなかったものの、それには素す直なおに従したがっておくことにする。

　続けて三話の執しつ筆ぴつを開始する。すると、途と端たんにメンバー達はぎゃあぎゃあと俺に意見をしてきたが、既すでに色々吹ふっ切れていた俺は、それに対し大きく叫さけんだ！

「否いな！」

『！』

「今まで散々アンタらの意見を聞いたんだ！　三話目は好きにやらせてもらう！」

「す、杉崎！　貴あ方なた、会長命令を無む視しして──」

「これは譲じよう歩ほですよ会長。第三話だけ明け渡わたして……他を思い通りにするか。それとも、ワガママを通して、俺が執筆を放棄するか。二者択たく一いつです」

「く……分かったわ、杉崎。第三話だけは好きにしなさい」

　会長が悔くやしそうな顔をしながら引き下がる。他のメンバー達も、同様に苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔をしていた。恐おそらく、俺に好きにやらせたらどうなるか、分かっているのだろう。

　俺は彼女達のその表ひよう情じようをたっぷりと愉たのしむと、歪ゆがんだ笑えみを浮うかべながら執筆を開始した。




〈生徒会室には現げん在ざい、四人の美少女が集まっていた。

　桜野くりむ、紅あか葉ば知弦、椎名深夏、椎名真冬。

　彼女らは一様に、俺……杉崎鍵に熱っぽい視線を向けている。

　耐たえ切れなくなったのか、中でも一番情熱的なオンナ、深夏が声をあげた！

「ああ、鍵！　あたし……あたしもう、耐えられない！　あたしを……あたしをっ！」

「まあ待て深夏よ。俺は、皆を愛しているんだ。特定の一人だけと……そういうことはできねぇな」

　ニヒルに微ほほ笑えむ俺に、深夏は「ああん」と身をくねらせる。

「そんな……あたし、あたし、もう、鍵を愛する気持ちが止められないんだよっ！」

「おいおい、そんな情熱的な目で見つめるなよ深夏。そんなことをしていると……」

「酷ひどいよお姉ちゃん！　ま、真冬も、ずっと杉崎先輩のこと好きだったのにっ！」

　唐とう突とつに、今までもじもじしているだけだった真冬ちゃんが、顔を真っ赤にしながら大きく宣せん言げんした。その告白に深夏は一いつ瞬しゆん動どう揺ようした目を見せるものの、しかし次の瞬間、妹に対して反はん論ろんする。

「わりぃ、真冬。あたし……これだけは譲ゆずれねぇんだ！」

「ま、真冬だって、こればっかりはお姉ちゃんに負けたくない！」

「真冬……」

「お姉ちゃん……」

　椎名姉し妹まいが俺を取り合っている。修しゆ羅ら場ばだった。

　俺がその様子を余よ裕ゆうの笑みで見守っていると、ツンツンと、机つくえの下で対面から俺の膝ひざをつつくものを確かく認にんした。

　思わず正面を見る。知弦さんが、悪いた戯ずらっぽくウィンクしていた。

　同時に、アイコンタクトを開始する。

（キー君……。私も……私も本当は貴方のこと……。だから……私と……）

（おおっと、それはいけねぇぜ、知弦さんよぉ）

（ど、どうしてっ）

（それは卑ひ怯きようというものでさぁ、知弦さん。俺のことを好きなのは……アンタだけじゃねぇ）

（だけどキー君！　私は……私はっ！）

（おっといけねぇ！　動揺しすぎだぜ知弦さん！　アイコンタクトが……彼女にバレちまったようだ）

（え？）

　知弦さんが慌あわてて横を見る。そこには……ムスっとした、会長がいた。

　どうやら、俺と知弦さんにヤキモチをやいてしまったらしい。……可か愛わいいオンナだぜ。

「知弦と杉崎……。たまにそうやって見つめ合っているわよね」

「な、そ、そんなこと。アカちゃんの思い過すごし、よ」

　知弦さんがガラにもなく言葉を噛む。会長はそれをつまらなそうに見た後、知弦さんから視し線せんをはずし、俺に目を向けてきた。

　そうして、照てれ臭くさそうに告げる。

「か、会長命令よ、杉崎っ」

「なんですか？　会長」

「私と……私と、付き合いなさい！」

「会長……」

　真っ赤になって告白する会長と、俺は見つめ合う。

　そうしていると……今度は、知弦さんと椎名姉妹が即そく座ざに文もん句くを──〉




「却きやつ下か」

「あ───────────────────────！」

　執しつ筆ぴつがノッてきたところで、いつの間にかマウスを握にぎっていた会長に、今までの文章をデリートされてしまった。それに動揺して会長に文句を言っている間に、今度は知弦さんがカタカタと操そう作さして、文章の復ふく元げんさえ不ふ可か能のうにする。

　椎名姉妹がなぜかホッと胸むねを撫なで下ろす中、俺は激げつ昂こうした！

「な、なんてことするんだ！　このひとでなしぃー！」

「どう考えてもこっちの台せり詞ふでしょうがっ！」

　会長に言い返されてしまった。しかし、今のは個こ人じん的にかなり力作だったため、俺は更さらに反論する。

「今まで自分達だって散々好き勝手やったくせにぃー！」

「杉崎のは、なんか一次元違ちがうのよ！」

「そんなことない！　殆ほとんど事実に基もとづいた描びよう写しやだったじゃないかっ！」

「フィクションの嵐あらしよ！　一つもリアルな要よう素そが見当たらなかったわよ！」

「残エコ響ー・死オブ滅・デスやボーイズラブよりはリアルじゃないか！」

「いいえ！　下手するとそれより酷いわよ！」

　そこまでけなされるとは。

　俺が凹へこんでいると、深夏が「残エコ響ー・死オブ滅・デスを引き合いに出さねーでくれよ……」と、なぜか彼女も落ち込こんでいた。真冬ちゃんも、「うぅ……この世のどこかでは、絶ぜつ対たいにボーイズラブな現げん実じつがあると真冬は信じてますっ」と拗すねていた。

　ぐだぐだな空気の中、ただ一人冷静だった知弦さんが、一つ嘆たん息そくして告げる。

「どちらにせよ……私もふざけてしまったから言う資し格かく無いかもしれないけど。……少なくとも……このままじゃ、あの新聞部より優ゆう秀しゆうなものなんて、できっこないわね」

『…………』

　その言葉は、俺達を落ち込ませるのに充じゆう分ぶんな言葉だった。だって全員……そんなの、とっくに理り解かいしていたから。

　俺は、知弦さんの言葉を引き継つぐ。

「あの新聞部は……腐くさっても、我わが校の誇ほこる新聞部ですよ……ね。こんな……こんな、下らない、ただの妄もう想そうの塊かたまりになんか、負けやしねぇ部活だ」

　俺のその言葉に、会長は、

「ふん！　当然でしょ！　うちの学校の新聞部は、凄すごいんだからっ！」

　と、なぜか新聞部の肩かたを持っていた。……いや、その反はん応のうは、皆みな、最初から分かっていた。

　会長は……この学校を誰だれよりも愛する会長は、同時に、誰よりも、生徒達の活動を評ひよう価かしている。新聞部もまたしかり、だ。

　しかし、だからこそ、一生懸けん命めいになる。

　新聞部には、変な記事書いて足元を掬すくわれてほしくなんか、ないから。

　だからこそ、必死で、一部活のためだけに、こんなに一生懸命に生徒会を活動させる。

　深夏が、「あははっ」と笑った。

「素しろ人うとが、趣しゆ味み丸出しの創そう作さくであの新聞部を上回ろうなんて……ちょっと、浅はかすぎたかもしれねーな」

　それに続いて、真冬ちゃんが呟つぶやく。

「新聞部さんは……凄いです。事実を面おも白しろく伝えるって……妄想じゃなくて、既すでにある事実で人を楽しませるって……。創作とは違うけど、だからこそ、凄いです。それって……編へん集しゆうって、いうのかな？　……真冬たちが簡かん単たんにそれを否ひ定ていするのは……ちょっと、冒ぼう涜とく、かもしれない……です」

　真冬ちゃんの言葉に、全員が押おし黙だまってしまう。

　別に……誰も、自分達の妄想が「つまらない」とは思っていない。それはそれで、充分に楽しいことだし、これで誰かを楽しませることは出来るだろう。

　だけど。

　その道に本当に真しん剣けんに取り組んでいる人間の創作物さえ上回るものかというと、決してそんなことはないということも、事実で。

　つまり。

「私の言い出したことって……的外れ、だったのかな……」

　そういう結けつ論ろんに行き着くことは明白で。

　会長は、元気をなくして落ち込んでいた。

　でも……俺おれは。

「いえ……会長の提てい案あんは、間違いじゃ、ないですよ」

「杉崎？」

　俺は、この人が間違えたなんて、思ってなくて。

　だって。この人はこの人なりに新聞部を……この学校を考えて、この企き画かくを立ち上げたのだから。

　数日前から口にしていた、というのがその証しよう拠こだ。

　少なくとも会長は、この企画を口にするまでに、日をまたいで熟じゆつ考こうしている。そういうことだ。

　だから、会長の暴ぼう走そうに辟へき易えきはしていても、誰も、企画を潰つぶそうと……否定しようとなんかしなかった。皆みなが、ノリノリではなくても、ちゃんと会長の言葉を受け容いれた。

　そういう、ことだから。

　変な方向にぶれてはしまったけれど。

　最初に抱いだいた気持ちは、絶ぜつ対たいに間ま違ちがいなんかじゃないから。

　少なくとも俺は、誰が否定しようと、常つねにこの人の部下で……味方で……支ささえる人で……。この人にとっての、「副会長」でいたいから。

　だから。

　このお子様会長に、俺は微ほほ笑えむ。

「新聞部が優秀なのは認みとめますけど、その一方で、やはりたまに『行き過すぎる』ことは事実です。生徒会が注意しているうちは大だい丈じよう夫ぶですけど、いつか……例えば先生方やＰＴＡを敵てきに回してしまうことがあっては、一大事です。生徒会ではもうかばえない」

「杉崎……」

「だからこそ。会長が言うように、ここらで一回鼻をへしおってやらないとね。伸のびすぎた鼻は、誰かが指し摘てきしてやらないと。

　とはいえ、どうせあの新聞部は、上から言っても聞かないでしょう。

　ならば、同じ土俵で……文章という媒ばい体たいで、気付かせてやるのが一番ですよ。会長が提案した通りです。俺達の文章で……アイツらに、初心を思い出させてやりましょうよ」

　俺の言葉に、知弦さんも椎名姉し妹まいも微笑み、会長を見る。

　会長は、ちょっとだけ……一いつ瞬しゆんだけ瞳ひとみをうるっとさせた後、しかし、次の瞬間にはいつもの元気な会長に戻もどり、そうして、俺に命令した。

「よしっ！　じゃあ杉崎っ！　会長命令っ！」

「なんですか、会長」




「貴あ方なたの好きなように、生徒会を描えがきなさい」




「……え？」

　その言葉に俺は驚おどろいて、彼女を見返す。どういうわけか、他のメンバーも全員、会長に同意した目で俺を見ていた。

「ちょ、俺、さっき書いたみたいに、どうしようもない──」

「ううん。大丈夫。杉崎は、大丈夫よ」

「…………」

「私はね。やっぱり……この生徒会を……この素す晴ばらしい生徒会を、ありのままに書いてもらうのがいいなって、今、思ったの」

「会長……」

「でね。たぶん……生徒会をありのままに描けるのは、杉崎しかいないよ。だから……ね。杉崎。執しつ筆ぴつを、お願い」

「会長……」

　そう呟つぶやいてから。全員を見回して、俺は、訊たずねる。

「いいんですか？　俺で」

　その問いに、深夏が、真冬ちゃんが、知弦さんが答える。

「当然だろ、鍵」

「真冬も、杉崎先せん輩ぱいの書く文章は、いいと思います」

「むしろ、キー君以外じゃ誰もこの生徒会を描けないわ。断だん言げんする。保ほ証しようする」

「……みんな……」

　俺は、彼女達の信しん頼らいの視し線せんを全身に感じて。

　そうして。

　会長の目をしっかりと見て、答えを返した。




「了りよう解かいしました会長。全力で、生徒会を描きます」




　俺のその言葉に、嬉うれしそうにする会長。

「うん、お願いね。……あ、ただ、一つだけ要望！」

「？　なんですか？」

「杉崎が書き終わってからでいいから、私達にも、ちょっとだけ加筆させてね」

「？　えと……いいですけど、それは、どういう？」

「えへへ、ナイショ」

　そう会長が呟くと共に、なぜか全員、会長の言葉の意味が分かっているように、にやりと笑う。……なんだ？　俺だけ、意味がわかってないの？

　俺が動どう揺ようしていると、知弦さんと椎名姉妹が会長に加か勢せいした。

「そうね。じゃあ、第一話の後と、本の一番最後に、私達の担たん当とうする場面をつけ加えさせてもらいましょうか。キー君がいない場での会話とかもあるしね」

「お、それがいーな！　最初と最後はあたし達で締しめてやるぜっ！」

「ま、真冬も頑がん張ばります！　凄すごく……凄く、描きたいことありますから！」

　皆みなの勢いきおいに、俺はのまれてしまう。く……仕方ない。

「分かりましたよ……ええ、分かりました。一話と巻かん末まつの締めはそちらにお任まかせします」

　嘆たん息そく混まじりに言うと、会長は「よろしいっ！」と頷うなずいた。

　まったく。





＊






　ってなわけで、俺はこうしてこの物語を書いていたというわけだ。あー、疲つかれた。

　メタな発言が多いのは、つまり執しつ筆ぴつ者が俺であるせいだが、実際、普ふ段だんから大体こんな感じでもある。それで「実じつ寸すん大」の俺達が伝わったなら、これ幸いだ。

　さて、一巻目の原げん稿こうもそろそろ終了。ようやく時系列が今に追いついたぜ。……疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ。まあ、生徒会の活動を思い出すのは苦じゃなかったけどな。知弦さんがいつの間にかつけておいてくれた「活動記録」のおかげで、かなり正確に当時を描けたし。

　まあ、でも、楽しかったよ。うん。……俺が楽しかっただけで、読者が楽しいのかは甚はなはだ疑問だがな。んなこたー、知ったこっちゃねぇ。どうせここの生徒にしか売れねーんだろうし。なら、お前ら読者（生徒）に気なんて遣つかってられっか。

　……んじゃま、最後に、お前ら生徒達に一言。




　俺の女達は容よう姿しだけじゃねえ！　それをとくと見やがれ！　以上！




　……まあ、それだけだ。




　あ。重大な告こく知ち忘れてた！　あぶねー！

　こほん。俺、杉崎鍵は絶ぜつ賛さん彼女募集中だ！　この本で俺に惚ほれたって生徒（美少女限定）は、生徒会室までどうぞ。大歓かん迎げいだ。恥はずかしいなら、手紙でもオッケー！

　お待ちしております。……や、マジで。ホント、遠えん慮りよとかいいから。全力で、来る者を拒こばまないスタンスだから、暇ひまだったら是ぜ非ひ生徒会室までご連れん絡らくを。あ、もしキミがここの生徒じゃない場合、下記のうちの学校の住所と電話番号まで──




　＊ページ制限上、ここで切らせて貰もらいました（担たん当とう編集）








　【会長のあとがき】







　なんか、知ち弦づるに押おし付けられてしまった。うぅ……椎しい名な姉し妹まいにやらせればいいのに。

　なに書けばいいのか全然分からないから……もう、杉崎のこと書くわ。だってアイツ、卑ひ怯きようなんだもん。自分視し点てんだから、自分のこと、全然作中で書いてないっ！

　しかも、杉崎のことだから、この本じゃどうせ自分のことは、ありのままに……道どう化けのようにしか描えがかないと思っていたら、案あんの定じようだったよ。原げん稿こうを読んだら、自分のことを本気でただのナンパ男みたいに書いている。まったくもう……。

　仕方ないから、当初の予定通り、私達がここでフォローしておくことにしようと思う。私達がどうしても書きたかったことって、つまり、そういうことだ。

　あ、勘かん違ちがいしないでよね！　生徒会の人気のためだよ！　別に個こ人じん的に杉崎のことを気に入っているからとか、そういうんじゃないからね！　ホントに！




　さて。

　えと、たぶん、過か去こ話からもちょっと分かると思うんだけど。

　杉崎鍵けんは、そのぉ……いい、ヤツだ。

　ああ、やっぱり恥はずかしいなぁ。こういうの書くの。でも、書いておかないと。一話の時みたいに、知弦に小説っぽく書いてもらっても良かったんだけど……。う、ううん。やっぱり、会長たる私が代表して伝えるべきことだよね。うん。

　ありのまま書けって言われているから、心の中で思ったこと全部そのまま書いちゃっているけど、その、許ゆるしてほしい。ごめんね、読みづらくて。

　え、と。

　その、杉崎鍵っていう人間は、見かけも、そして心の中も、この本で描かれているままの人間だ。

　馬ば鹿かで、エッチで、ハーレム最高って本気で思っているし、女の子に弱いし……。

　……なんか書いていたら、普ふ通つうにイライラしてきた。なんでアイツのフォローなんか……。……まあ、仕方ないけど。

　その、杉崎は確たしかに「そういうヤツ」なんだけど、さ。

　なんていうかやっぱり……「それだけ」じゃ、ないんだよね、うん。

　知弦の書いた部分でも言げん及きゆうされていたけど、彼は、私達を本当に支ささえてくれているんだよ。

　例えば、私個こ人じんのことで言うとね。

　ここだけの話……えっと……私は、やっぱり、本当は、自分が会長の器うつわだなんて、自信は全然なかったんだ。

　でもね。こうしてちゃんと会長続けて、会長として自信満々に振ふる舞まっていられるのは……悔くやしいけど、絶ぜつ対たいに杉崎のおかげなんだよね。

　彼がいてくれるから、私は会長でいられる。

　彼という副会長が支えてくれるから、桜さくら野のくりむは生徒会長なんだ。

　それに……やっぱり、女の子としても、嬉うれしいんだよ、本当は。

　人気投票という結果こそ出ているけどさ。ああやって……無む条じよう件けんに、容よう姿しだけで、私達を全ぜん肯こう定ていしてくれる杉崎って……ありがたいんだ。本当に。

　これは私だけじゃなくてさ。たぶん、生徒会の女子みんなの悩なやみだと思うんだけど。

　こういうシステムだとね。確かに多くの人は応おう援えんしてくれるんだけど……やっぱり、どうしても、私達を気に入らない人っているんだよね。




「容姿で選ばれたくせに、偉えらそうに」




　そんな心無い言葉……やっぱり、耳に入ってくる。それは当然のことだから、反はん論ろんなんてする気もないし、そう言われない様に頑がん張ばろうって思うのが、私達だけど。

　でもやっぱり……辛つらいのは、辛いんだ。

　ちょっとだけ……泣きそうにも、なるんだよ。負けそうに、なるんだよ。

　でもね、そんな時、生徒会室に行くと、杉崎はいつもそこにいて、こんなこと言ってくれるんだ。




「会長は今日も可か愛わいいなぁ。ああ、もう、ホント萌もえるっ！　ちくしょう、独ひとり占じめしてぇ！　もう大好き！　いや、マジでマジで！　愛してるって、会長！」




　それはさ。ホント、笑っちゃうような、馬鹿な言葉なんだけどね。

　でも。

「笑っちゃう」んだよ。どんな心しん境きようでも。どんな辛いことがあった日でも。

　アイツはホントさ。

　エロいこととか、モテるためのこととか、人を笑え顔がおにすることとか、そういうことしか頭にない、馬鹿だけど。

　だからこそ。




　頭ん中全部、幸福しかないんだよね。




　それは他人の幸福であり、自分の幸福でもあるけど。

　最近気付いたことなんだけど、どうも、アイツの中には自分なりの「ルール」があるみたい。

　本気で嫌いやがっている人には、絶対にアホなちょっかいかけたりしないし。

　ハーレム云うん々ぬん言っている割わりには、決して女子を下になんか見ていないし（むしろ崇あがめているぐらいだ）。

　フェミニストかと思ったら、意外と、男子に対しても面めん倒どう見みいいし。

　……っていうか私、なんでここまでフォローしてるんだろう……。ああ、もう、なんか変なこと書いたなぁ！　でも、一回書いたら消すなって、知弦が言うし……。うぅ……。

　こほん。

　話戻もどすけど。杉崎は……色んな意味で、笑顔を振ふりまいてくれる人間だ。

　たまに感じるわ。ああ、コイツが会長になったら、面おも白しろいかも、って。

　私も自分の方ほう針しんに、ちゃんと今は自信持っているけどさ。

　だけど、コイツの作る学校っていうのも、なんとなく、楽しそうだなって思う。

　ハーレム目指すって言うだけあって、杉崎って、沢たく山さんの人間を幸福にすることが大好きみたいだから。

　ホント……もしかしたらいつか、杉崎は凄すごい大物になるんじゃないかな。

　生徒会だけじゃない。

　ちょっと前、アイツのクラスを覗のぞいてみたことがある。幸福に溢あふれていた。

　杉崎と深み夏なつが二人で一いつ緒しよになって、クラスに笑顔を振りまいていた。

　その……悔しいけどさ。確たしかにその時、ちょっとだけ、嫉しつ妬と……しちゃったかもしれない。なんていうか……杉崎は、私達だけの杉崎で終わるようなヤツじゃないんだなぁって、ちょっと思ったから、さ。

　あ、か、勘かん違ちがいしないでよねっ！　杉崎を、その、す、す、す、好きとか、そ、そういう話じゃないからね！

　ふぅ……って、ここまで素す直なおに全部書く必要あるのかな……本当に……。

　知弦は「その方が、アカちゃんの場合は絶対面白いわ」って言っているんだけど……。なんか、目が笑っているのが気になるんだよね。

　……まあいいや。

　とにかく、私達は、杉崎をただのアホみたいには思ってほしくないわけで。……いや、実際、結けつ構こう、ただのアホなんだけど。

　なんでかな……私達は散々杉崎の文もん句く言うんだけど、他人が杉崎の悪口言っていると、びっくりするほどイライラーってきちゃうんだよね。

　……そう、それだ。こんな世よ迷まい言書いちゃうのは、この前のアレが原因だ。

　えっとね。説明すると。

　この前、たまたま真ま冬ふゆちゃんと街でばったり会って、二人で買い物していたんだけど。その時、他校の男子生徒にナンパされちゃって。

　真冬ちゃん、杉崎以外の男には本当に今でも臆おく病びようだから、すっかり怯おびえちゃって、私が彼らと対たい峙じすることになったんだけど。

　その時、彼らの一人が、私達との共通の話題でも見つけようとしたのか、笑いながらこんなこと言いだしたのよね。




「碧へき陽ようって、あの杉崎が副会長やってんだろ？　俺おれ、アイツと中学同じだったんだよ。

　ハハッ、アンタら知ってる？　アイツさ、中学時代二ふた股またかけて、んで、義ぎ理りの妹が入院したとやらで不登校になったんだぜ。自業自得のくせによぉ、その上サボリだぜ？　ムカついたから、三年の間は結構サンドバッグにさせてもらったなぁ。

　それが笑えるんだけどよぉ。アイツ、いくら理り不ふ尽じんに殴なぐっても、なんも文句言わねーの！　ありゃいいストレス発散だよ、ホント。俺が噂うわさ広めたら、最終的には他校からも殴りに来るのいたぐらいでさっ。

　それでも全然反はん抗こうとかしねぇの！　むしろ、自分から殴られてやんの！　ぶつぶつ、『俺が二人に与あたえた痛いたみは……こんなもんじゃ……』とか、なんか気取って呟つぶやいていてさぁ！　それがまたイラつくんだよねぇ～。

　ああ、アンタらもさ！　ストレスたまったら、アイツにぶつけるのがいいよ！　同じ学校なんだろ？　なんなら今度一いつ緒しよにさ──」




　私が彼から杉崎のことを聞けたのは、そこまでだった。

　だって。

　次の瞬しゆん間かんには、真冬ちゃんが……あの、杉崎以外の男だん性せいを極きよく端たんに怖こわがるどころか、女の子に対してだってビクビクしているような真冬ちゃんが。昔は、男性に触ふれると腐くさるとまで信じ込こんでいたぐらいの、真冬ちゃんが。

　目の前の男の頬ほおを、思い切り張はっていたから。

　で。

　それを見た、コンマ一秒後には。

　私も、逆ぎやくサイドから、思わず「ぐー」で殴ってやっていたわ。

　ええ、それはもう、硬かたく、硬ぁく握にぎった「ぐー」だったわっ！　捻ひねりも加えたわ！

　ま、さすがに、直後に私と真冬ちゃんは、男がキョトンとしているうちに脱だつ兎との如ごとく逃にげ出したけどね。

　……真冬ちゃんと私だけじゃない。深夏も知弦も、絶ぜつ対たい、あの状じよう況きようなら、同じことをしただろうと思うのよね。

　……なんの話だっけ？

　…………。

　な、なんかこれじゃ、私達が杉崎のこと大好きみたいね……。

　こ、こほんっ！

　そ、そういうことじゃなくてっ！

　ああ、もう！

　だ、だから。

　とにかく、杉崎はいいヤツなんだっ！　それだけ分かっておくように！

　私達のことはいいから、この本を読んでくれた貴あ方なたが、杉崎を好きになってくれたら、私達はとても嬉うれしく思う。

　そして、貴方が碧陽学園の生徒なら。

　どうぞ次の選挙は、美少女じゃなくて、杉崎に会長の票を入れてやって下さい。

　絶対。

　絶対、面おも白しろい学校生活にしてくれるからっ！

　私達の伝えたいことは……それだけです。




　ちなみにこのあとがきは、杉崎は読むの禁きん止しということになっているの。だから、皆みんなも見せたら駄だ目めだよ!?　だって、こんなの杉崎が見たら、すぐ図に乗って、

「会長！　俺の胸むねに飛び込んでおいで！　いや、俺から抱だきしめてやろう！」

　とかなるのは明白だもの。

　……まあ、ちょっとだけ、抱きしめてもらいたい気も……。

　こ、こほん！




　え、と。




　い、以上！　もう、なんか墓ぼ穴けつほりそうだから語らない！




　ええと、ぷれぜんてぃっどばい、生徒会長、桜野くりむでしたっ！




　終わちっ！





＊






　付記




　最後の誤ご字じはなんとなくアカちゃんらしいのでそのまま入にゆう稿こうしてやりました。





紅あか葉ば知弦
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　あとがき




　この本で私を知った方、初はじめまして。前作やウェブ小説、ブログなどで既すでに私をご存ぞん知じの方、あとがきではお久しぶりです。葵あおいせきなです。

　突とつ然ぜんですが、なぜか今回あとがきが七ページもあります。困こまりました。

　なにが困ったかって。前作「マテリアルゴースト」は、割わりと内容がシリアス気ぎ味みだったので、あとがきでは逆にはっちゃけていたのですが。




　今作は、内容からしてはっちゃけちゃっているので、なに書いていいか分かりません。




　どうしたものでしょう。ここは、本ほん編ぺんよろしく、あとがきについて一人議ぎ論ろんでもしてごまかしてしまいましょうか。

　そもそも、この本から私の作品に入った方は、作者をどう思うのでしょう。

　そして、マテリアルゴーストからの流れで読んだ人は、どういう感想を抱いだいているのでしょう。

　説明しておきますと、前シリーズである「マテリアルゴースト」は、結けつ構こう真ま面じ目めなお話だったのです。ギャグやラブコメもあったのですが、そもそも主人公が「自殺志し願がん者しや」であることや、ヒロインが幽ゆう霊れいであるという、設定段だん階かいからして重たいお話でした（それでも日常やギャグはそれなりにあったのですが）。

　そんなシリーズでデビューしているため、今作「生徒会の一いち存ぞん」が前作読者にどう捉とらえられるのか、なかなか興きよう味み深いところです。

　おっと。

　まだ中身を読んでない、立ち読み読者さん（もしくはあとがきから先に読むタイプの方）への配はい慮りよを忘わすれていました。

　今作、「生徒会の一存　碧へき陽よう学園生徒会議ぎ事じ録ろく１」は一言で言って──




　ギャグです。以上。




　……ええと。正せい確かくに言うなら、ギャグ九割、シリアス一割未み満まんの、連作短編です。マテゴを知っている方は、あの作品から「日常とギャグ会話を抽ちゆう出しゆつし、膨ふくらませたもの」とお考え下さい。作者的には、「四コマ小説」みたいなジャンルと捉えています。

　一応詳くわしく概がい要ようを説明しますと。

　舞ぶ台たいは生徒会室です。ほぼ外には出ません。そこで、四人の美少女と、一人のエロ少年（主人公）が、毎回、議題について語ったり、脱だつ線せんしたり、脱線したり、脱線したりするお話です。雑ざつ談だん小説です。……なにそのジャンル。

　連作短編ですので、一応どこから読んでも大丈夫ですが、たまに前回の流れを汲くんだセリフみたいなのもありますので、普ふ通つうに最初からお読み下されば幸いです。時系列は素す直なおに並んでおります。

　アクロバットな読み方をしたい人は、無む理りに止めませんので、ご自由に。私のオススメは「世界の命めい運うんを賭かけた戦いの最中に読む」です。スリル満点。一歩間ま違ちがえば人類滅めつ亡ぼうですが、ライトノベル読みながら片かた手て間まに世界救える人なんて、カッコよすぎます。




　さて、なぜこの小説が生まれたかと言うと。

　まず一つとして、私がそもそも「日常系」の話が大好きという要よう因いんがあります。特に物ぶつ騒そうなこともなく、のほほーんと、緩ゆるやかに過すぎる時間っていうのは、それはそれでかなりの魅み力りよくあるテーマだと考えています。

　勿もち論ろん、その一方で、怒ど濤とうの展てん開かいも好きですけどね。今作は、日常やギャグの方に特とつ化かしてみました。

　で、マテゴからうって変わって、ギャグに特化した理由はもう一つありまして。

　この作品以前に、新作として構こう想そうしていたモノが、マテゴの流れを継ついだ、すんごいシリアスな重いファンタジー作品（現代×異世界）だったのですが、それがどうも、逆に重すぎる、なかなかのクセモノ作品になりまして。

　そこで試ためしに、「じゃあ全まつたく対たい極きよくの、軽く、終しゆう始し笑える作品も書いてみよう」と思い立ち、数話書いて前担当さんに渡したところ、予想に反して食いつきが良かったもので、この方向性で行ってみようということに決定致いたしました。

　この段階になると、私も調子に乗りまして、無む茶ちや苦く茶ちやなネタばかりを小説に組み込み、しかしそれも編集部が悪わるノリしてＯＫ出しちゃうものだから、作者たる私は更さらに悪ノリして……と、壮そう大だいな悪ノリの連れん鎖さの末すえ、こういう「それアリなの？」と言いたくなる小説が完成致しました。……今更ですが、本当にいいのでしょうか、この小説。

　作家や編集部自体、そういうノリでやっているものですので、この小説は「真しん剣けんに一字一句見み逃のがさず読んでやる」というスタンスより、「暇ひまだから、ちょっと一話読んで、笑うか」みたいなノリで読んで下さると幸いです。




　シリーズ要よう素そに関しては、そちらはそちらで色いろ々いろ展開はしますが、この物語はやっぱり「生徒会室でくだらない話をすること」が本編ですので、頭の片かた隅すみに留とどめる程てい度どでお願いします。本人達も言っておりますように、最終話で急に「生徒会が宇宙に飛び出して超ちよう決戦！」みたいなことはありませんので。……多分（なんでもアリっぽいので）。




　さて、今後の話。一応、最初からシリーズを想そう定ていして作られているお話ですので、まだ続きはあります。

　差し当たって二巻……「生徒会の二ふた心ごころ　碧陽学園生徒会議事録２」ですが、春頃を予定しています。内容は相変わらず……というか、更に悪ノリが加か速そくしています。エンジンかかってきちゃっているとでも言いますでしょうか。

　二巻では、前作読者がニヤリと出来る要素も入っていますので、ご期待下さい。もちろん、前作を知らなくても全く問題はありません。既に本編を読んだ方は分かるでしょうけど、こういう内容ですので（苦笑）。「知らなくて話が分からなくなる」なんてことは一切心配しなくて大丈夫です。




　……なんか、久々に真面目にあとがき書きました。次回からは、再びアホなあとがきを書こうかと思います。説明終わりましたし。というか、こういう内容の小説書いておいて、真面目を装よそおったところで、仕方ない気もします。

　そうそう、作中ではよく漫まん画がネタや小説ネタが出てきますが、それらはひとえに作者がその作品が大好きな故ゆえですので、その辺はご理り解かい頂いただけると幸いです。

　……しかし、それにしても、富ふ士じ見み書しよ房ぼう編集部。侮あなどれません。「このネタ、通るんだ……」と、この作品を書いていて何度感心したことか。面おも白しろい大人達です（笑）。




　そういうわけで、この作品は特に、様々な人達の支ささえによって成り立っています。

　この「美少女」を連れん呼こする作品に、想像以上の「美少女」イラストをつけて下さった狗いぬ神がみ煌きらさん。感かん謝しやの言葉もありません。会長のイラストを初はじめて見た時は、「そりゃ会長に選ばれるわ」と、作者も納なつ得とくしてしまいました。

　そして、このような冒ぼう険けん作品を快こころよく、一緒に悪ノリして作って下さった担当さん、前担当さん。前作以上にかなりワガママを通して貰もらってしまいました。

　ちなみに、この作品には随ずい所しよに、「担当さんアイデア」による改良点があります。そういう意味で、この本は私一人の発想では決して成り立っていないものです。本当にありがとうございました。

　この企画を快く通してくれた編集部の皆さんにも、心から感謝です。




　そして、この本を手にとって下さった読者様。色々異い質しつな小説だけに、手にとって下さったという、それだけで本当に感謝しています。ありがとうございます。

　本編読どく了りよう後の方には、もう、なんと言っていいのやら。この本で、一いつ瞬しゆんでも「くすっ」「にやにや」として頂けたでしょうか。貴あ方なたにとっての、一つのエンターテイメントとして機き能のうしていて下されば、幸いです。




　それでは、出来れば、また次の巻で。
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